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第一章　神国イーシェン







　一いつ旦たん【ゲート】でベルファストの家へと帰り、きちんと準備してからもう一度イーシェンへと渡わたることにした。

　メンバーは八や重えに僕ぼく、エルゼ・リンゼ姉妹、ユミナと琥こ珀はく、それとリーンにポーラだ。

【ゲート】を抜ぬけて八重の案内に従い、鬱うつ蒼そうとした森の中を抜けていく。だんだんと木こ洩もれ陽びが差してくるようになったかと思うと、急に前方の視界が開けた。

「おお……」

　思わず声が漏もれる。小高い丘おかの上から見えたその景色は、大きな町並みと水田が広がっていた。あそこに建ってるのは城だよな。西洋の城じゃない、姫ひめ路じ城じようとか大おお阪さか城じようのような日本の城だ。若じやつ干かん小さいように思えるが。

「あれが拙せつ者しやの故郷、オエドでござる」

　おお、お江え戸どならぬオエド。ひと目見て、僕が時代劇などで見る町の造りとはだいぶ違ちがうことがわかった。

　第一に、あの町は城じよう砦さい都市だということ。周りをぐるりと長い堀ほりが囲み、白く高い石いし垣がきが町への侵しん入にゆうを拒こばむ。石垣の上には歩ほ哨しようが立ち、所々に建つ櫓やぐらには弓兵がいるんだそうだ。周りの水田のあたりにもちらほらと家が建っているが、城じよう壁へきの中はもっと密集して建ち並んでいるように見える。

　イーシェンは決して大きな国ではない。一応国王がいるらしいのだがあまり政治には関わらず、地方の領主が好き勝手に幅はばをきかせているらしい。

　主だった九人の領主が地方を治め、（度たび々たび小こ競ぜり合あいもあるらしいが）なんとか形の上では国王をトップにして、国としては成り立っているようだ。

　九人の領主とは、島しま津づ、毛もう利り、長ちよう宗そ我か部べ、羽は柴しば、織お田だ、武たけ田だ、徳とく川がわ、上うえ杉すぎ、伊だ達て……ってちょっと待て、オイ。

　あまりにも聞き覚えのある名前に思わずツッコミを入れてしまいそうになる。

　ひょっとしてなにか？　イーシェンって戦国時代なのか？　八重に確かく認にんしてみるとそんなことはなく、大規模な戦などここ数十年ないそうだ。

　単なる偶ぐう然ぜんか。……偶然か？

　八重の実家のあるオエドはイーシェンの東、徳川家の治める領地だ。そこそこ豊かで領民に優やさしい領主であるらしい。

「で、リーンが行きたい古代遺い跡せきってどこにあるんだ？」

　小さいと言っても、イーシェンはそれなりの大きさはある。闇やみ雲くもに探すわけにもいかないだろう。

「場所はわからないわ。ただ、『ニルヤの遺跡』としか」

「八重、知ってる？」

「ニルヤ……？　聞いたことがあるような、無いような……。父上なら知っているやもしれませぬ」

　とりあえず八重の先導で町へと歩いていく。大きな堀に渡された木製の橋を渡り、城壁の中へと入った。

　町中に入ってみると、限りなく和風に近い世界であった。建物はほとんど木製の平屋建てで、屋根には瓦かわら。障子の貼はられた戸に、店には暖の簾れんがかかっている。（暖簾に書かれた文字は日本語ではなかったが）

　行き交う人々も侍さむらい姿すがたに着物姿、町人のような者もいれば、着流しの素す浪ろう人にんまでいた。残念ながら月代さかやきをしてちょんまげをしている者はなく、みんなポニーテールのように結ゆっているだけだ。

「うわあ、なにアレ？　人がなんか担かついでるわよ？」

　エルゼが道の向こうから、えっほえっほと駕か籠ごを担いでやって来る二人組に目を奪うばわれていた。

「あれは駕籠屋だよ。お金を払はらってアレに乗るんだ。辻つじ馬ば車しやの代わりだよ」

　僕が答えると、エルゼたちは目を丸くして目の前を通り過ぎる駕籠屋を見続けていた。確かにあっちにはこういう文化はないだろうからなあ。

「なんでわざわざ人が運ぶんです、か？　馬車の方が楽だし、速いのに……」

　リンゼがもっともなことを言う。そういやなんでだろ？　文化の違いとしか……。

「イーシェンはベルファストほど道が整備されてないんでござるよ。起き伏ふくが激しい土地が多くて、その道を馬車で上ったり下ったりするのは大変なのでござる。それとこちらでは馬はかなり貴重なものでござるからな」

　なるほど、そういう理由があるのか。それが向いてる土地、向いてない土地ってのがあるんだな。

「冬とう夜やさん、あそこの人、木の靴くつを履はいてますよ？」

「木の靴？　ああ、下げ駄たか」

「あっちの塔とうにはなんであんな鐘かねがぶら下がってるの？」

「あれは火ひの見みや櫓ぐらに半はん鐘しようって言って……」

「綺き麗れいな音が……あれは、何を売っているんですか？」

「風ふう鈴りんだね。風で鳴る音を楽しむもので……」

「……イーシェンの生まれでもないのに詳くわしいでござるなあ、冬夜殿どのは」

　そりゃね。じいちゃんの影えい響きようで時代劇とかけっこう観みてたしね。

　しかし……なんだろうな。町の人たちがあまり楽しそうじゃない気がする。なにかに怯おびえてるというか、不安にかられてるというか……。

　八重の案内で神社の鳥居を横切り、竹林の道を抜けると、開けた場所に塀へいで囲まれた大きな屋や敷しきが現れた。

「九ここの重え真しん鳴めい流りゆう剣けん術じゆつ道場　九く曜よう館かん」と書かれた看板が下がる大きく立派な門をくぐる。その家の玄げん関かんに着くと、八重は大きな声を張り上げた。

「誰だれかいるか！」

　しばらくすると奥おくからバタバタと足音を立てて、黒い髪かみを後ろでひとつにまとめた女中さんがやって来た。年ねん齢れいは二は十た歳ちくらいか。

「はいはい、只ただ今いま……まあ、八重様！」

「綾あや音ね！　久しいな！」

　綾音と呼ばれた女中は驚おどろきながらも笑え顔がおで駆かけ寄より、八重の手を取った。

「お帰りなさいまし、八重様！　七なな重え様！　八重様がお戻もどりに！」

　綾音さんが奥に向けて声をかけると、再びバタバタと足音が響ひびき渡り、三十代後半で薄うす紫むらさきの着物を着た優しそうな女性が姿を現した。どことなく八重に似ている。

「母上！　只今帰りました！」

「八重……よくぞ無事で……お帰りなさい」

　やっぱり八重のお母さんか。久しぶりの再会に、母は娘むすめをしっかりと抱だき寄せる。目には薄うっすらと涙なみだが光っていた。

「八重、こちらの方たちは？」

「あ、拙者の仲間たちです。大変世話になっている人たちでござるよ」

「まあまあ、それはそれは……。娘がお世話になりまして、ありがとう存じます」

「い、いや、別に大したことではなく……こちらも世話になっていますので、どうか顔を上げて下さい」

　廊ろう下かに座すわり、深々と頭を下げる八重のお母さんに、僕らは慌あわてて声をかける。子を想おもう母心と言うやつだろうか。その姿勢から七重さんの気持ちが伝わって来るようだった。

「ときに母上、父上はどちらでござるか？　城の方にでも？」

　八重の言葉に七重さんと綾音さんが顔を見合わせ、その表情を曇くもらせる。やがて七重さんが立ち上がり、八重の方へ顔を向けてゆっくりと口を開いた。

「父上はこちらにはいません。殿……家いえ泰やす様と共に合戦場へ向かいました」

「合戦ですと!?」

　八重が驚きのあまり声を荒あららげ、母親を凝ぎよう視しする。合戦とは穏おだやかじゃないな。一応この国は国王の下でまとまっていたんじゃないのか？

「いったいどこの領主と!?」

「武田です。数日前、北西のカツヌマを奇き襲しゆうにて落とし、今はその先のカワゴエに向かって進軍しつつあるそうです。それを食い止めるために、旦だん那な様さまと重じゆう太た郎ろう様がカワゴエの砦とりでへ向かいました」

　八重の問いを七重さんに代わり、綾音さんが答える。どうやら隣りん接せつ地ちの領主が突とつ然ぜん攻せめてきたらしいな。

「兄上も戦場へ向かわれたのか……。しかし、わからぬ。武田は何な故ぜそんな侵しん略りやくを急に始めたのか……。武田領主の真しん玄げん殿どのが、そのような愚ぐ行こうを犯おかすとも思えぬが……」

「最近、武田の領主に妙みような軍師が付いたそうです。山やま本もと某なにがしと言う者だそうで。色黒隻せき眼がんで不思議な魔ま法ほうを使う人物だとか……その者に妙なことを吹ふき込まれたのやも知れませぬ」

　七重さんが語る話を聞きながら、僕はちょっと頭がこんがらがっていた。武田の軍師で山本って言ったら、アレだよな。山本勘かん助すけ。武田二十四将の一人。

　七重さんの話通りなら、なんか怪あやしい魔法使いになってるけど。まあ、こっちの人物と一いつ緒しよにしちゃいけないか。共通している部分もあるのかもしれないが。

「それで戦せん況きようはどうなの？」

　それまで黙だまって聞いていたリーンがそう切り出す。足あし下もとのポーラは首を小さく傾かしげていた。横にいた琥珀もそれを見て同じように首を傾げる。なんかかわいいな。っと、そんな状じよう況きようじゃなかった。

「なにぶんにも急なことだったので、充じゆう分ぶんな戦力を集められず、このままではカワゴエの砦が落とされるのも時間の問題だという噂うわさです」

「それでは父上や兄上は……！」

　綾音さんの口から漏れた状況に八重が愕がく然ぜんとする。しかし、すぐにその目からは不安や怯えの色は消え、燃えるような決意の色が現れた。八重が大切な家族に迫せまる危機を、黙って見過ごす女の子じゃないことは僕らがよく知っている。

「冬夜殿！　カワゴエ砦の近くの峠とうげなら、拙者、行ったことがあるでござる！　どうか……！」

「わかった。行こう」

「冬夜殿……！」

　僕は八重の手を握にぎり、はっきりと自分の考えを述べる。みんなの方を見ると、エルゼもリンゼもユミナも小さくこくんと頷うなずいてくれた。

「まさか戦場に行くことになるなんてね。ま、気持ちはわかるから私も付き合うわ」

　肩かたを竦すくめてリーンが小さく笑う。相方のポーラはやる気満々といった感じで、シャドーボクシングを始めた。こいつ、こんな動きも【プログラム】されてるのか？

「八重、その峠のことを思おもい浮うかべてくれ」

「わかったでござる」

　八重の両手を握り、目を閉じた彼かの女じよの額に自分の額を軽く当てた。状況が状況なので、以前のような恥はずかしさは不思議と無かった。

「【リコール】」

　頭の中に風景が浮かんでくる。大きな一いつ本ぽん杉すぎが立ち、遠くには城……いや砦が見えた。あれがカワゴエの砦か。

　八重の手を離はなし、家の玄げん関かん前まえに【ゲート】を開く。真っ先に八重が飛び込み、エルゼたちも次々と【ゲート】に入り、消えていく。

　その光景を呆ぼう然ぜんと眺ながめている九重家の二人に、最後に残った僕が声をかける。

「必ずご主人と八重のお兄さんを連れて帰ってきます。みんなで無事に戻って来ますから、心配しないで下さい」

「貴方あなたはいったい……」

　七重さんの問いかけになんと答えたらいいのかわからず、笑って誤ご魔ま化かし、僕も【ゲート】をくぐり抜けた。








◇　◇　◇









【ゲート】を抜けた峠の先から見えたのは黒こく煙えんを上げ、攻められている砦の姿だった。

　無属性魔法【ロングセンス】を使い、視覚を砦の方へと飛ばす。小高い山の上にそびえ立つその砦はなんとか敵兵を防いでいるものの、いたる所から火の手が上がり、消火と迫り来る敵への撃げき退たいでいっぱいいっぱいと言った感じだ。

　絶えることなく火矢が飛とび交かい、その隙すきをついて敵の兵士たちが砦の城壁を登ろうと群がっている。

　僕は懐ふところからスマホを取り出し、「八重のお兄さん」と検けん索さく。一度検索したことがあるから、たぶんできるはず……いた。砦の中、城壁の手前で左右に動いている。どうやら無事のようだ。

「お兄さんは無事みたいだよ。お父さんの方はわからないけど……」

「っ！　早く砦に向かわないと……！」

「待ちなさい。貴女あなた、あの中に飛び込んで無事でいられると思ってるの？」

　すぐにでも砦へ向けて駆け出そうとする八重をリーンが止める。実際、砦は敵兵に囲まれ、近寄るのは容易ではなさそうだ。だが、方法が無いわけではない。

「僕が【ロングセンス】で一キロ先を確認して、【ゲート】で跳とぶ。これを繰くり返かえせば砦の中まで入れるよ。目立つとマズいから、まずは僕一人で砦まで行く。あらためてここに【ゲート】を開くから、みんなは待っててほしい」

「なるほどね。それが一番確実かしら」

　リーンが顎あごに手をやり、考え込む。あれ？　そういえば……。

「あのさ、妖よう精せい族ぞくって背中の羽で飛べたりしないの？」

「え？　ああ、無理よ。有翼人と違って退化してしまってるから。羽ばたくことはできるけど、ちょっと浮く程度のことしかできないわ。それにすごく疲つかれるし」

　残念。リーンに飛んで砦の上空まで連れていってもらえればと思ったんだが。いや、怪しい人物だとか思われて、弓矢で狙ねらわれたらたまったもんじゃないから、どっちみちダメか。

　やっぱりさっきの方法でいくしかないかな。

「琥珀。みんなのことを頼たのむ。なにかあったら連れん絡らくを」

『わかりました』

「!?　この子、喋しやべるの!?」

　リーンが僕に返事をした琥珀に驚いて目を丸くしていた。あれ？　言ってなかったっけ？　ミスミドの関係者にバラすのはまずかったかな。まあ、僕の能力も黙っててくれるみたいだし、大だい丈じよう夫ぶだろうとは思うけど。

【ロングセンス】を展開し、一キロ先を視し認にんする。まずはあの辺りなら大丈夫かな。砦の手前、林の中に【ゲート】を開く。

「じゃあ、行ってくる」

【ゲート】を抜けて林の中に転移する。戦場特有の雄お叫たけびや怒ど号ごうが飛び交い、尋じん常じようじゃない空気が辺りに漂ただよっていた。焦こげ臭くささに混じって血の臭においも漂ってくる。

　目の前の砦を見上げ、ここからどう跳ぶかちょっと考える。あと二回ほど転移すれば城の中へ入れると思うが、出来れば敵兵に見つからず侵入したい。

【ロングセンス】で視覚を再び飛ばす。が、どこも敵だらけで転移できるような場所はない。仕方ない、なるべく敵の少ない場所へ行き、その辺りを制圧してから【ゲート】を繋つなぐしかないか。

　しばらく視点を切きり替かえながら、比ひ較かく的てき敵兵が少ない場所を探す。そのうち、砦の側面から少し離れたところにちょうどいい場所を見つけた。ここなら目の前にいる弓兵を二人倒たおせばしばらく時間を稼かせげそうだ。

「リロード」

　右みぎ腰こしにあるレミントン・ニューモデルアーミーには【パラライズ】を付ふ与よしたゴム弾だんを、腰の後ろにある剣けん銃じゆうブリュンヒルドには実弾を込める。相手が魔法抵てい抗こうの護ご符ふを持っていたときの用心だ。

「【ゲート】」

　ニューモデルアーミーを抜き、二人の敵兵の後ろ、死角になるところへ転移する。そのまま狙いを定め、両方の背中へ麻ま痺ひ弾だんを連続で撃うち込んだ。うわ、我ながらなんか卑ひ怯きようくさい……。

　二人の敵兵は背中を撃たれて倒れこんだが、そのまま麻痺することなくゆっくりと立ち上がり、腰から刀を抜いた。

　ッ!?　なんだ、こいつら!?

　僕が驚いたのは麻痺弾が効かなかったからではない。相手の異様な姿に驚いたのだ。

　日本風の鎧よろい兜かぶとに身を包み、手には刀、それはいいとしよう。しかし、その顔に被かぶせられた仮面が異様さを醸かもし出していた。

　鬼おにの仮面だ。角を伸のばし、憤ふん怒ぬの表情を浮かべる赤い鬼。日本の鎧兜には面めん頬ぽおといって、顎から頬にかけて顔を守る仮面のようなものがあったが、それとは違う。完全に鬼の面を顔に被っていた。

　さらに異様さを感じたのは、鎧兜の覆おおわれていないところや、破れた服の隙すき間まから覗のぞく皮ひ膚ふが、仮面のように赤いことだった。まるで赤鬼そのものが仮面を被っているようだ。

　相手の異常さにすぐさま銃をホルスターにしまい、腰の後ろから今度はブリュンヒルドを抜く。そのまま目の前にいる一人の足に、連続で実弾を撃ち込んだ。まずは動けなくする。出来れば人は殺したくない。

　が、そんな僕の心情などおかまいなしに、足を撃たれたはずのそいつは躊躇ためらいなく刀を振ふりかぶり襲おそいかかってきた。危な！

「【スリップ】！」

　足下の摩ま擦さつ係数が激減し、襲いかかってきた敵兵がバランスを崩くずして転てん倒とうする。よし！　【スリップ】最強！

　その隙に刀を持つ手を左足で踏ふみつけて動けなくし、右足で思いきり顔面を蹴けり飛ばす。仮面が粉々に砕くだけ、その下の顔が露あらわになる。赤いが普ふ通つうの顔だ。そしてそれきりそいつは動かなくなった。それほど強く蹴ったつもりはないんだが……。

　こいつら……ひょっとして仮面で操あやつられているのか!?　再びニューモデルアーミーを右手で抜き、刀を構えるもう一人の兵士の仮面にゴム弾を撃ち込んだ。

　硬こう質しつのゴム弾が炸さく裂れつした衝しよう撃げきで仮面にヒビが入り、見事真っ二つに割れる。地面に割れた仮面が落ちた途と端たんにそいつは膝ひざから頽くずおれ、力無くばったりと倒れた。

　やっぱり仮面が原因か。

「なんだったんだ、こいつら……」

　倒れた兵士に近寄る。うっ、なんだこの臭い……。ちょっとまて、これ……死んでるのか？　まさかあの仮面で死体を操って兵士に仕立てあげている？　そんなことが出来るのか!?

　……そういえばさっき足を撃ち抜いた奴やつも血があまり流れなかった。もうすでに死んで、心臓が止まっていたとしたのならあれも理解できる。

「死体を操る……ゲームとかでよくあるネクロマンサーとかいうアレか？」

　ゾンビ兵って感じではないな。動きが機き敏びんすぎたからかもしれないが。こんな奴らが襲ってきたのではたまったものではない。早く砦の中に入り、状況を判断してから対策を立てた方が良さそうだ。

【ロングセンス】で砦の中に視覚を飛ばす。敵だと思われて攻こう撃げきされるのはゴメンだからな。八重のお兄さんを探して話を聞いてもらうのが一番確実だろう。

　えーっと……お、この人か？　黒くろ髪かみ黒目、右頬に刀の傷きず痕あと。黒い鎧を着込み、穏やかそうだがその身のこなしは只ただ者ものではない。その人は身体からだ中じゆう返り血に塗まみれ、周りのみんなを励ましていた。

「【ゲート】」

　いきなり目の前に現れるとびっくりして斬きられるかもしれないから、【ゲート】が開いた状態を保ち、間を空ける。向こうでは光の扉とびらが現れた状態になっているはずだ。それからゆっくりと扉をくぐり、八重のお兄さんの前に転移する。

「ッ！　何者だ!?　武田の手の者か!?」

　刀を構え、八重のお兄さんが誰すい何かしてくる。周りの兵士たちも一いつ斉せいに刀を僕に向けてきた。

「待って下さい。敵じゃありません。あなたは九重八重のお兄さん、九重重太郎さんで間ま違ちがいないですか？」

「確かに私は重太郎だが……。なぜ八重を知っている……？」

　手をかざし敵意が無いことを伝える。その僕から八重の名前が飛び出したことに、重太郎さんは訝いぶかしげな視線を向けてきた。

「僕はベルファストという国で八重と知り合った彼女の仲間です。お兄さんに危険が迫っているというので助けにきた次し第だいでして」

「八重の!?」

「はい。彼女も近くに来ています。今から僕が転移魔法で呼びますが、よろしいですか？」

　ざわざわと周りの兵士が重太郎さんに視線を向ける。「八重殿？」「八重殿がここに？」などという言葉から察するに、ひょっとしたら、道場の門下生たちなのかもしれない。

　やがて重太郎さんが刀を下ろし、ゆっくりと頷く。

「【ゲート】」

　僕が新たに開いた光の扉から一人の少女が飛び出してくる。辺りを見回して重太郎さんに目を留めると、一目散に駆け寄りその胸に飛び込んだ。

「兄上！」

「八重……？　本当に八重か？」

「はい！」

　兄きよう妹だいが再会を懐なつかしんでいるのを横に、【ゲート】からはぞろぞろとエルゼたちが現れる。

「あの者たちは？」

「拙者の仲間たちでござるよ。みんな頼たよりになる者たちでござる」

　あらためてそう言われるといささか照れるね。

「それよりも兄上、父上は？　ご無事なのでござるか？」

「ああ、無事だから安心しなさい。父上はいま家いえ泰やす様の警護をしている。後で会うといい」

　父親を心配する妹に優しく話しかける兄。絵になるね、この人は。

　しかしこの状況は酷ひどいな。辺りを見回すとそこら中に怪け我が人にんがうずくまり、動けなくなっている。なんとかしないと命に関わるかもしれない。

　よし、アレを試ためしてみるか。

　スマホを取り出して、電源を入れる。マップアプリに【マルチプル】は【エンチャント】してあるから、あとは【プログラム】だけだ。

「【プログラム開始／

発動条件：画面でターゲットをタッチ／

対象捕ほ捉そく：「マルチプル」にて同じターゲットを全て／

プログラム終しゆう了りよう】」

　これでいちいちひとつずつロックする必要はなくなる。ひとつタッチすれば全て捕捉できるはずだ。

「怪我人」で検索すると敵の怪我人まで捕捉してしまうから、「徳川軍の怪我人」で検索する。画面上に対象を示すピンが次々と落ちていく。けっこういるなあ。画面マップを引いて、砦全体を範はん囲い内ないに入れる。

　ターゲットのひとつをタッチしてロックすると、画面上で次々と他の対象もロックされていく。横を見ると、怪我をしてうずくまっていた兵士の上に小さな魔ま法ほう陣じんが浮いていた。【マルチプル】の魔法陣だ。準備完了。

「【光よ来たれ、安らかなる癒いやし、キュアヒール】」

　魔法陣から柔やわらかな光の粒つぶが降りてくる。やがてそれが怪我人を包むと、対象となった者たちの傷がみるみる塞ふさがり回復していった。

　しばらくすると砦のいたるところから歓かん声せいが上がり、目の前にいた怪我人の兵士も不思議そうに立ち上がって身体を動かしていた。

「ちょっと……なにしたの？　回復魔法をかけたのはわかったけど、まさか……」

「砦の怪我人全員を治した。うまくいって良かったよ」

　僕の言葉にリーンが呆あきれたような顔を向けてきた。まあ、なんとなく言いたいことはわかる。

「怪我人が……これは一体……？」

「冬夜殿の回復魔法でござる」

　目を丸くして辺りを見回す兄に、八重はそう言って、僕の方へと視線を向ける。

「あくまで傷が塞がっただけですので、あまり無理はさせないようにして下さい。失った血までは戻りませんので」

「あ、ああ、わかった。ちゃんと通つう達たつしておこう」

　重太郎さんがまだ驚きから回復していない感じで僕に言葉を返してくる。とりあえずこれで怪我人はどうにかなった。あとは砦に群がる敵兵をなんとかするだけだな。

「ところで敵兵に混じっている、鬼の仮面を被ったヤツらはなんなんです？」

　気になっていたことを僕は重太郎さんに聞いてみた。

「わからない。あの仮面を壊こわすまでは槍やりで刺さされようが、腕うでを斬られようが動きを止めない。まるで生ける屍しかばねなんだ」

　かぶりを振って重太郎さんが答える。やっぱりゾンビなんだろうか。

　ふと横を見ると城壁から身を乗り出したリーンが、仮面の兵士たちを睨にらみつけてなにやら考え込んでいた。

「ふうん……。何かの無属性魔法か……で、なければ魔道具アーテイフアクトかしらね」

「アーティファクト？」

「古代文明の遺産、強力な魔法の道具のことよ。あなたのそれもアーティファクトなんじゃないの？」

　手に持っていたスマホを指され、思わず誤魔化し、苦笑いを浮かべる。

　古代文明の魔道具、アーティファクトか。死体を操るコントローラーみたいなものがあるとして、あの仮面は受信機みたいなものなのかもしれないな。

「まあ、なんにしろ仮面の奴らは厄やつ介かいだと。【パラライズ】も効かないみたいだし、やっぱり一気に殲せん滅めつした方がいいか」

「……なんだって？」

　不思議そうに重太郎さんが僕を見ているのをよそに、スマホのマップアプリで「仮面の武田兵」と検索する。画面上の砦の周りにピンがストトトトッと落ちまくり、そのひとつをタッチすると、全てのターゲットがロックオンされた。

「な、なんだあれは……？」

　誰かのつぶやきに目を向けると、空に光を放つ小さな魔法陣が無数に浮いていた。【マルチプル】によるロックオン完了。

　空に手をかざし、魔力を集中、呪じゆ文もんと共に一気に解放する。

「【光よ穿うがて、輝かがやく聖せい槍そう、シャイニングジャベリン】！」

　カッ！　と、全ての魔法陣から光の槍がそれぞれのターゲットを目指して降り注ぐ。まるで光の雨のように。

　ドドドドドドドドドドドドドドドドドドッ、と地じ響ひびきが鳴り、土つち煙けむりと光の粒が火花のように弾はじけ飛んだ。まばゆい光こう彩さい陸りく離りの煌きらめきが、弾けては消え、弾けては消える。

　やがて光の雨が上がったあとには武田勢のほぼ半数以上が倒れ、動けなくなっていた。

　そのまま検索対象を「武田兵」としてロックし直す。

「はい、【パラライズ】っと」

　残りの一いつ般ぱん兵へいたちも突とつ然ぜん身体が痺しびれたように、その場に崩れ落ちる。何名か護符を持っていたのか痺れずにすんだようだが、自じ陣じんの壊かい滅めつ状態を目まの当あたりにして一目散に逃にげ出した。

「と、こんなもんか」

　しばらく呆然としていた砦の徳川軍だが、状況が把は握あくできてくると、皆みな一いつ斉せいに勝かち鬨どきの雄叫びを上げた。喜びと安心とが混じり合った声が砦のいたるところから聞こえてくる。
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「今のは……君がやったのか……？」

　重太郎さんが掠かすれる声で尋たずねてくる。信じられないものを見るような目で砦の周囲に倒れる武田兵を眺めていた。

「まあ、一応。騒さわがれるのは嫌いやなんで、あまり言いふらしたりしないでいただけると助かります」

　僕がそう答えると、そばにいたエルゼが腰に手を当て、大きく息を吐はいた。

「なんかもう驚くのが馬ば鹿からしくなってきたわよね」

「いまさらって気が、するね」

　リンゼも姉の発言に同意した。ううむ、出来る事を掛かけ合わせていったらこうなっただけなんだが……。そこまで言われることかね？

　僕はなんとも微び妙みような気分で勝利に沸わき立たつ砦の兵士たちを眺めていた。
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「まずは此こ度たびの助すけ太だ刀ち、心から御おん礼れい申し上げる」

　砦の天守閣（と言っても十五畳じようほどの板の間だが）で、上座に座る恰かつ幅ぷくのいい四十代前半のちょび髭ひげ男が深々と頭を下げた。徳とく川がわ家いえ泰やす。この砦がある領地の主であり、九人いる諸しよ侯こうの一人だ。家泰。発音は同じだが漢字が違うんだな。

「いえ、こちらに出向いたのはたまたまのことです。どうかお気になさらぬように」

　僕らの前に座り、家泰さんと対たい峙じしているのはユミナだ。ベルファストの王女という立場を取り、あくまで僕らはその護衛、ということにした。その方が向こうにもわかりやすいかと思ったからだが、毎度ユミナの社交性には助けられる。

　八重はユミナの護衛の一人ということにした。その繋がりでここに助太刀に来たという形にしたわけだ。実際その通りだからそこはなんの不思議も無い。

「それにしても八重がユミナ姫ひめの護衛とは……驚いたぞ、まったく」

　家泰さんの横に座るがっしりとした四十代後半の偉い丈じよう夫ふが九ここの重え重じゆう兵べ衛え、八重の親おや父じさんだ。今は徳川家の剣術指南役を務めているらしい。その昔、王都のソードレック子し爵しやく家けでも指南役をしていたといってたから、ベルファストのことにも詳しいのだろう。

「して、そちらの……我わが砦を救っていただいた彼かれは……？」

　家泰さんがユミナの後ろに控ひかえる僕に視線を向ける。興きよう味み津しん々しんといったその目をやめてもらえないですかね。

「この方は望もち月づき冬夜さんと申しまして、私の護衛……というか、未来の旦那様です」

　きゃっ、と頬を染め、身をよじらせるユミナ。うおい！　聞いてないですよ!?　そんなこと言う必要はないよね!?

　ほぉ～、と感心とも驚きとも取れる声を漏らす、領主と指南役。いやいやいや、その反応はどうよ。

「いや、なるほど。ベルファスト王女の許嫁いいなずけであれば、あの偉い業ぎようも納なつ得とくできますな。実に素す晴ばらしい」

「ええ、私もこの方を誇ほこりに思いますわ」

　家泰さんの称しよう賛さんに、まるで自分のことのように胸を張るユミナ。もうやめてくれんかな……正直、居づらいんですけど。

「ところでひとつお聞きしたいのですが……『ニルヤの遺跡』なる場所をお知りではないでしょうか？　我々はそこを目指してイーシェンへ来たのですが……」

「ニルヤ……？」

　ユミナの問いかけにしばし考え込んでいた家泰さんであったが、やがて何かに思い当たると膝をポンと叩たたいた。

「ああ、『ニライカナイの遺産』があるという遺跡のことですな。私は詳しくは存じませぬが……。重兵衛はどうだ？」

「確か……ニルヤの遺跡は島津の領地にあったかと。しかしあそこは海の底ですぞ。入ることさえままならないと思いますが……」

「海の底!?」

　なんだそりゃ、海底神しん殿でんだとでも言うのか？　それとも潮の満ち引きで入口が現れるとか……。

　ま、どっちにしろ行ってみないとわからない。とにかく場所はわかったんだから、さっそくそこに出発――――というわけにはいかないよなあ。

「武田軍ですが、あれで引き下がると思いますか？」

　僕が家泰さんに尋ねると、彼は腕を組み、ううむ、と唸うなり始めた。

「確かにまた態勢を整えて攻めて来るやもしれぬ。鬼き面めんの兵士たちをさらに増やし、大たい砲ほうを持ち出してくるかも……」

　いくら兵士たちを増やしてもさっきと同じように殲滅できるけどね。大砲とかは面めん倒どうだけど、潰つぶすこともできなくはないと思う。

「しかし、此度の鬼面兵といい、突然の侵略といい、わけがわからぬ。武田の領主、真玄殿は武田四天王と呼ばれる四人の武将を率いる猛も者さではあるが、今回の戦いはどこか真玄殿らしくないように思える。やはりあの噂は本当なのだろうか……」

「噂？」

　家泰さんの呟つぶやきに、僕は思わず聞き返してしまう。それに答えを返してきたのは家泰さんではなく、重兵衛さんの方だった。

「すでに真玄殿は亡なくなっているという噂があってな。そしてその死体を操り、武田軍を意のままにしているのが、闇やみの軍師・山本完かん助すけだと」

「山本完助……」

「あの鬼面兵を見ていると、あり得ない話じゃないわね。死体を操ることに特化した魔法、もしくはアーティファクト使いなのかもしれない」

　重兵衛さんの話を聞いて、リーンが自らの考えを述べる。確かにあれほどの死体を操るなんてのは、そう簡単にできることじゃない。充分に考えられる話だ。武田を乗っ取って、イーシェン統一でもしようというのだろうか？

　ったく、これでは武田軍を何とかしないと、僕らも安心して出発できない。

「その山本完助を捕つかまえれば丸く収まりますかね？」

「それはそうかもしれんが……。あくまで真玄殿が亡くなっているというのは噂に過ぎないからな。それに完助は武田の本ほん陣じん、ツツジガサキの館にこもって出てこないらしい。まさかこっそりと忍しのび込んで捕まえてくるわけにも……」

　むう。そのつもりだったのだが、さすがに無む茶ちやか？　忍び込むだけなら【ロングセンス】と【ゲート】で可能だと思うんだが。見つからないためには姿を消す魔法なんかがあると便利なんだが……あ。

「リーン。確か背中の羽を光魔法で見えないようにしてるんだよね？　それって身体全体を見えないようにすることもできるの？」

「できるわよ。光を迂う回かいさせて対象物を見えなくしているだけだから、触さわられるとバレちゃうけど」

　なるほど。やっぱり姿を透とう明めい化かすることもできるわけだな。と、なれば潜せん入にゆうも容易たやすくなるんじゃないかな。

　この時点で僕はすでに相手の本陣へ潜入することを考えていた。敵にしろ味方にしろ、これ以上の被ひ害がいは少ない方がいいに決まっている。

「潜入、する気ですか？」

　リンゼがこちらの考えを読んだように口を開く。そりゃバレるか。

「本当にその山本完助とやらが黒幕なら、それが一番簡単な方法だと思うんだけど」

「それはそうですが……」

　僕を心配して言ってくれているのだろうが、たぶん大丈夫だろ。いざとなったら【ゲート】で逃げればいい。

「問題はそのツツジガサキ？　とかまでどうやって行くかだな。八重は行ったことある？」

「いや、拙せつ者しやはござらん。父上は？」

「ワシもないが……それがどうかしたのか？」

「ツツジガサキに行ったことがある者がいれば、冬夜殿の魔法で一いつ瞬しゆんで転移できるのでござるよ」

「なんと……！」

　驚いた様子の重兵衛さんと家泰さんが再び僕ぼくに注目する。あんまり目立つのもなんだかなあと思っていたが、用事がすめばイーシェンからは引き上げるし、別にいいかともう開き直ることにした。

「ツツジガサキへの案内、私が務めましょう」

　どこからともなく天守閣の間に声が響き渡わたる。ここにいる誰のモノでもない声だ。僕はとっさにニューモデルアーミーを抜ぬき放ち、声がした天守閣を周回する高こう欄らん付きの周り廊下に銃じゆう口こうを向けた。

「誰だ！」

　おっと、セリフを取られた。誰すい何かしたのは僕ではなく、重兵衛さんだ。

　高欄付きの廻まわ縁りえんの陰かげから一人の人物が姿を現す。

　うわ、忍にん者じやだ。ひと目見てそれとわかる黒装束だけど、真っ昼間にそれは逆に目立つだろ。それでも気がつかなかった僕らも僕らだが、ひょっとしてなにか認にん識しき阻そ害がいの魔法を使っているのか？

　顔を覆う黒い布を外すと、そこには顔立ちの整った美人さんが現れた。女忍者だ。くノ一ってやつか？

「私は武田四天王がひとり、高こう坂さか政まさ信のぶ様配下、椿つばきと申します。徳川家泰様宛あての密書をお持ちいたしました」

「なに、高坂殿の!?」

　床ゆかに膝をつき、懐から密書を取り出してその場に置くと、くノ一さんはそこから一歩下がった。仮にもさっきまで戦っていた敵の忍者である。油断はならない。床に置かれた密書をくノ一さんから目を逸そらさずに重兵衛さんが手に取り、家泰さんに手て渡わたした。

　その間、僕はずっと銃口をくノ一さんに向けていた。まあ一応、なにかあった時のためにね。

　密書を開き、それを読んでいく家泰さんの顔が、驚きから厳しいものへと変化していく。いったい何が書かれているんだ？

「殿。密書にはなんと？」

「どうやら噂は本当だったらしい。武田軍は今や傀かい儡らいの軍と化しているようだ」

「なんですと……!?」

　重兵衛さんが絶句する。噂通り武田軍はすでに闇の軍師、山本完助により支配されているらしい。

「真玄殿はすでに亡くなり、武田四天王も高坂殿以外、全員地ち下か牢ろうへ投とう獄ごくされているらしい。なんとか完助を止めて武田を救ってくれとある」

「高坂様は完助に従うフリをして、武田奪だつ還かんを考えております」

　椿と名乗ったくノ一さんが言葉を添そえる。どうやら完助は真玄が亡くなったことを隠かくし、自らがその遺体を操ることによって武田を手中に納めたらしい。それに気付いた四天王たちは投獄され、完助の考えに追従した（と、思わせた）高坂のみがその配下として動いている……ということか。

「正直に言えば徳川は武田のためにそこまでする義理はない。だが、このままでは完助が操る鬼面兵に徳川がやられてしまうだろう。なんとも情けない話だが、徳川を救うのも武田を救うのも、全ての決定権はベルファストから来た客人たちにあるようだ」

　そう言って家泰さんが僕らの方を見つめる。いよいよもってツツジガサキへ潜入し、山本完助とやらをどうにかしないといけないな。

「どうします、冬夜さん？」

　答えはわかってるくせに、ユミナが僕に指示を仰あおぐようなそぶりで尋ねてくる。決定権とやらが回ってきましたよ……。まあ、いいけどさ。

「やるよ。ツツジガサキへ潜入する。安心してニルヤの遺い跡せきへ行きたいからね」

「感謝します」

　くノ一さん……椿さんが頭を下げた。

「と、なるとあまり大人数で潜入するわけにはいかないから、僕と椿さん、リーンの三人で潜入しよう」

　武田内部に詳くわしい椿さんと、魔法に長たけた妖精族のリーンがいればなんとかなるんじゃないかな。あ、ポーラは悪いけどお留守番だ。そのことを伝えたらクマのぬいぐるみは地じ団だん駄だ踏ふんで、ムキーッと怒いかりを全身で表した。すごいな、この【プログラム】。

「よし、じゃあさっそく……」

「待って待って！　こんな真っ昼間から忍び込むの？　夜になるのを待ってからの方がいいんじゃない？」

　僕が勢い込んで立ち上がると、エルゼがもっともなことを言い出した。それもそうだ。夜の方が人目も少ないだろうし、闇やみ夜よに紛まぎれて見つかりにくくなるだろう。リーンの魔法で姿を消すにしても、そっちの方がいいか。

　じゃあ潜入するのは夜ということにして、僕らは一いつ旦たんひと休みすることにした。

　ま、僕は【ゲート】を使って重兵衛さんと重太郎さんの無事を知らせに八重の家へ一回戻ったり、ベルファストの屋や敷しきへ帰って、今日は一いつ泊ぱくすることをライムさんに知らせたりとやることはいっぱいあったんだけど。

　オエドから酒や食料、矢や油などの物資を【ストレージ】で収納し、砦へと運ぶのを頼まれたりもした。まあ、別に疲れるわけじゃないからいいけどさ。ちゃんと家泰さんがお金も払はらってくれたし。けっこう貰もらってしまった。本当に宅配会社でも作ろうかな……。

　そんなことをしていたらあっと言う間に夜になっていた。










「それじゃ椿さん、ツツジガサキの館が見える場所を思い浮かべてください。なるべく人がいないところをお願いします」

「わかりました」

　目を瞑つぶっている椿さんの両手を握る。八重の時も少し緊きん張ちようしたけど、あまり知らない女の人の手を握るのも緊張するな。っていうか、知ってるとか知らないとか関係なく女の人と手を繋ぐこと自体が緊張するのに、なんかウチの女じよ性せい陣じんの目が刺すような目付きで怖こわいんですけど！

　なんかわからないけど、さっさとすまそう。その方が身のためな気がする。

「【リコール】」

　魔力を集中させて額を合わせる。椿さんは背が高く、僕とほぼ同じなので八重の時のように少し屈かがむ必要は無かった。ぼんやりと複数の堀ほりに囲まれた大きな平屋の館と、それを取り巻く城下町が脳のう裏りに見えてきた。あれが武田領地の本陣、ツツジガサキか。

「【ゲート】」

　椿さんから離れ、ツツジガサキへ向かう光の門を、天守閣の中で生み出す。

「じゃあ行ってくる。琥珀、なにかあったら連絡を頼む」

《わかりました》

　琥珀が念話で返事をした。このように僕と琥珀はかなり離れていても念話で話すことができる。これならもしこちらでなにかあっても、すぐに駆かけつけることができるだろう。

　開いた【ゲート】にまずリーンが、続いて椿さん、最後に僕が飛び込んだ。

【ゲート】を抜けると、真上には月のない夜空に星だけがまたたいていた。辺りは鬱うつ蒼そうと茂しげった森で、遠くに松明たいまつの明かりが僅わずかに見える。おそらくあれがツツジガサキの館だろう。

「あそこに潜入するのか……」

　とりあえず様子を見ようと【ロングセンス】を展開し、視覚を飛ばす。堀に囲まれた中にいくつかの橋があり、当然ながら城門は閉ざされていた。

　門の前には鎧兜で武装した屈くつ強きような男たちが槍を持ち、門番として立ちはだかっている。

　さらにその門の先へ視覚を進めると、迷めい路ろのように白い塀へいが続き、その横手には井い戸どがあった。その場所から少し離れた開けたところには、隠れるにはうってつけの庭木がある。よし、まずはここに転移しよう。

「【ゲート】」

　さっそく光の門を呼び出し、それをくぐり抜けようとする。しかし、いつものように転移できず、僕はその光の門をすり抜けて、一歩進んだだけだった。

「あれれ？」

　もう一度【ゲート】をくぐってみる。だが、やっぱり転移は出来ず、ただ単に突つき抜けただけになってしまった。

「どうなってるんだ？」

　わけがわからず、首を捻ひねる。今までこんなことは一度も無かった。

「護符タリスマンによる結界ね。おそらくそれが【ゲート】の転移を阻はばんでいるんだわ」

「結界？」

　リーンが僕の様子を見ながらそう説明してくれた。そう言えば前にオルトリンデ公こう爵しやくがそんなことを言ってたな。【ゲート】は簡単な結界で侵しん入にゆうを防げるって。こういうことなのか。

「おそらく完助の手によるものでしょう。私だけなら高坂様の使いと偽いつわって中へ入ることが可能ですから、その護符とやらを破は壊かいしてきます」

　そう言って館の方へ歩き出そうとする椿さんを、腕を組んでいたリーンが制止した。

「やめときなさい。結界を壊せばそれを仕し掛かけた本人にバレる可能性が高いわ。誰だれが壊したかまではわからなくても、警けい戒かいされるのはあまり得策じゃないわよ」

「では、どうするので？」

　椿さんがリーンに問いかける。ここはやはりあれしかないな。

「リーン。君の羽を消している透明化の魔法で潜入しよう。僕とリーンが姿を消して、椿さんについていき、門を通り抜ける。それなら大丈夫だろ？」

「だからあれは透明化じゃなくて視覚の……まあ、いいわ。それじゃそこに立ちなさい」

　言われるがままにリーンの正面に立つ。僕に手をかざし、彼かの女じよが魔力を練り始めると僕とリーンが立っている足下に魔法陣が浮かび上がってきた。

「【光よ歪ゆがめ、屈くつ曲きよくの先導、インビジブル】」

　リーンが呪文を唱えると、足下の魔法陣が上じよう昇しようして僕らの身体を通過していく。頭の天てつ辺ぺんまで通り抜けると静かにそれは霧む散さんした。

「消えた……」

　椿さんが驚おどろきの声を上げる。え、もう消えてるのか。でも僕は自分の腕とか身体が見えるし、リーンのことも見えるぞ？

「リーン。僕らにはこの魔法の効果はないの？」

「当たり前でしょう？　自分の身体まで見えなくなってしまったら、不便で仕方ないでしょうに」

「あ、声は聞こえるんですね」

　椿さんがどこかホッとした声でそうつぶやいた。やはり彼女には僕らは見えていないようだ。

　リーンはニヤリと笑い、椿さんの背後に回ったかと思うと、いきなり両手で彼女の胸を揉もみしだいた。

「ふひゃあぁあぁああぁッ!?」

「ちょっと冬夜ー、見えないからってなにしてるのよー」

「と、冬夜さん!?」

「違ちがうよ！　リーンだから！　僕はさっきから目の前にいるよ！」

　存在感を示すように辺りの木々を揺ゆらしてみせる。だいたい椿さんには見えなくても、後ろから抱だきつく感かん触しよくで僕じゃないことがわかるはずだろ!?

「やっ……あっ、ちょ、そんなに……あうんっ！」

「むむう、意外とあるわね……。着き痩やせするタイプ？　これはなかなか……」
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「いいかげんにしろっての！」

「あいたッ!?」

　一向に揉むのをやめないリーンの頭にけっこう強めなチョップを叩き込む。この六一二歳さいはなにをしとるんだ。状じよう況きようを考えろ！

　叩かれた頭を抱かかえてうずくまるリーンの横で、羞しゆう恥ちに顔を真っ赤に染めて胸を押おさえた椿さんが後ずさる。見ろ。なんか警けい戒かい心しんが芽生えちゃったじゃないか。

　椿さんを安心させようと声をかける。

「もう大丈夫ですから。叩いていうこときかせますので」

「……お尻しりを？」

「お前、もう喋るな！」

　リーンの冗じよう談だんに椿さんがさらに後ずさる。こんなんで潜入とかできるのか？　一いち抹まつの、どころか、ものすごい不安になってきたんですけど。
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「高坂様からの使いだ。通していただきたい」

「確かに。しばしお待ちを」

　椿さんが手にした鑑かん札さつを見て、門番の二人は重々しい門をゆっくりと開いた。通用口が無いんだな、ここ。

　開かれた扉の間から、姿を消した僕とリーンが素す早ばやく中へと滑すべり込む。その後から椿さんが門を抜けると再び重々しい音を立てて門が閉まった。ふう。なんとか潜入成功だ。

「ところでリーン。この透明化の魔法は結界とかで無効化されたりしないのか？」

「結界は基本的にそこに干かん渉しようしようとする魔力を弾く効果があるんだけど、【インビジブル】の魔法が干渉してるのは私たち自身だから問題ないわ。干渉しないのだから、結界内から【ゲート】で転移することも可能よ」

　なるほど。【ゲート】が干渉するのは目的地だからか。入ることはできないが、出ることは可能、と。さっき【ロングセンス】が影えい響きようがなかったのも、魔法の対象が僕だからだろう。

　まあとりあえず……まずは地下牢に捕まっているという、武田四天王の残り三人を【ゲート】で救うことにするか。もし戦えるのなら、味方にできれば心強いしな。そのことを椿さんに提案すると、すぐに賛同してくれた。

「地下牢はこっちです」

　椿さんの後を追いかけて、月のない闇の中を僕らは駆けてゆく。

　館の西、曲くる輪わの端はしに建つ家屋の中に地下牢はあった。

　さすがに鑑札を持った椿さんといえども、この中にまでは入れないらしい。リーンに彼女にも【インビジブル】の魔法をかけてもらい、三人とも透明化して（リーンは透明化ではないと言っていたが）中へと潜入した。

　中で待機している番人の部屋を通り抜け、石で組まれた地下へ向かう階段を下りていく。

　そこは石と木で作られた座ざ敷しき牢ろうであり、その中で一人の老人が目を閉じ、座ざ禅ぜんを組んでいた。老人は白髪しらが交じりの長い髭の巨きよ漢かんで、顔には深い皺しわが幾いくつも浮うかんでいる。

「誰だ」

　突然、座禅をしたまま発した声に、僕らは驚いて足を止めた。姿を消しているというのに、この人は気配だけで僕らのことを察したというのか。

「馬ば場ば様、椿です。高坂様の命にて助けに参りました。内ない藤とう様と山やま県がた様はどちらに？」

「高坂の……？　ふん、やはりあやつが完助の軍門に下ったは偽りであったか。まったく食えぬ奴よ」

　口の端はしを吊つり上げて、武田の四天王がひとり、馬場信のぶ晴はるがにやりと笑う。

「内藤と山県は奥おくの牢にいる。それよりいい加減に姿を見せんか」

　リーンが魔法を解くと馬場は片眉を上げて、視界に入ったであろう僕らを眺ながめた。

「そこの二人は誰だ？　見たことがないが」

「こちらは徳川殿どのの客人で、望月冬夜殿とリーン殿です。望月殿は徳川に攻せめ込んだ鬼面兵一万五千を一人で打うち倒たおしたほどの実力者です」

「なんだと!?」

　馬場の爺じいさんの目が見開かれる。っていうか、あれ一万五千もいたのか。道理でマップがターゲットでいっぱいになるはずだ。

　爺さんが信じられないといった感じで僕を見てくるけど、とりあえずこの牢をなんとかしないとな。魔法で吹ふっ飛とばしてもいいけど、さすがにそれはバレるか。仕方ない。

「【モデリング】」

　座敷牢の格こう子しになっている角材を変形させて、人ひとり通れるほどの出口を作る。一分ほどでそれは完成し、やすやすと馬場の爺さんは牢から出てきた。

「ずいぶんと不思議なことができるんだな、小こ僧ぞう」

　小僧て。そりゃ確かにあんたよりはかなり歳下ですけど。あえて言わんけど、僕の隣となりにいる妖よう精せい少女はあんたよりも遥はるかに歳上だからな。

　口の悪い爺さんを連れて奥の道を進み、別の座敷牢へと移動する。そこでは左右別々に座敷牢が作られていた。

　右手の座敷牢には穏おだやかな顔をした昼ひる行あん燈どんというか、退職間ま際ぎわのサラリーマンといった風体の男と、対する左手の座敷牢には、全身傷だらけでいかにも歴戦の勇士といった目付きの鋭するどいおっさんが座すわっていた。

「おお、馬場殿。お元気そうで何より」

　窓まど際ぎわ族ぞくなサラリーマンがにこやかに声をかけてくる。

「なんか面おも白しろそうなことになってるみたいだな、馬場殿。暴れるんなら俺おれも交ぜてくれよ」

　こちらの傷男は楽しそうな笑えみを浮かべ、立ち上がって格子の方へ寄って来る。その二人を見て、馬場の爺さんは呆れたようにため息を漏もらす。

「内藤。お前はもうちょっと緊張感を持てや。いつもにこにこ緩ゆるんだ顔をしやがって。逆に山県。お前はもうちょっと考えろ。なんでもかんでも戦えばいいってもんじゃねえぞ」

　ふうん。窓まど際ぎわサラリーマンが内ない藤とう正まさ豊とよ、傷だらけのおっさんが山やま県がた政まさ景かげか。

「小僧、悪いがこいつらも出してやってくれや」

「いいけどさ。小僧はやめてくんない？　僕には望月冬夜って名前があるんだからさ」

　むすっとした顔で訂てい正せいを求めると、リーンが爺さんに向けて口を開いた。

「一応その子、ベルファストの次期国王候補だから、口のきき方には気をつけた方がいいわよ？」

　この言葉に爺さんだけでなく、他の二人も絶句していた。いや、確かにリーンの言うことに間違いはないけど、その言い方はちょっと引っかかるな。まだ容よう認にんはしてないんですよ、一応。

「そうなのか？　うーむ、しかし今さら変えるのもみっともない気もするしな……。ま、小僧でいいだろ」

　馬場の爺さんのセリフにリーンが笑って肩かたをすくめる。ダメだこりゃ。言っても聞かないタイプだ。

「私は冬夜殿と呼ばせてもらいますよ」

「んじゃ、俺は冬夜で」

　内藤のおっさんも山県のおっさんも好き勝手なことを言い出した。武田は自由な奴やつらばっかりか。こいつらを従わせていた真玄って人に会ってみたかったよ、まったく。

【モデリング】を使い、爺さんと同じように二人を座敷牢から解放する。それからリーンに再び【インビジブル】をかけてもらい、全員で階段を上って番人をやり過ごして地下牢から脱出した。

「それでこれからどうする気ですか、次期国王陛下」

　面白がるように内藤さんがにこにこと話しかけてきた。その呼び方はやめい。一応考えてたことを伝える。

「あなたたちを館の外へ逃がしたあと、僕らで山本完助を捕とらえるつもりですが……」

「おいおい、そりゃねえぞ。俺も連れてけよ冬夜。あの野や郎ろうにゃ俺たちは借りがたんまりあるんだからよ」

　山県のおっさんがバキバキと指の骨を鳴らしながら、不敵な笑みを浮かべる。傷だらけの顔でそれをやられると、いろんな意味で怖いんだが。

「完助の周りは鬼面兵で固められ、奴自身も奇妙な魔法を使うぞ。あいつは人間じゃない。倒せるのか？」

　馬場の爺さんが妙みようなことを言ってくる。どういうことだ？　言葉を引ひき継つぐように内藤のおっさんが口を開く。

「かつて山本完助は軍師として真玄様に仕えていました。優すぐれた人物で頭も良く、軍師として申し分のない男でした。しかしある時、彼は悪あく魔まの力を宿した『宝玉』を手に入れたのです。それからだんだんと彼はおかしくなっていきました。何かを試すように猫ねこや犬を殺し、やがてそれが人間になるまで時間はかからなかった。そして死んだ身体を操あやつる『鬼面』を生み出し、強力な力を手に入れたのです。私たちには止められなかった。あの『宝玉』の力にはとてもかなわない……」

　その「宝玉」とやらのせいで山本完助はおかしくなったのか。悪魔の力を宿した……ねえ。ひょっとしてそれが死体を操る魔道具アーテイフアクトか？

「どう思う、リーン？」

「その宝玉とやらでおかしくなったのは間ま違ちがいなさそうね。強すぎるアーティファクトは、時として意志を持つこともあるというわ。製作者の怨おん念ねんか執しゆう念ねんか、そういったものが宿ることもあるのかもしれない」

　怨念って……それじゃまるで呪のろいのアイテムじゃないか。だけどそう考えるとわかりやすいな。武田の軍師、山本完助はその呪われた宝玉に意識を乗っ取られ、おかしくなった。ってことはその宝玉を壊してしまえばなんとかなるかな？

「それで完助は今どこに？」

　横にいた椿さんに尋ねてみる。

「おそらく中曲輪の屋敷にいると思われますが……」

　スマホを取り出し、山本完助を検けん索さくしてみるがヒットしなかった。んん？　ここにはいないのか？　いや、違うな。確かく認にんのため、リーンを検索してみたけどこれもヒットしなかった。

　結界のせいか。【サーチ】の干渉を阻んでいるんだな。意外と面倒だ。

「椿さん、中曲輪ってどっち？」

「えっと……あちらの方向です」

　椿さんが指し示す方角に【ロングセンス】で視覚を飛ばした。これは僕自身にかける魔法だから結界の影響はない。

　広い庭を抜け、屋敷の中を見回そうとしたとき、その庭に一人の男が屋敷から出てきた。

　黒い着物に黒い袴はかま、色黒の肌はだに左目には眼がん帯たい。こいつが完助か。

　視覚を戻もどし、リーンに結界を壊すにはどうしたらいいか尋ねる。四天王も助け出したし、バレた瞬しゆん間かん、完助のところへ転移するから、さして問題はないだろ。

「おそらくこの館の四よ隅すみに魔力を込めた護ご符ふが配置してあるのよ。それをひとつ破壊するだけでいいわ」

「その場所ならわかるぜ。こっちだ」

　山県のおっさんの先導に僕らはついていく。【インビジブル】の効果で、途と中ちゆう誰だれにも気づかれることなくその場所についた。

　壁かべの隅、小さくスペースが取られたところに、石でできた地じ蔵ぞうが置いてあった。高さはポーラと同じくらいか。

「間違いないわね。この地蔵自体が護符のひとつよ」

　護符というからてっきりお札みたいなものを想像していたんだけど、違ったな。ここで言う護符ってのは御お守まもりという意味合いを持つもので、これといって決まった形はないそうだ。

「じゃあこれを壊して、すぐに完助のところへ転移するけどいい？」

「いやちょっと待て、小僧。さすがに丸まる腰ごしでは儂わしらでもきつい。なにか武ぶ器きはないか？」

　んなこと言われてもな。馬場の爺さんの言うことももっともだけど、手持ちの武器は銃じゆうのニューモデルアーミーと剣けん銃じゆうブリュンヒルドだけ。だけどこれはどっちも貸すわけにはいかないし……。

「仕方ない。作るか」

「「「作る？」」」

　なに言ってんだこいつ、という四天王の目を無視して【ストレージ】から自転車を作った時に余った鋼を取り出した。

「槍やりでいい？　それともなにかリクエスト……あー、希望の武器はある？」

「あ？　ああ、儂はそれでいいが、内藤は短剣二つ、山県のヤツは大剣があるとありがたいが……」

「あいよ」

【モデリング】で鋼を変形させていく。まずは簡単な短剣二つを作る。それから大剣、最後に槍を作った。

　三人は作り上げた武器をそれぞれ受け取って、振ふってみたり回してみたりしている。

「あっという間にこんなものを作ってしまうとは……。すごいですね、冬夜殿は」

「柄つかの部分まで鋼じゃ重いだろうと思ったが……思ったより軽いな、この槍。バランスがちょっとおかしいがな」

　軽くするために柄の部分を中空にしたからね。鉄パイプに穂ほ先さきが付いているようなもんだ。それだけでひとつの鋼の塊かたまりだから耐たい久きゆう性せいはあると思うけど、斬きれ味は保証しない。

「じゃあ準備はいい？」

　僕の確認にみんな小さく頷うなずく。腰こしからニューモデルアーミーを抜き、ウエストポーチからエクスプロージョン（小）の付ふ与よされた弾だん丸がんをリロードした。

　目の前の地蔵に銃を構える。なんか罰ばち当あたりな気もしたが、そこは勘かん弁べんしてもらおう。そんなことを考えながらトリガーを引くと、お地蔵様は木こっ端ぱ微み塵じんに爆散した。

　地蔵の結界を破壊した僕は、スマホのマップ画面で鬼面兵を検索する。よし、大だい丈じよう夫ぶ。検索できる。

　僕は奴らを一いち網もう打だ尽じんにするべく、そのまま館の鬼面兵をすべてターゲットロックした。

「お、おい、なんだありゃあ……!?」

　夜空一面に浮かぶ【マルチプル】による小さな魔ま法ほう陣じんに、山県のおっさんたちが目を見張る。それを見て、リーンが僕に尋ねてきた。

「またアレをやるの？」

「邪じや魔まなヤツらは排はい除じよしといた方がいいだろ。向こうに転移してから囲まれたら厄やつ介かいだし」

　空に手をかざし、魔力を集中して【マルチプル】の魔法陣全てを発動させる。

「【光よ穿うがて、輝かがやく聖せい槍そう、シャイニングジャベリン】」

　光の雨が降ふる。闇夜に映はえて美しく、まるで流星群のように。

　しかしあれだな、落ちる現場にいるとこんなにも衝しよう撃げき音おんと振しん動どうがあるとは思わなかった。

　館中のいたるところに光の槍が落ち、そこにいた鬼面兵がくずおれる。それは屋外だろうと屋内だろうとおかまいなしで、屋根を貫つらぬいて光の雨は降り注ぎ続けた。やば……そこらへん考えてなかった。

　やがて光の雨がやむと、「敵てき襲しゆうっ、敵襲だーッ！」という兵士たちの叫さけび声ごえが聞こえてきたが、同じように「敵対する武田兵」をロックオンして【パラライズ】をかましたらパッタリと静かになった。

「よし、じゃあ行きますか」

「おい……今の全部お前の仕し業わざか？」

　ゆっくりと首を回し、目をしぱしぱさせながら馬場の爺さんが口を開く。他の二人も開いた口がふさがらないようだったが、やがてなんとか声を絞しぼり出した。

「こりゃまた……とんでもないですね……」

「オイオイ、こりゃもう完助もやっちまったんじゃねえのか？」

　一応「敵対する武田兵」とまとめた検索の中には完助も入っているから、その可能性はある。が、おそらく無事だと僕は予想していた。護符で【パラライズ】が無効化できるように、魔力が高い者には効果が薄うすいのだ。

「完助は多分無事でしょうね。それならそれで直にやるまでです。さあ、決着をつけにいきましょう」

　中曲輪にいる完助のところへ【ゲート】を開く。

　光の門を抜けると、大きな屋敷の広い庭の前に隻せき眼がんの肌黒い男が立っていた。周りには倒れたまま動かない武田兵が転がっている。

　辺りは篝かがり火びで照らされ、その揺らめく影かげの中、眼帯をした隻眼の男は突とつ然ぜん現れた僕らをまっすぐに見み据すえていた。

「なるほど、誰の仕業かと思えば四天王のみなさんでしたか。いや、これは驚いた。いったいどうやったんです？」

「テメエに教える義理はねえよ。さっさとくたばりな！」

　大剣を構えて、いきなり山県のおっさんが完助目め掛がけて斬りかかっていく。ちょ、行動が早いな、あの人！　見た目のまんまか！

　武田の切り込み隊長、山県政景の一いち撃げきはそのまま完助の首を刎はね飛ばすかに見えた。しかし、横から割って入った鎧よろい武む者しやの刀にそれを阻まれてしまう。

「なっ!?」

　赤い鎧に身を包んだそいつは、獅し噛かみの兜かぶとから伸のびる真っ白い毛を振り乱して、受け止めた山県の大剣を力任せに払いのける。

　顔には赤い鬼おにの面。二メートル近い身長と、はち切れんばかりに盛り上がった筋肉。こいつ……もしかして……。

「御お屋や形かた様……」

　馬場の爺さんが漏らした絞り出すような声を聞き、やっぱりかと僕は赤い鎧武者に視線を戻す。

　あれが武田真玄。かつての武田領主。今は完助の操り人にん形ぎようか。

「完助、テメエ！　御屋形様を盾たてにする気か！」

「盾だなどと。御屋形様が私をお護まもりくだされただけのこと。しかし御屋形様の手を煩わずらわせるのは申し訳ありませんね。代わりの者を呼びましょう」

　完助の周りに魔力が集まり、庭の中央に大きな魔法陣が出現した。これは……闇属性の魔法、召しよう喚かん魔法か！

「【闇よ来たれ、我わが求むは骸がい骨こつの戦士、スケルトンウォーリアー】」

　魔法陣から右手に湾わん曲きよくした剣、左手に丸いラウンドシールドを装備した骸骨が這はい出してくる。とことんアンデッドに特化したヤツだな！

「ブレードモード」

　抜き放った剣銃ブリュンヒルドが、一瞬にして長剣へと変形する。そのまま僕は襲いかかってきたスケルトンを横よこ薙なぎに一刀両断した。

　しかし斬られたはずのスケルトンがゆっくりと動き出し、身体が再生されていく。斬ったはずの背骨がくっつき、再び立ち上がって襲ってきた。うおお!?

「【光よ来たれ、輝く連れん弾だん、ライトアロー】」

　どこからかリーンの呪じゆ文もんを唱える声がして、光の矢が目の前の骸骨に突き刺ささる。その瞬間、ガラガラとスケルトンが粉々に砕くだけ、そのまま動かなくなり二度と再生することは無かった。おお？　なんでだ？

「アンデッドは光の属性に弱いのは知ってるでしょう？　闇やみ雲くもに斬ったところで時間の無む駄だよ」

　あ、そうだった。ブリュンヒルドをガンモードに戻し、弾丸をリロードする。もちろん光魔法が付与された弾丸を、である。

　寄って来るスケルトンの頭ず蓋がい骨こつ目掛けて引き金を引く。銃じゆう声せいと共にまばゆい光を受け、頭部が木っ端微塵になった骸骨は、そのまま機能を停止した。

　横を見ると椿さんをはじめ、馬場の爺さんと内藤のおっさんも骸骨どもを次から次へと薙ぎ倒していたが、いくらやっても再生する相手にはあまり意味がなかった。

「面めん倒どうね。一気に終わらせるわ」

　リーンが魔力を解き放ち、足下に魔法陣が浮かび上がる。だんだんとそれが広がっていくと、やがて庭全体を包み込むほど大きなものになった。

「【光よ来たれ、輝きの追放、バニッシュ】」

　リーンの詠えい唱しようが終わると同時に、庭にいた全てのスケルトンが光の粒つぶと化して消しよう滅めつした。なんだこれ、すごいな。さすが魔法に長けた妖精族の長おさと言ったところか。

「くっ、光の浄じよう化か魔法ですか。やりますね。ですが」

　完助の前には彼かれを護るように赤い鎧武者が立ちはだかる。目の前にいた山県のおっさんに刀を向けて、彼を牽けん制せいしていた。

「御屋形様！　どいてくれ！」

「真玄様！　くそっ、卑ひ怯きような真ま似ねをしやがる！」

「私たちの気持ちを踏ふみにじるとは……外げ道どうめ……！」

「フフフ、無駄ですよ。御屋形様は私を護って下さる。あなたたちが大恩ある御屋形様に刃やいばを向けられないのはわかってるんですよ。つまり私には、」

　完助の言葉を遮さえぎって、バキィンッ！　と、真玄の仮面が割れる。面倒そうなんで僕が銃で撃うちました。

　糸が切れたかのようにその場に鎧武者は崩れ落ち、うつ伏ぶせに倒れた。お、やっぱり仮面を壊こわすと停止するんだな。僕は仮面を撃ち抜いたブリュンヒルドをくるっと回転させた。

「ん、な!?」

　完助が驚きの表情で、視線を倒れたままの真玄とブリュンヒルドを回す僕に交こう互ごに向けてきた。

「小僧、お前……」

「いや、僕はなんも恩義とか無いし」

「そうでしょうけど……私たちの気持ちも考えて下さいよ……」

　馬場の爺さんと内藤のおっさんが呆あきれたようなやるせないような目を向けてくるが、そんなことを言われても困る。

「フ、フフフ、なかなかやるじゃないですか。しかし、私にはまだこれがある！」

　完助が左目の眼帯を外す。そこには赤く光る眼、いや玉が埋うめ込まれていた。妖あやしく禍まが々まがしい光を放ち、鼓こ動どうを刻むように不気味に輝いている。ひょっとしてアレが「宝玉」か？

「この『不死の宝玉』がある限り、私が死ぬことはない！　たとえ首を刎はねられたとしても瞬またたく間まに再生してみせましょう！」

「その宝玉の力で鬼き面めんの兵士に不死の力を与あたえていたのね？」

「その通り。遠くに離はなれてしまうと単純な命令しか受け付けなくなるのがいささか難点ですが、持ち主に絶大な魔力と不死の力を与えてくれる素す晴ばらしい魔道具アーテイフアクトですよ！」

　リーンの問いかけに自じ慢まんするかのように答える完助。やっぱりアレが全ての元げん凶きようか。

「おらあぁあぁああぁッ！」

　山県のおっさんが気合いとともに、完助に大剣を振り下ろす。渾こん身しんの一撃が見事にヤツの右みぎ腕うでを切り落としたが、落ちた右腕はたちまち黒い霧きりとなって雲うん散さん霧む消しようし、完助の右みぎ肩かたからは新しい腕が再生していた。

「なッ……！」

「無駄ですよ！　いくら斬られようと私は何度でも再生します。この宝玉がある限りね！」

「【アポーツ】」

　魔法を発動させると、僕ぼくの手の中に丸い物体が引き寄せられる。

　つまりはその宝玉が無ければ再生しないってわけだろ？

　引き寄せた輝く赤い玉を完助に見せつけるように真上に投げ、受け止める。

「なっ!?」

　慌あわてふためいて自らの左目に手を当てる完助。当然そこには宝玉はない。よくよく考えるとあそこに埋まってたんだよな、コレ。なんか触さわるの気持ち悪くなってきた。

「きっ、貴様、いつの間に!?」

「手て癖くせが悪いのね。それも無属性魔法？」

「ああ、【アポーツ】っていって小物を引き寄せることができるんだ。こういう時は便利だよね」

　リーンが僕の手の中の宝玉を覗のぞき込んでひょいとつまみ上げると、眼を細めてそれを見つめた。眉まゆ根ねを寄せてさらに凝ぎよう視しする。ばっちいよ、それ。

「ふん、ダメねこれは。周りの負のエネルギーを取り込んで、持ち主の心を濁にごらせる呪いがかかってるわ。どこかで変な魔法使いにでも呪いをかけられたみたいね。そいつがおかしくなったのもこれが原因でしょうよ。アンデッドを操るには澄すんだ心は邪魔だから、合理的といえば合理的だけど」

「そんなことまでよくわかるなあ」

「妖精族の眼を舐なめないでよね」

　ふふん、と自慢げに薄い胸を張るリーン。さすがは妖精族の長だよな。時々忘れそうになるけど。

「アーティファクトは古代文明の魔法具。とても貴重なモノだけど、これは長い間悪意を吸って災わざわいを呼ぶ類たぐいのモノに変化しているわ。破壊した方がいいわね」

　そう言うと彼女は宝玉を握にぎった右手を壁に向かって大きく振りかぶった。

「何をする!?　やめろ！」

「嫌いやよ」

　必死になって声を上げる完助を横目に、リーンは人の悪い笑みを浮かべた。こいつ、本当に人が嫌がることをするのが好きだよな……。

　力ちから一いつ杯ぱい投げられた宝玉が壁にぶつかり、粉々に砕け散る。

「うがぁあぁあああぁああッ[image: ]」

　血を吐はくほどの絶ぜつ叫きようを上げ、完助がその場に倒れる。しばらく悶もだえ苦しんでいたが、やがて動かなくなり、倒れたその身体が徐じよ々じよにミイラのように干ひからびていく。

　最後には塵ちりとなって風に吹かれ、空へと消えていった。

『あり、が……とう……』

　最後にそんな声が聞こえたのは僕の幻げん聴ちようだったのだろうか。

「こりゃあ……どういうことだ？」

「元々山本完助という人間の身体は、すでに死んでいたということね。魔力、気力、体力、いろんなものをあの宝玉に吸い上げられていたのよ、きっと」

　完助が消え、残された服を見た山県のおっさんのつぶやきにリーンがさらりと答える。つまり宝玉が破壊されたことで、その身体が維い持じできなくなったのか。もうすでにアンデッド化していたんだな。

「あ、御屋形様が……！」

　椿さんの小さな声に振り返ると、真玄や他の鬼面兵たちの身体も、完助と同じように塵と化し、風に吹かれて夜空に消えていくところだった。これで成じよう仏ぶつできるといいが……。

　四天王と椿さんが手を合わせ死者へ祈いのりを捧ささげる。日本人だからか、僕も同じように自然と手を合わせていた。







第二章　バビロンの遺産







　あれから三日が過ぎた。

　多少のゴタゴタはあったが、なんとか武たけ田だの領地は落ち着きを取り戻し、新しい領主も決まった。なんでも武田四天王の一人で僕らに救出を依い頼らいした高こう坂さかさんが、真しん玄げん公こうの遺児を完かん助すけから匿かくまっていたらしい。

　真玄に息子むすこがいたことは完助も知っていたようだが、領主である本人を操っていたため、さして問題にしなかったのだろうか？

　今回の事件は完助が引き起こしたことに間違いないが、果たして僕らが戦ったあの完助は、本人の意志で行動していたのかいささか疑問が残る。

　あのアーティファクトに心を乗っ取られて、それでも無意識のうちに亡なき主君の遺児には手を出さないようにしていたのでは……と思ってしまうのは考え過ぎだろうか。

　なにはともあれ、その息子、武田克かつ頼よりが領主となり、四天王たちがその補ほ佐さをすることとなった。

　一応、織お田だには喧けん嘩かを売るなと伝えておいたけど。

　まあ、こちらの世界と元いた世界が何から何までシンクロしているとも限らないから、杞き憂ゆうに過ぎないかもしれないが。数年後、武田滅めつ亡ぼうの報しらせを聞くのは勘弁願いたいところだ。

　とにかく徳とく川がわ、武田の争いはひとまずの決着を見たので、僕らはそもそもの目的地である「ニルヤの遺い跡せき」へ向かうことにした。

「ニルヤの遺跡」は島しま津づ領りようの外れ、イーシェンでも一番南にあるらしい。運良く馬ば場ばの爺さんが若い頃ころに立ち寄ったことがあるらしく、記き憶おくを回収させてもらった。

　正直、ゴツい爺さんと手を繋つないで額を合わせるなんて、どんな罰ばつゲームだよと思ったが。

「では父上母上、それに兄上と綾あや音ねも。行って参ります」

「ああ、気をつけてな」

「冬とう夜やさん、娘むすめをよろしくお願いしますね」

　オエドの八や重えの実家から遺跡へ旅立つ別れの挨あい拶さつ際ぎわに、七なな重えさんに深々と頭を下げられてしまった。どう返したらいいのかわからず、同じように頭を下げてしまう。その七重さんの横では重じゆう太た郎ろうさんと綾音さんが笑って僕らを見ていた。

「今度また、ゆっくりと遊びに来ますよ。その時はベルファストの我が家へご招待しますね」

「楽しみにしているよ」

　重太郎さんと握あく手しゆを交かわし、遺跡への【ゲート】を開く。

　八重の家族に手を振りながら光の門をくぐり抜ぬけると、視界に広がったのは美しい砂すな浜はまだった。

　どこまでも広がる海と白い砂浜。遠くには岩場と小さな森が見えるだけで、あとは何もない。

　マップで確認してみると、どうやら完全にここは小さな孤こ島とうらしい。まあ、孤島と言っても、二百メートルも泳げば陸地につくが。

　エメラルドグリーンの海が太陽に輝き、キラキラと眩まぶしい光を放っている。真っ白い砂浜って、確か珊さん瑚ごとか貝かい殻がらが小さく砕けたものが多く含ふくまれているから白いんだっけか。

「わああ、綺き麗れいですねえー」

　ユミナが白い砂浜を歩きながら、目の前に広がる海に目を奪うばわれている。彼女の足下にいる琥こ珀はくは歩き辛づらそうにしているのに、その横をはしゃぎながら駆かけていくのはクマのぬいぐるみだ。本当にどうなってるんだ、あいつの【プログラム】は。

　そのご主人様はどこから取り出したのか黒い日ひ傘がさを差し、優ゆう雅がに砂浜を歩いていた。

「海なんて久しぶりねー」

「そうだね、お姉ちゃん」

　双ふた子ごの姉妹も潮風を受けながら砂浜を歩いてゆく。

　八重がそのあとに続こうとして、途と中ちゆうで草ぞう履りと足た袋びを脱いで素す足あしになった。砂が入るので煩わしくなったのだろう。

「熱っ！　あちっ！　あちちち！」

　そりゃ熱いだろ、この日差しだもの。まだ昼にはだいぶあるというのに、抜けるような青空に浮かぶギラギラと輝く太陽。それに照らされて砂浜は灼しやく熱ねつ地じ獄ごくと化しているはずだ。

　奇き妙みような踊おどりを踊るように、熱さから逃のがれるために片方ずつ足を上げながら八重は海の方へと走っていく。

　見事なまでの南国リゾート地と言ったところだが、どこにその遺跡とやらがあるのか皆かい目もく見当もつかない。

　そういや重じゆう兵べ衛えさんが「海の底」とか言ってたな。まさか本当に海底遺跡だってのか？

　マップ検索で「遺跡」を検索してみる。と、ヒットした。

　え、マジですか……本当に海の底じゃん。

　この先百メートルほど沖おきにあるみたいだけど、何も見えないよな……。潜もぐらないと見えないのか？

「リーン。水の中で活動できるような魔法ってないのか？」

「水の上を渡わたる魔法とかならあるけどね。確か無属性魔法で水中でも呼吸できる魔法ってのを聞いたことはあるけど、興味無かったので覚えてないわ」

　そこが一番大事なところだろ……。

　とりあえず、海に潜って遺跡を確認してみるか？　水着でもあれば着き替がえるところだが、この世界にそんなもの無いしな。パンツ一丁で潜るのはいささか恥はずかしいぞ。

　波なみ打うち際ぎわまで歩いていくと、エルゼ、リンゼ、八重、ユミナの四人全員が裸足はだしになり、寄せては返す波と戯たわむれていた。水みず飛沫しぶきを上げて、はしゃぎながら楽しんでいるようだ。

「冷たくて気持ちいいわねー。これで水着があれば泳ぐんだけどなあ」

「………ちょい待ち。あんの？　水着？」

　エルゼが漏らした一言に思わずフリーズしかけた。てっきりこっちの世界には無いものと思ってたんだが。

「？　店に行けば売ってる、かと。最近では地方によって、いろんなタイプの水着が売り出されているとか、聞きますよ？」

　リンゼが僕の疑問に答える。そうか……普ふ通つうにあるのか、水着。

「じゃあせっかく海に来てるんだし、この状況を楽しまないわけにはいかないよなあ」

　衣類関係といったらあそこしかないということで、僕らはリフレットのザナックさんの店に転移した。

　久しぶりの再会の挨拶もそこそこに話を持ちかけると、ちょうどこれから暑くなる時期で水着の需じゆ要ようが増えるらしく大量に入にゆう荷かしたらしい。なんていいタイミングだ。

　リフレットの近くには海が無いのに水着の需要ってあるのか？　そう疑問に思った僕が尋たずねると、川で使う者もいれば半日かければ湖があるのでそこで使う者もいるそうだ。あと、金持ちはプールを持っている者もいるとか。

　とりあえず女じよ性せい陣じんの水着選びが時間がかかりそうなので、あとで迎むかえにくることを告げて、一いつ旦たん家へと帰る。みんなで楽しもうってのに、仲間外れは可か哀わい相そうだからな。










「海、ですか？」

「わあ～、いいですねえ～」

「セシル姉ちゃん、海ってなんだ？」

　ウチのメイドさんたちに僕が話を切り出すと、三者三様の反応が返ってきた。まあ、参加するのに異論はないようなのでラピスさん、セシルさん、レネを【ゲート】でザナックさんの店へ放り込む。

　それから厨ちゆう房ぼうからクレアさんを、庭からフリオさんを引っ張ってきてこれまた放り込む。

　さすがに家の警備を放り出すわけにはいかないので、トムさんとハックさんは連れて行くわけにはいかないか。今度なんかで埋め合わせしよう。

　ライムさんは泳がないとのことなので、そのまま彼を連れて今度はオルトリンデ公こう爵しや家くけへ転移する。あとで誘さそわなかったとわかったらうるさいからな。










「イーシェンの海か！　いいね！　行こう！」

「父上！　誘われたのはわらわじゃぞ！」

　だから、この国は暇ひまなのか？　なんで公爵殿でん下かが一番海に行きたがるんだよ……。公爵親娘がはしゃぎ出すその横で、奥さんのエレンさんはにこにこと笑っている。

　とりあえずこの三人と公爵家の執しつ事じ・レイムさんを【ゲート】でザナックさんの店へと送ろうとしたら、公爵殿下がとんでもないことを言い出した。

「兄上たちも誘おう」と。










「ほほう、イーシェンの海にな。アルのやつ、気がきくじゃないか」

「久しぶりに潮風に当たってみたいですわね」

「……政務とか忙いそがしくないんですか？」

　ノリノリの国王陛下とユエル王おう妃ひに一応聞いてみる。

「今日は午後からの予定がポッカリ空いてな。久しぶりにアルを呼んで将しよう棋ぎでも指そうと思っていたのだ。だから問題はないぞ」

　タイミングがいいのか悪いのか。とりあえずそのままの格好だと目立ちすぎるので二人とも地味な服に着替えてもらう。あんな王おう冠かんつけた格好を見たらザナックさんがひっくり返るぞ。

　その間にレオン将軍のところへ行き、王様の警護をできる者をつけてもらおうと思ったら将軍本人が行くと言い出した。え、マジで？

「陛下のバカンスに儂わしがついて行かんでどうする！　ついでに儂も楽しむがな！」

　そう言って大声でバンバンと背中を叩たたいてくる。だから痛いって！

　ちなみにシャルロッテさんも誘ったが、リーンもいるとわかったとたんに拒きよ否ひされた。そんなに苦手なのか……。

　地味な服に（それでも値段は高そうに見えたが）着替え終えた王様たちを連れて、ザナックさんの店へと【ゲート】で戻る。うお、けっこうな人数になってるな。

　あれ？　なんで「銀月」のミカさんと「パレント」のアエルさんまでいるの？

「久しぶりー。元気だった？」

「エルゼちゃんに誘われたの。海に行くから一いつ緒しよにどうだって」

　エルゼが誘ったのか。まあ、いいけど。水着を買った人たちからビーチへ転移してもらおう。もう面倒なんで【ゲート】を固定しといた。

　砂浜に【ストレージ】から取り出した鉄と敷しき布ふを使い、【モデリング】を使用して、鉄パイプ製の簡易な着替え用のテントを作る。

　女じよ性せい陣じんのは大きく、男性陣のは小さくていいだろ。さっそくエルゼたちが水着に着替えようと入っていって、僕はしっしっ、と追いやられた。犬扱あつかいすんな。

　あと、くつろぐためのパラソルやビーチチェアを何点か、それとかなり大きめのサンシェードを作っておく。熱ねつ中ちゆう症しようになったら大変だからな。ついでにゴムを使ってビーチボールとか浮うき輪わもいくつか作っておくか。

　水着を買い終えた人たちが次々とビーチへやってくる。にしても多いよな……。

　えーっと、僕、エルゼ、リンゼ、八重、ユミナ、リーン、ラピスさん、セシルさん、レネ、クレアさん、フリオさん、ライムさん、公爵、エレンさん、スゥ、レイムさん、国王陛下、ユエル王妃、レオン将軍、追加でミカさんとアエルさん。（と他二匹ひき）…………二十一人かよ。しかも三分の一近くが王族って。男性陣が三分の一ってのもアレだが。

　さて、ライムさんとレイムさん以外、全員水着を買ってこちらに渡ったみたいなので、【ゲート】を閉じ……って自分のを買ってないじゃんか……。

　とりあえず適当にフリーサイズでトランクス型の水着を選ぶ。色は黒。

　これ、ナイロンとかポリエステルじゃないよな？　似てるけど……。伸しん縮しゆく性せいもいいし、撥はつ水すい加工とかもしてるのかな。ザナックさんに聞くと、素材は水辺に棲すむアクアバタフライとかいう虫の繭まゆから取れる糸で作られているんだそうだ。高級な傘かさなどにも使われるらしい。

　とりあえずザナックさんに礼を言って、ベルファストの自宅のリビングへと【ゲート】を繋ぎ直し固定しておく。トイレとか困るだろうからね。

　食事も……うん、バーベキューにするか。あとで鉄板と炭火を用意しよう。肉と野菜は貯蔵庫にけっこうあったはずだ。となると飲み物も欲ほしいよな。魔法で氷の器を作って、果か汁じゆう水すいとか冷やしておくか。

　他は……。おや？　……さっきからなんか僕だけが働いているように感じるのだが、気のせいだろうか。気のせいじゃないよな、僕しか働いていない。

　おのれ、僕もめいいっぱい遊ばなければ！

　あれ？　そもそもの目的はなんだっけ？
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　とりあえず水着に着替えて、砂浜で準備体操をする。と、いってもどんな体操をしたらいいかわからないので、おなじみのラジオ体操だ。

　海に向かって、いっちにーさんしー、にいにっさんしー、とやっていると唐とう突とつに後ろから声をかけられた。

「なんの踊りをしてるのよ」

　振り向くと水着に着替えたエルゼが立っていた。その姉の後ろにはリンゼもいる。

　二人ともお揃そろいのビキニであったが、エルゼの方は赤の上下に白のボーダーが入ったもの、リンゼの方は青の上下に白のボーダーが入ったものと対照的な色いろ違ちがいであった。下はサイドを紐ひもで留めるローライズである。

　リンゼの方は恥ずかしいのか、上にパステルブルーの長めのパーカーを羽織っている。言うまでもないが二人ともスタイルが良く、正直、目のやり場に困る。それでも妹さんの方が大きいのは確認しましたが。

「踊りじゃないよ、準備体操。いきなり海に入って足でもつったら大変だろ？」

「なるほどね。ま、そういうことにしときましょ」

　そういうことじゃなくてそうなんだよ。僕が睨にらむ前でエルゼが軽く手首足首を回し、脚あしの腱けんを伸ばしたり腰を回してから、たたたっと、海の中へ入っていった。

「お、エルゼ殿どのが一番乗りでござるか。では拙せつ者しやも」

　いつの間にか横に来ていた八重が楽しそうに笑う。八重はホルターネックとサイドを紐で結んだ薄うす紫むらさきのビキニを着ていた。ちょっと頭の隅にサラシと赤フンドシとかいう考えがあったのは秘密だ。よく考えたらあれは下着姿になるわけだから、ありえないし。

　しかしあらためて見ると、その……でかい。いつもはサラシで押おさえているからか、通常時とのギャップが僕を戸と惑まどわせる。

　そんな僕を気にも留めずに、八重も海へと向かって走っていった。

「リンゼは泳がないの？」

「あ、わ、私はあまり泳ぎは得意ではないので……日ひ陰かげで休んでます」

　そう言ってリンゼはサンシェードの下へと入っていった。んー、リンゼは身体が丈じよう夫ぶじゃないような感じがするから、熱中症とか気をつけて欲しいな。

「冬夜！」

「冬夜兄ちゃん！」

　お、今度は小さいお嬢じようさんたちのご登場か。

　スゥは胸にひらひらとしたフリル付きの黄色いワンピース、レネの方は赤地に白ドット模様のワンピースで、腰にスカートのようなフリルがついている。

　単純に可愛かわいい。ドギマギすることもなく、安心して相手にできる。スゥは浮き輪、レネはビーチボールを持っていた。

「あまり沖に行かないようにするんだぞ。ここは遠浅だけどみんなから離れないようにな」

「わかっておる。大丈夫じゃ。行くぞ、レネ！」

「うん、スゥ姉ちゃん！」

　レネの手を引いて、スゥが波打ち際へ駆けていく。ずいぶん仲良くなったんだな。レネの方が小さいから、スゥがお姉さん風を吹ふかせている感じだけど。

「仲がいいですねえ～」

「うわっ!?」

　突然かけられたセシルさんの声に、思わず後ずさってしまった。気配を殺して後ろから近づくのやめてくれませんかね！　職業病か！

　セシルさんはエメラルドグリーンのビキニに、腰には同じ色のパレオを巻いていた。それ自体は普通の水着でなにも際きわどいところなどない。

　ただ……その、八重をも超こえるボリュームが僕の視線を泳がせる。前から大きいなとは思ってましたが、あれは〈巨〉を超えて〈爆〉じゃないでしょうか。さすが歳とし上うえ、大人の魅み力りよく（？）満まん載さいです……。

「スゥ様～、レネちゃん～。私もまぜて～」

　目の前をセシルさんが駆けていく。……たゆんたゆん。……たゆんたゆん。大事なことなので二回言いました。

「大きいと……浮くってホントかな……」

「なにがですか？」

「ひゃわあぁあ!?」

　後ろにはラピスさんが不思議そうな顔で立っていた。またかよ！　だから気配を殺すなっての！

「なにが浮くんです？」

「ふえっ!?　あ、ああ、浮き輪がね！　ちゃんと浮いてるかなってね!?」

「……大丈夫みたいですけど」

「だね！」

　海ではしゃぐスゥたちを眺ながめるラピスさんは、紺こんのチューブトップとショートパンツという水着姿だった。手にはなぜか銀ぎん盆ぼんを持っている。

「なにそれ？」

「一応仕事をしませんと。奥おく様さま方がたにお飲物を」

　ラピスさんが目で指し示す方には、パラソルの下、ビーチチェアでくつろぐ王妃様と公爵夫人がいた。二人の間のテーブルにはラピスさんが持っていったと思われるトロピカルドリンクが置かれている。

「ラピスさんも遊べばいいのに」

「ちゃんとセシルと交代で楽しみますのでご心配なく」

　微笑ほほえみながら屋や敷しきへと繋がる【ゲート】へ歩いていくラピスさん。はー、メイドの鑑かがみだね。さすがメイドギルド所属なだけはあるってことかな。

　ん？

　なにか騒さわがしいと思ったら岩場のところから国王陛下が海へと飛び込んでいた。ちょ、大丈夫なのか!?　……あ、浮かんできた。どうやらあそこは深いらしいな。続けて公爵殿下とレオン将軍も飛び込む。そしてみんなして競泳……なにやってんだ、あのおっさんたちは……。はしゃぎ過ぎだろ。

「冬夜さん」

　王様たちを呆れた目で見ていた僕の前に、ユミナがやってきた。胸と腰にフリルのついた、可愛い白いビキニがよく似合っている。その場でくるりと回り、彼かの女じよは僕に視線を向けてきた。

「どうですか？」

「よく似合ってるよ。可愛い」

「えへへ。ありがとうございます」

　ユミナだとさらりと褒ほめ言こと葉ばが出るのは、彼女をまだ子供だと思っているからだろうか。確かにまだ他の女の子みたいにドギマギすることもないし。まだまだユミナに攻こう略りやくされることはなさそうだ。

「冬夜さん、一緒にあっちで泳ぎませんか？」

　ユミナが僕の腕にぎゅっと抱だきついてくる。あのっ、当たって、ます、けど。わざとなのか無意識なのか、判断に困る。気がつかなかったけど……歳相応に、それなりに成長しているんですね……。

　柔やわらかい感かん触しよくに思わず赤面しそうに……ってドギマギしてるじゃん、僕！　なにがまだまだ攻略されることはなさそうだ、だよ！　もう危ないわ！

「や、一応遺跡を調べないとね。それが終わったら付き合うよ」

　やんわりとユミナの拘こう束そくを外し、そう約束する。少し不満そうだったものの、なんとかわかってもらえたようだ。

「じゃあ終わったら必ず来て下さいね」

　ユミナはそう言って笑え顔がおを残し、スゥたちの方へと砂浜を駆けていく。

　危なかった……。防ぼう壁へきがヤバイことになってるな。いや、なにもマズいことはないんだが。……ないのか？

　ユミナは可愛い。それは間ま違ちがいない。好きか嫌きらいかで言えば好きだ。でも恋れん愛あい対象かと言われるとよくわからない。

　んー、もしもユミナに好きな男ができたとして……、そいつと結けつ婚こんするとか言われたとしたら………アレ？　なんか……イラッとする。

　モヤモヤッとするな。なんだか嫌な感じ。……これって嫉しつ妬と、なんだろうか……。いや、妹のような大切な子を、どこの馬の骨ともわからんヤツに任せられるかという、父性本能（？）……だと、思う。きっと。たぶん。

「なにを難しい顔をしてるのかしら？」

「へ？」

　振ふり向くとアダルティな黒に白のレースをあしらったビキニに身を包みながらも、なぜか黒い日傘を差しているリーンがいた。

　日に焼けるのが嫌なら水着に着替えなきゃいいのに、とも思ったが、なんかツッコんだら負けな気がする。しかし、その幼児体形でサイド部を紐で結んだ大だい胆たんなローライズの水着ってのはどうなのか。

　それよりも気になるのは、大正時代のような赤と白のボーダー水着を着込み、準備体操をしているそこのクマのぬいぐるみなんだが。

「まさか泳ぐのか？　ポーラ？」

　あたぼうよぉ！　と言うように、ポーラは胸を叩いた。大だい丈じよう夫ぶなのか？　という目をリーンに向けると、彼女はふふんと鼻を鳴らした。

「伊だ達てに【プロテクション】をかけてないわよ。防水だってバッチリなんだから」

　すごいな【プロテクション】。あとで僕もスマホにかけておこう。あ、琥珀はスマホの置いてある荷物用のテントの中でお休み中だ。

「じゃあ、とりあえず潜ってみるか」

　僕が海へ向かって歩き出すと、ひょこひょことポーラもついてくる。ホントに大丈夫なんかな……。

　ポーラは海に入ると波打ち際でひっくり返り、砂すな浜はまへ転がりながら押し戻もどされていった。立ち上がり、また海へと駆けていく。そしてまた波に押し戻され、転がりながら砂浜へ……無限ループか。

　とりあえずアレはほっとくことにして、僕は沖へと歩き出した。やがて足がつかなくなると、そのまま平泳ぎで進んでいく。

　確かこの辺だったよな……。大きく息を吸い、一気に潜もぐる。

　透とう明めい度どの高い海はその眼下に広がるものを僕にハッキリと見せてくれた。

　これは確かに遺跡だ。様々な巨きよ石せき群ぐんがまるでストーンサークルのように並び、その中央には神しん殿でんのような小さな建物がある。さらに潜り、その建物の入口を覗くと、地下へ続く石の階段があった。

　先が暗くてわからないが、かなり長い階段じゃないだろうか。そこで息が続かなくなったので、一旦海面へと戻る。

　ぷはっ、と息を吐き、今度は大きく酸素を取り込んで、もう一度潜っていく。今度は一気に石の階段を泳いで下っていくが、苦しくなり途中で引き返した。

　無理！　とてもじゃないが、息が続くわけがない。僕ではせいぜい一分が限度だ。

　あの階段の先にはなにがあるんだろう。確かめたいが、今の時点ではこれが限界だ。あまり成果は得られなかったが、これ以上なにもできないので浜に戻ることにした。

　砂浜に戻ってくると、波と対たい峙じして「なかなかやるじゃねえか……」と口元の血を（むろんそんなものは出てない）手で拭ぬぐうような動きをするポーラがいた。まだやってたんかい。

　リーンに見てきたことを伝え、砂浜に横になる。

「完全に海の底ってわけね……。さて、どうしましょうかね……マリオンでも連れて来るしかないかしら」

「マリオン？」

「水すい棲せい族ぞくの長おさよ。私の友とも達だち。あの子なら水中でも活動できるから平気だと思うけど……あの子、人前に出たがらないのよね……」

　うーん、と腕を組み、考え込むリーン。

　水棲族なら別にその子じゃなくてもいいんじゃないかと思ったが、人前に出たがらない、というか、陸地の者にあまり干かん渉しようしない、というのが水棲族の方針らしく、他の者でも連れて来るのは難しいとのことだった。

「そんなんでよくミスミド建国に協力する気になったな」

「そこは私の交こう渉しよう術じゆつでね。悪い子じゃないし、百年友達やってると、相手の考えも読めるようになるわよ」

　百年とか……リーンの話はスケールがデカ過ぎていまいちピンとこないんだよな。

「ま、今日はこれぐらいにしときましょう。あとは遊んできたらいいわ。あんまり貴方あなたを独どく占せんしてるとみんなから恨うらまれそうだしね」

　そう言い残し、リーンはポーラのもとへ行ってしまった。みんなって？

　と、どこからともなく肉の焼けるいい匂においがしてきた。立ち上がり風上の方を見る。そこには設置された大きな鉄板の前で、オレンジのビキニにエプロンをしたミカさんと、同じく白黒ボーダーのビキニにエプロンをしたクレアさんが腕を奮っていた。どっちも料理人だから仲良くなったみたいだな。

　その横では花はな柄がらのワンピースを着たアエルさんが、金属製の容器をリンゼに凍こおらせてもらっていた。あれはアイスクリームかな。食後のデザートか。

　屋敷に繋がったままの【ゲート】からは、クレアさんの旦だん那なさんであるフリオさんが食材を次々と運びこんでいた。いつものように麦わら帽ぼう子しは常備らしい。

　僕もなにか手伝おうとみんなの方へ歩き出したが、その途中にいる人物たちに気付いて思わずジト目を向けた。

「……なにやってるんです？」

　そこにはこの暑い中、真っ黒い礼服に白い手てぶ袋くろをしてオペラグラスを覗き込む執事が二人。

「スゥ様の安全を監かん視ししております」

「同じく姫ひめ様さまの安全を監視しております」

　いや、過保護すぎない？　なんだこの兄弟。っていうか、レイムさんの主人は公爵殿下だし、ライムさんの主人は僕でしょ。僕らの安全は無視かい。

　まあ、言ってもしょうがなさそうだったので、放置して空腹を満たすために僕は歩き出した。

　お腹なか減ったー。








◇　◇　◇









「さて、どうしたものかね」

　昨日はみんなではしゃぎ過ぎたため、今日はちゃんと遺跡の調査をしなければ。と、言ったところでどうしたらいいのか見当もつかないな。

「水の中で呼吸することのできる……あるいは水をよせつけない魔法とかあればなあ」

「遺跡の周りを高い壁かべで囲って、水を全て吸い出す……とか」

　エルゼがそう提案してくるが、どれだけ吸い出せばいいんだ、それ。

「あの、ちょっと思いついたんです、けど……」

　おずおずとリンゼが手を挙げて発言する。おや、珍めずらしい。あまり意見を述べたりしないリンゼの言葉だ。なにかいい考えが浮かんだに違ちがいない。

「なになに。なんかいいアイディアがあるなら言ってみてよ」

「いえ、アイディアとかじゃないんです、けど。冬夜さんの【ロングセンス】で、視覚を飛ばしてみたらどうかな、と……」

「……………」

　……その手があったか。くっ、なぜ気づかなかった。間ま抜ぬけもいいところじゃないか。無言でリンゼにサムズアップしてから【ロングセンス】を発動させる。

　さっそく視覚を海の中へ飛ばし、遺跡の入口から中へと進める。むむむ……これは……。

「どう？　なんかわかった？」

「……暗くてわかんない……」

「なにやってるのよ、もう！」

　エルゼに突っ込まれ、慌てて【ライト】を飛ばす。

　光球が海中に潜ったら消えるんじゃないかと思ったが、そんなことはなかった。まあ、火属性じゃないしな。

　やがて飛ばした視覚の周りが明るくなり始めた。光球と一緒に視覚を移動させ、階段を進んでいく。

　しばらく下っていくと、大きな広間に出た。中央に魔ま法ほう陣じんが描えがかれた段があり、それを取り囲むように六つの台が並んでいる。台にはそれぞれ魔石が埋うめ込まれており、赤、青、茶、緑、黄、紫と、無属性を除いた六属性の色が輝かがやいていた。

　それ以外はなにもなく、特に変わったところはない。宝箱などもないし、碑ひ文ぶんとか、そういったものもない。これだけか？

　視覚を戻し、見たままをリーンに伝える。妖よう精せい族ぞくの長はしばらく腕うでを組んで考え込んでいたが、やがて口を開いた。

「おそらく転送陣ね、それは」

「転送陣？」

「たぶん六つの属性を起動させると、中央の魔法陣がどこかへ転送するのよ。貴方の【ゲート】のようにね」

　ふむ。移動用の転送装置というわけか。ひょっとしたら昔はここまで水位がなく、頻ひん繁ぱんに使われていたのかもしれないな。それが時の流れと共に水すい没ぼつし、誰だれも使用しなくなった、とか。

「なんとか起動させたいところだけど……。どのみちそこまでいく方法がなければどうしようもないのかしら。やはり水中でも呼吸できる無属性魔法を見つけるしか……」

『主よ』

　さらに考え込んでしまったリーンをよそに、ユミナに抱かかえ上あげられていた琥珀が声をかけてきた。

「なに？　琥珀」

『主たちの悩なやみを解決できる者に、ひとつ心当たりが』










　砂浜から離はなれ、岩場の近くの地面にリーンの魔法によって大きな魔法陣が描かれた。

「通常、召しよう喚かん魔法は特定の相手を呼び出すなんてことはできないのよ？」

『主の魔力に私の霊れい力りよくを混ぜます。その状態で呼びかければ、奴やつらは必ず反応し、呼び出しに応じるでしょう』

　琥珀はリーンの言葉をさらりと受け流した。そんな方法で呼べるのか。裏うら技わざ的てきなことなのかな。

「にしても、『玄げん帝てい』を呼び出すって……。その子が『白びやく帝てい』ってだけでも驚おどろいたけど、さらにもう一匹とかありえないわよ」

「まあまあ、冬夜殿のそういったことを気にしたら負けでござるよ」

　まだぶつぶつ言っているリーンを八重がなだめ、魔法陣から退去させる。

『呼び出すことはできると思いますが、奴らがなにを契けい約やくの条件に求めてくるかわかりません。気き性しようの荒あらい奴らではないのですが、ちょっと変わっていますから……』

「あのさ、さっきから『奴ら』って言ってるけれども、一匹じゃないの？」

『なんと言いますか、奴らは二匹で「玄帝」なのです。まあ、呼び出してみれば分かります』

　まあ、それもそうか。とりあえずやってみよう。

　魔法陣の前に立ち、闇やみ属ぞく性せいの魔力を集中していく。

　魔法陣の中心に黒い霧きりが漂ただよい始め、やがてその霧がだんだんと濃こくなってきた。そこへ傍かたわらにいた琥珀が自分の魔力を霧に混ぜていく。正確に言うと琥珀のは霊力と言うらしいが、細かいことは気にしないことにしよう。

「冬と水、北方と高山を司つかさどる者よ。我わが声に応こたえよ。我の求めに応じ、その姿をここに現せ」

　充じゆう満まんしていた霧から、突とつ如じよ、莫ばく大だいな魔力が生まれた。いや、これも霊力って言うのかな。琥珀のときのような、ビリビリとした魔力（霊力？）の波動を感じる。

　霧が晴れるとそこには巨きよ大だいな亀かめがいた。大きさは四メートル近くもある。陸亀だ。足がちゃんと四本ある。しかし、亀と言ってもどちらかと言うと怪かい獣じゆうじみた亀だ。甲こう羅らからジェットを噴ふき出し空を飛ぶ、映画で見たような怪獣に似ている。あいにくとこちらには大きな牙きばはなかったし、顔付きもそれほど険しくはなかったが。

　そしてその怪獣にはさらに黒い大だい蛇じやが巻きついていた。こちらも大きい。アナコンダより大きいか？　黒くろ真しん珠じゆのように輝く鱗うろこと黄金の瞳ひとみ。その眼が僕ぼくと琥珀の方に向けられた。

『あっらぁ？　やっぱり白帝じゃないのよぅ。久しぶりぃ、元気してた？』

『久しぶりだな、玄帝』

『ん、もう、「玄ちゃん」でいいって言ってるのにぃ、い・け・ず』

　軽いなー。なんだこの蛇へび。ずいぶんと砕くだけたしゃべりをする奴だな。だけどなんだか声が野太い。ニューハーフみたいな……。

『それでそちらのお兄さんはぁ？』

『我が主、望もち月づき冬夜様だ』

『主じゃと？』

　ギョロッと亀の方がこちらを見た。まるで値ね踏ぶみするような視線を向けてくる。その容よう貌ぼうから厳いかついおっさんか爺じいさんの声を想像していたが、意外や意外、聞こえてきたのはさっきの蛇の声よりさらに女性的な声だった。若じやつ干かんキツめの印象はあったが。

『このような人間が主とは……落ちたものだな、白帝よ』

『なんとでも言うがいい。じき、お前たちの主にもなられるお方だ』

『戯ざれ言ごとを！』

　涼すずしい顔をして亀の挑ちよう発はつを受け流す琥珀。亀は怒いかりの眼で、蛇は好こう奇きの眼で僕を見る。なんか面めん倒どうだなー。

『よかろう、冬夜とやら。お前が我らと契約するに値するか、試ためさせてもらう』

「いいけど、何すんのさ？」

『我らと戦え。日にち没ぼつまでお前が五体満足で立っていられたなら、力を認め契約をしようではないか。しかし、魔法陣から出たり、気を失ったり、我らを攻こう撃げきすることができなくなれば契約は無しじゃ』

　倒たおしたら僕の勝ち、とは言わないんだな。負けるはずがないと思っているのか。琥珀に聞いた話だと防ぼう御ぎよに優すぐれた奴ららしいから、それだけ自信があるんだろう。

「日没まで立っていられたらいいんだな？」

『そうだ。逃にげまくってもよい。日没まで逃げ続けることができればのう』

　馬ば鹿かにしたような嗤わらいを乗せて亀がそう返す。あ、ちょっとムカついたぞ。

　魔法陣の大きさは直径二十五メートルぐらい。逃げ続けることができなくもない広さだ。今がだいたいお昼前だから日没まで六～七時間か？　逃げ続けるのも限界があるだろうな。

　ま、向こうはそれを狙ねらっているんだろうが。あいにくとそうはいかない。

「わかった。じゃあやろうか」

「と、冬夜さん、大丈夫なんですか？」

　ユミナが心配してだろうか、不安そうな声を出して僕を見上げる。優やさしいな。安心させるようにその金色の頭を撫なでた。なにも心配はいらない。

「大丈夫。まあ、なんとかなるだろ」

　そう言い残し、魔法陣の中へと入る。亀はまだ嗤っていたが、ま、好きにするといいさ。

『意外と落ち着いているのねぇ』

『その度胸だけは褒めてやろうかの。では参るぞ！』

　亀が戦いの開始を告げるように、ゴガァァアァアァ！　と咆ほう哮こうをあげる。やっぱり怪獣だろ、こいつ。

　ま、戦いは先手必勝。

「【スリップ】」

『『ふぎゃっ!?』』

　ドズーン！　と地じ響ひびきを立てて蛇と亀が転てん倒とうする。あの巨きよ体たいだ、けっこうダメージあるんじゃないかな。

　僕はスリップの効果が持続しているうちに、腰こしのウエストポーチから一発の弾だん丸がんを取り出し、それに魔法をかけ始めた。

「【エンチャント：スリップ】」

　そのまま今度は別の魔法を発動、弾丸に仕し掛かけを施ほどこしていく。

「【プログラム開始／

発動条件：スリップの効果が消しよう滅めつ時じ／

発動魔法：スリップ／

停止条件：術師の解除命令／

プログラム終しゆう了りよう】」

　よし、と。

『くっ！』

　立ち上がろうとする亀の足あし下もとの地面に、出来上がったその弾丸を撃うち込む。

『『うぎょっ!?』』

　ズズーン！　とまた地響きを立てて亀が転倒する。何回も何回も、亀が立ち上がろうとするたびに、盛大にその音が鳴なり響ひびき、辺りの地面が揺ゆれまくった。

「貴方……鬼おになの？」

　呆あきれたように僕へジト目を向けてくるリーン。その足下では琥珀が笑いながら地面を転がりまくっていた。ツボに入ったらしい。ポーラまで腹を抱えて転がりまくっている。お前本当にどれだけ【プログラム】されているんだよ……。これが二百年の結けつ晶しようか。

「【スリップ】の効果が切れるのをスイッチとして、別の【スリップ】が発動。その【スリップ】が切れるとまた【スリップ】が……永久にループじゃないのよ。普通ならすぐ魔力が切れておしまいのはずよ？」

　実は昨日、ポーラが波打ち際でループしているのを見て思いついたのだが、けっこううまくいった。魔力の方は回復率の方が消費率より上回っているから、なにも問題はない。

「あとは日没までここで待っていようか。確かお弁当持ってきてたよね、リンゼ」

「あ、はい。持ってきてます、けど」

　リンゼがいいのかな？　という顔をして転び続ける「玄帝」の方を見る。なにもルールを破ってはいませんよ？

「なんと言うか……哀あわれでござるなあ……」

「冬夜のそういうところは今までもいろいろ見てきたから今いま更さらだけど、もうちょっと相手のことも考えてあげた方がいいと思うわ。……空気読め」

　なんだか評判悪いな。でも、勝負は勝負だし、ルールも破ってないし、安全に勝てるならそれが一番だと思うんだが。




『『うぐうっ！』』

　ドズーン！




　お弁当を広げ、クレアさん特製のサンドイッチを頬ほお張ばる。うん、美う味まい。ハムとチーズが最高だね。




『『ふぎゅっ！』』

　ズズーン！




　こっちの野菜サラダも美お味いしいな。ドレッシングがまた絶品だ。




『『ぶぎゅる！』』

　ズテーン！




「もー、いちいち地面が揺れるの、うっとうしいな」

「「「「「ひどっ！」」」」」




　そお？




『舐なめ、てんじゃ、ねぇぞ、ゴラァァアァア！』

　転がり続けていた黒蛇が雄お叫たけびを上げる。さっきと口調が違うじゃんか。やっぱあいつオカマキャラか？

　パカッと開いた口から水弾が放たれる。転倒しながらだったので、まったく見けん当とう違ちがいな方向に飛んでいき、魔法陣の障しよう壁へきにぶち当たった。

　危ないなー。僕以外はみんな魔法陣の外だから安全だけど、あれが当たったらマズいかな。

　転倒する時のわずかな滞たい空くう時じ間かんを狙って、今度は亀が大きな口を開いた。

『喰くらうがよいわ！』

　圧縮された水がレーザーのように飛んでいく。まあこれもあさっての方向に飛んでいったが。

　今のはリンゼの【アクアカッター】と同じようなやつか。厄やつ介かいだな。

【スリップ】は一ミリでも動いたらコケるので、一度コケた以上、絶対に静止することはない。狙って撃つことは難しいとは思うけど、絶対当たらないとも言えないか。

「仕方ない。もうちょっと転んでもらうか」

『『え!?』』

　ポーチからまた弾丸を二発取り出し、【エンチャント】をかけて銃じゆうに装そう填てん、今度は地面にではなく、蛇と亀の二匹に直接撃ち込む。

『ぬぉおおおおぉおうぅうぅっ!?』

『うにゃえあぁあぁああっあっ!?』

　二匹ともさっきより勢いよく転び始め、遠えん距きよ離り攻撃をする余よ裕ゆうがなくなったようだ。まるで洗せん濯たく機きの中に放り込まれたようにぐるぐると、コケてコケてコケてコケてコケまくっている。

「ちょ、いったいなにをしたのよ!?」

「ん？　加速魔法を撃ち込んだだけだけど」

「「「「「鬼か」」」」」

　無属性魔法【アクセル】。術者の身体速度を上げる魔法だが、こうすれば他人に与あたえることもできるな。本来ならば魔法障壁も展開するんだが、きっちりと無発動にしときました。あれ、なんでみんなそんな目で見るのさ？

　笑い転げていた琥珀まで、引きつった笑えみを浮かべるのみになっていた。

　……ちょっとやり過ぎた……かもしれない。










『うおう……うおええう……まわ、回ってるわぁ、世界が回ってるわぁ……』

『ゆる、許してくださいぃ……もお転ぶの嫌いやあぁ……滑すべりたくなひぃ……』

　やり過ぎた。黒蛇は白目を剥むいて首をぐらんぐらんさせてるし、亀はさっきから泣きっぱなしだ。産さん卵らんでもするんじゃなかろうな。

「あー、なんかゴメン。やり過ぎた。謝あやまるから」

　背後から刺ささるみんなの視線が痛い。一応負けを認めて、契約してくれるって言うから【スリップ】を解除したけど、そのあとなだめるのに苦労した。

『ああ、酷ひどい目にあったわぁ……。白帝が主と認めたってのも納なつ得とくねぇ……』

　そうつぶやきながらも、まだ蛇はフラフラと頭を揺らしている。亀の方はやっと涙なみだを流すのをやめ、じっと僕の方に視線を向けた。その亀の頭を撫でて、ごめんな、ともう一度謝った。亀が目を伏ふせ、身を低くする。

『望月冬夜様。我が主にふさわしきお方よ。どうか我らと主従の契約を』

　そう言って亀と蛇、二匹が深々と頭を下げてきた。

「えーっと、確か名前を付けるんだっけ？」

『そうよぉ。素す敵てきな名前を下さいな、ご主人様』

『こやつらなど「蛇」と「亀」で充じゆう分ぶんです』

『おめぇは黙だまってろや！　やんのか、ああ!?』

　琥珀の提案に牙を剥いて威い嚇かくする蛇。素すが出てる、素が出てる。

　っていうか、僕も心の中で「蛇」と「亀」だったな。危ない危ない。蛇子とか亀子ではマズいんだろうなぁ……。

　玄武……黒とか水ね。

「じゃあ『黒こく曜よう』と『珊さん瑚ご』でいいか」

『コクヨウ？』

『サンゴ？』

　琥珀も宝石の名前だし、似通ってていいだろ。黒とか水を連想するし。蛇が『黒曜』、亀が『珊瑚』。

「どうかな？」

『喜んで「黒曜」の名前をいただきますわぁ』

『ではわらわもこれからは「珊瑚」と名乗らせていただきます。よしなに』

　気に入ってもらえて良かった。名前を付けた召しよう喚かん獣じゆうは魔法陣から出ることができる。のっそりと珊瑚は魔法陣の結界から出てきた。

『ちょっと待て、玄帝……いや珊瑚と黒曜か。我らは主の魔力にて常に顕けん現げんすることができる。だが、その姿では主に迷めい惑わくがかかるのだ。姿を変えろ』

『……そうなのか？』

『白帝……琥珀ちゃんみたいに小さくなればいいのかしらん？　それならすぐに……ねっ！」

　ポンッ、と珊瑚と黒曜は一いつ瞬しゆんにして、姿を小さく変化させていた。

　体長三十センチくらいの黒い甲羅の亀に、普ふ通つうサイズの黒蛇が巻き付いている。それだけなら普通（？）に見えるのだが、小さくなった珊瑚と黒曜はふわふわと宙に漂っていた。

「宙に浮うけるのか？」

『この大きさなら、なんとか。速くは動けませんが……』

　珊瑚がすいーっ、すいーっと空中を泳ぐ。確かにそんなに速くない。歩くスピードと同じくらいか。しかし、陸亀が泳いでる姿ってのもシュールだな。

　まあ、この大きさなら連れて歩けるし大丈夫か。

「よろしくね、珊瑚、黒曜」

　僕の肩かたに手をかけて乗っかる珊瑚と黒曜の頭を指先で軽く撫でた。

『この珊瑚、お役に立って見せましょう』

『アタシもお役に立つわよぅー』

　それじゃあ早速だが、役に立ってもらおうかな。










『海に入っても呼吸ができるようにすればいいのですね？』

「うん、できる？」

『楽勝よぅ。守りに関してはアタシたちに並ぶ者はいないんだからぁ』

　とは言っても危険があるかもしれない。まずは僕だけで行ってみて、全ての魔石を起動させよう。僕なら一人で全属性起動できるからな。それから魔法陣で何ど処こかへ転移できたら、みんなを【ゲート】で連れてくればいい。
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「何かあったらすぐに【ゲート】で戻ってきなさいよ」

　エルゼたちの心配を受けながら、肩に珊瑚と黒曜を乗せて服のまま海へと入ってみる。おお、本当に濡ぬれない。身体から一センチほど離れたところに魔法障壁が張られているみたいだ。これが珊瑚たちの力か。

　ざぶざぶとさらに海の中へと入っていく。やがて首より水位が上になり、とうとう全身が海に浸つかってしまった。

　しかし苦しくはない。普通に呼吸ができる。そういや水圧も感じないな。

「これってどれくらいの強さまで大丈夫なの？」

『そうねぇ。物理的攻撃ならドラゴンの一撃も通さないけどぅ、魔法だと相手の質にもよって変わってくるわねぇ』

　黒曜が頭を揺らしながら答える。

『いくら我らでも障壁の限界を超えた一撃や、障壁自体を消し去る魔法を使われたらどうしようもないですから』

　耳元で珊瑚の解説を聞く。まあ、なんでもかんでも上う手まくいくわけはないよな。

　海の底を歩き続ける。あれ、そういやこれって浮ふ力りよくまで消してるのか？　身体が浮かばないけど。水を手でかいたりバタ足をすると身体が浮かぶから、ある程度はあるのかもしれない。

　そんなことをしていたら、目の前に巨石群が現れた。ストーンサークルの間を抜ぬけて、遺い跡せき中央の階段から中へと入る。魔法で明かりを灯ともし、暗い地下へと下っていく。

　やがて大きな広間、魔法陣のある部屋へと辿たどり着ついた。当たり前だけど、【ロングセンス】で見た通り、六つの魔石台が周囲を囲んでいる。

　そのうちのひとつ、赤い魔石台に近寄り、取り付けてあった魔石に火属性の魔力を流してみた。

　途と端たんに魔石を取り付けている台自体がぼんやりと赤く輝き始める。これは起動した、と見ていいのかな。

　同じように他の魔石台も次々と起動させていく。五つの光が甦よみがえり、最後の青い魔石に魔力を流すと、中央にあった魔法陣が静かに輝き始めた。

「これで転送陣が起動したってことなのか？」

　恐おそる恐る魔法陣の上に乗ってみる。……なにも起こらない。あれ？

　なんでかな？　六つの台はちゃんと光ってるし、もうこれで全部……あ。

　ひょっとして、無属性、か。

　そういや【ゲート】も無属性だ。この転送陣がそれを模しているのだとしたら……。

　魔法陣の中央に立ち、無属性の魔力を送り込む。足下の魔法陣から爆ばく発はつ的てきな輝きが襲おそいかかり、僕はその場から転送された。










　あまりの眩まぶしさに閉じた目をゆっくりと開くと、そこは庭園だった。花々が咲さき乱みだれ、小鳥が飛び回り、細い水路には水が流れている。

　僕の足下には海底遺跡と同じような魔法陣が広がってはいたが、起動させる魔石台はなかった。どうやら一方通行らしい。

『ご主人様ぁ……ここどこかしらぁ？』

「さあ……」

　とりあえず魔法陣から降り、庭園を見回していると、遠くから誰かがこちらへ歩いてくるのが見えた。女の子……か？

　だんだんとその姿がはっきりと見えてくる。はっきりと見えてきたが故ゆえに、僕はバッと視線を背そむけるしかなかった！

　翡ひ翠すい色いろの短く切きり揃そろえられたサラサラの髪かみ、白磁のような肌はだに金の双そう眸ぼう。ミステリアスな雰ふん囲い気きを醸かもし出す少女だった。歳としはエルゼたちとそう変わらないだろう。それはいい。

　ノースリーブの黒い上着に薄うす桃もも色いろの大きなリボン。白いニーソックスに黒いエナメルの靴くつ。そこまではいい。

　そこまではいいのだ。そこまではいいのだ！

「初めましテ。私はこの『バビロン』の『庭園』を管理する端たん末まつの、『フランシェスカ』と申しまス」

　庭園!?　端末!?　疑問はいくらでもあったがそれ以上に疑問なことが目の前にある！

「あの……あのさ」

「はイ。なんでしょウ？」

「……なんで下……穿はいてないんですか……？」

　見ちゃダメだと目を逸そらしつつも、チラリと視界に入ったその子の下半身は、スカートもズボンも穿いていない状態。

　そこには小さな白い布切れが一枚だけ……ぱんつ丸見え状態だったのである。

　わけがわからん！　いったいどういうことだよ！

　……だが感謝する！








◇　◇　◇









「なンでと言われましテも……義務？」

　フランシェスカと名乗った彼女は可愛かわいく小首をかしげる。なんですか、ここではスカートやズボンを穿いちゃいけないルールがあるんですかね!?　責任者呼んで来いよ！　褒めてやるから！

　とはいえ、この状じよう況きようは精神衛生上よろしくない。なんとかしなければ。

「えっと……フランシェスカだっけ？」

「はイ。シェスカとお呼び下さイ」

　フランシェスカなら愛あい称しようはフランじゃないのかと思ったが、この際それはどうでもいい。

「とりあえず、なんか穿いてきてくれるかな？　その、目のやり場に困るんで……」

「ぱんつは穿いてまスが？」

　ぱんつは穿いてるけど！　そうじゃなくてさ！
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　くっ……、落ち着け、落ち着け。アレは水着だと思えばいい。アレは水着、アレは水着……。

　ちら。

　水着じゃないよ！　ぱんつだよ！　まごうことなくぱんつだよ！

「いまチラ見しましタね？」

「すいません！」

　バレてた。

「まア、そこまで言うのなら穿きまスが」

　どこから出したのか、シェスカは白いフリルのついた黒いスカートを穿き始めた。持ってんなら最初から穿けよ！

「……なにもしないんでスか？」

「しない。しないからさっさと穿きなさい」

「ちょっとダケなら触さわってもいいでスよ？」

「いいから！　早く穿けよぅ！」

　泣きたくなってきた。シェスカがスカートを穿いて、やっとこれで落ち着いて話せる。なんかもうすごく疲つかれたけど。

「えっと、聞きたいことがたくさんあるんだけど、いいかな？」

「ええ、どウぞ」

「ここはいったいどこなんだ？」

「空中に浮かぶバビロンの『庭園』でス。『ニライカナイ』と言ウ人もいまス」

　空中の庭園？　辺りを見回してみると確かに庭園だが、イメージ的には植物園だな。上を見るとガラスのドーム越ごしに空が見える。シェスカについていくと、庭園の終わりにガラス張りの壁が現れた。

　その先には雲海が広がっている。間ま違ちがいない。ここは空に浮いている。……なるほど空中庭園か。

「ここはいったいなんだ？　なんのための施し設せつだ？」

「ここは博士が趣しゆ味みで造られた『庭園』でス」

「博士？」

「レジーナ・バビロン博士でス。私たちの創造主でス」

　創造主？　妙みような言い方をするな。まるで自分が造られたもののような……ってまさか？

『主あるじ。この者は人間ではありませぬ。命の流れが感じられません』

「なっ……！」

　考えていたことを珊瑚に先に言われて、「やっぱりか」という気持ちと、それでも「まさか」という気持ちが僕の中でせめぎ合う。

「私はこの『庭園』の管理端末として博士に造られましタ。今から五〇九二年前のことでス」

「ごっ……！」

　リーンでさえ六一二歳（自己申しん告こく）なのに、それより四四八〇歳も歳上なのか！

　っていうか造られたって、ロボットってことなのか。アンドロイド……この場合、ガイノイドって言うんだっけ？

「じゃあシェスカは機械なのか？」

「全てが機械ではありませン。魔法で造られた生体部品や、魔ま力りよく炉ろなども使われてイルので、魔法生命体と機械の融ゆう合ごう体たい……とでも申しましょウか」

　ゴーレム、人造人間、ホムンクルス、それらに近いんだろうか。確かに人間にしか見えないし。どこからどう見ても女の子だよな……。

「……子供はできませンが、行こう為いそのものは出来まスよ？」

「聞いてないから！　ちょ、スカート捲まくらない！」

　この子には羞しゆう恥ち心しんがプログラムされてないのか！　造った博士、馬鹿だろ！

「新品デスのに」

「だから聞いてないから！」

　不満そうにスカートを下ろすシェスカ。なんか造った博士の性格がわかってきた気がした。頭おかしい。

『なんかよくわからない子ねぇ』

　黒曜が頭を揺らしながら、シェスカを見てそうつぶやく。僕もそう思う。

「それにしても五千年以上もよく稼か働どうしてるな……。シェスカもだけど、この空中庭園自体も劣れつ化かして壊こわれたりしなかったのか？」

「この『庭園』はいたるトコロを魔法で強化してますカラ。私も五千年と言いましてモ、メンテナンスのためのスリープモードに入り、非常時以外は待機状態でしタので。『庭園』の管理はオートにしたままでシタ」

　……ちょっと待て。そのシェスカが稼働しているということは、今は非常時なのか？　そのことを尋たずねると、シェスカは小さく頷うなずいた。

「非常時と言えば非常時でスね。やっと現れタお客様ですかラ。そういえバお名前は？」

「あ、冬夜。望月冬夜だよ」

「冬夜様。あなたは適合者としテ相応しいと認められまシた。これヨり機体ナンバー23、個体名『フランシェスカ』は、あなたに譲じよう渡とされまス。末長クよろしくお願いいタしまス」

「は？」

　適合者ってなんだ？　いや、それより譲渡って？

　シェスカは僕の転送してきた魔法陣の方を指差し、説明を始めた。

「あの魔法陣は普通の人では起動しませン。多人数での魔力を受け付けるコトが出来ないよウになっているのでス。つまりあの転送陣を起動することのデきる者は、全属性を持つ者だけ……。博士と同じ特性を持つ者だけなのでス」

　シェスカを造った博士も全属性持ちだったのか。いたんだな、五千年以上も前に。その素質がなければそもそもここには来られないわけか。

「そして博士はこの転送陣を抜けてキた適合者に、私たちを譲渡することを決めテいましタ。それが四九〇七年前のコトでス」

「適合者ってのは、全属性持ちのことだったのか……」

「？　違いまスよ？」

「え？　違うの!?」

　あっさり否定された。全属性持ちが適合者の条件じゃないのか？　じゃあ、いったいなにが適合者の条件だっていうんだろう？

「冬夜様は私のぱんつを見ても、逆に隠かくすよウに言われまシたかラ、適合者として認めましタ」

「そっちかよ！　なんの適合だよ！　わけわからん！」

「大事なことでスよ？　モし冬夜様が欲情に任せ私に襲いかかってキタとしたら、地上に放り投なげていまシた。またなにもせずぱんつ姿のまま放置されてイたら、ソレも不適合者として丁てい重ちように地上へとお帰り願ったでしょウ」

　え、マジで？　あのぱんつ丸出しにそんな深い意味があったの？　ものすごく疑わしいんだが。

「他人を思いやる優しさ、それがなけレば私たちやバビロンを任せられナイと、博士はこのよウな方法を考えられたのでしょウ」

「うん、おかしいよね、その博士」

「否定はしませン」

　しないのかよ。やっぱりおかしい。

「マア、それは冗じよう談だんで最終的には各自の判断に任せると言ってマシた。私はご主人様にするなラ、女に慣れた妙に優しスぎるフェミニスト気取りヨリも、チラ見しながラも自制し、興味がナイようなふりをスるムッツリの方が無難だト思いまス」

　適合者ってそんな理由で選ばれるのか……。っていうかムッツリってなんだ！　失礼な。無難ってのもなんかひっかかるな！

「そウいうわけで私はあなたの所有物になりまシタ。これカラよろしくお願いしまス、マスター」

「はあ……」

　ものすごい厄介事に巻き込まれた気がする。会ったこともない博士の、してやったり顔が浮かんでくるようだ。

　とりあえずみんなをここに連れてくるか。一回話し合った方がいい。シェスカに事情を話し、地上へと【ゲート】を開いた。













「『庭園』……ね。古代文明パルテノの遺産とも言えるわね」

　辺りを見回しながらリーンが感かん慨がいに浸ひたっていた。

　古代文明パルテノ。様々な魔法を生み出し、それによる魔法道具、アーティファクトを創つくり出した超ちよう文ぶん明めい。

　このバビロンの『庭園』もその文明が創り出した遺産のひとつであり、それ自体がアーティファクトとも言える。そうなると、シェスカもアーティファクトとなるのかもしれないな。

　みんなは『庭園』を見て回っている。シェスカに言わせると、この『庭園』の大きさはパルテノドーム四つ分なんだそうだ。……まず、パルテノドームの広さがわかりません。とにかく大きいことは確かだ。

　植物園のようなエリアもあれば、噴ふん水すい、飛び石、花か壇だんや池などがあり、ガーデニングをしている者なら飛びつきそうな庭である。

　見て歩いて観かん賞しようできるものがいろいろとあるから、みんなが浮かれるのもなんとなくわかる。フリオさんに見せたら喜びそうだ。

　その一角、池のほとりに設置された休きゆう憩けい場じようになる四あず阿まやのような場所で、僕とリーン、そしてシェスカがくつろいでいた。

「それでリーンの手に入れようとしていたものはここにあるのか？」

「さあ。私は古代魔法をいくつか発見できたらいいなと思ってたんだけど、それ以上のものが見つかっちゃったからねえ」

　なるほど、このバビロン自体が古代魔法の結晶とも言えるわけだ。とても五千年も持ちそうにない庭や、萎しおれることのない草花、外敵から不可視となる障壁、どんな古代魔法が使われているかもわからない、不思議のオンパレードだからな。

　ここを造ったレジーナ・バビロンという人は、間違いなく天才だったのだろう。自分の造りだした子にぱんつ丸出しを強制する変態だが。

「シェスカ、ここは庭園以外に何かあるのか？」

「いえ、なにモ。他のと違ちがって単なる空に漂う個人庭園でございまス。財宝もなければ、これといった兵器もございませン。空飛ぶ素敵なお庭でございまス」

「いや、まあこの存在自体が財宝みたいなものだけどねえ」

「ありがとうございまス。しかし、このバビロンの『庭園』はすでにマスターのモノでございまス」

　なぬ？　どういうことだ？

「このバビロンを制せい御ぎよ、管理しているのは私にございまス。そして私はマスターの物。ゆえに私のバビロンもマスターの物」

「……そうなの？」

「そうでごさいまス。嫁よめ入いり道具でございまス」

　でっかい嫁入り道具だな。ていうか嫁にもらう気はないぞ。そういうのは一人でも苦労してるのに。

「ねえ、シェスカ。ちょっと気になったんだけれど。貴女あなたさっき『他のと違って』単なる空に漂う個人庭園、って言ったわよね。それってどういうこと？」

　リーンがシェスカに鋭するどい目を向けてくる。そう言えば……「私たち」とか「各自の判断」とかそんな言葉を聞いたような。「他のと違って」ということは「他」があるってことなのか？

「バビロンはいくつかのエリアに分散されて空を漂っていまス。私の管理する『庭園』の他に、『研究所』や『格納庫』、『図書館』などが、私の姉妹によって制御、管理されておりまス。全て合わせて『バビロン』なのでス」

　……なんですと？

「つまり『バビロン』という空中に浮かぶ島を、貴女たちの生みの親、レジーナ・バビロン博士が五千年以上も前に造った。それが今はバラバラになって世界中の空に漂っているというの？」

「左様でございまス」

　シェスカの話をリーンが改めて確かく認にんする。スケールが大きすぎて、いまいちピンとこないんだが。

　散策に行っていたみんなも四あず阿まやに集まり、シェスカの話を詳くわしく聞くことにした。

「そんな物が空に浮かんでいたら、騒さわぎになりそうなものだけど」

　エルゼがもっともな意見を述べる。

「バビロンには外部からの視し認にんを妨ぼう害がいする魔法障壁が張られテいます。このため、地上カラその姿を確認することはほぼ不可能でス」

　そうなのだ。古代の天才（変態）博士はありとあらゆる古代魔法を駆く使しして、完かん璧ぺきなるステルス性をバビロンに与えていた。

　発見するにはただひとつ、転てん送そう陣じんからの侵しん入にゆうしかない。しかし、それが許されるのは博士と同じ全属性持ちでなければならない。

「それで、一体いくつこのような浮き島があるんでござるか？」

「私の『庭園』、その他に『図書館』、『研究所』、『格納庫』、『塔とう』、『城じよう壁へき』、『工こう房ぼう』、『錬金棟』、『蔵くら』と当時は九つありましタたが、現在いくつ残っているのかはわかりませン」

　九つも空に浮かんでいるのか！　いや、世界全体でいったら少ないのか？　どうやら大きさではこの『庭園』が一番大きいらしい。本当にその博士ってのは凄すごかったんだな……変態だけど。

「私としては、その『図書館』に惹ひかれるわ。古代文明の様々な知識がつまってそうじゃないの」

　隣となりでリーンが不敵な笑みを浮かべているが、どうかなあ。

　ここの博士の図書館だぞ。山のようなエロ本コレクションとかじゃないのか。怪あやしすぎる。

『蔵』とかもなんかなあ……。エロアイテム満まん載さいとかだったら嫌すぎる。

「他の浮き島とは、連れん絡らくとか、取れないん、ですか？」

　リンゼがシェスカにおずおずと尋ねる。相変わらず人見知りだな……。まあ、相手は「人」じゃないけど。

　確かにそれぞれ制御・管理するシェスカのような者がいるのならば、そいつらと連絡を取り合うのが一番手っ取り早い。

「残念ながラ他の姉妹とは現在リンクが絶たれていまス。障壁のレベルが高く設定されていルので、いかなる通信魔法も受け付けませン。マスターが許可しない限り、下げられるコトはないでしょウ」

「リンク……？　それにマスターってなんです？」

　ユミナが首をかしげてシェスカに尋ねる。リンクとかって言葉は通じないのか。「グラス」とか「ナイフ」とかの名詞や、ある程度の日常会話での横文字は通じるのにな。専門用語的なものは世間に広まってない、ということなのか。

「リンクとは『繋つながり、連結』という意味でス。マスターとは『愛いとしの旦だん那な様さま』という意味でス」

「嘘うそ教えんな。マスターってのは『主人』とか『頭領』って意味だろ」

　こいつ、「主人」＝「愛しの旦那様」みたいに、都合いいように解かい釈しやくしてんのか。どうもこの子はロボ子（正確には違うが）のくせに、おふざけがすぎる。これもレジーナ・バビロン博士のせいなんだろうか。

　そういや、レジーナってことは女性ってことだよなあ。あんまりお近づきになりたくないタイプだ……。

「……主人ってどういうこと、です？」

　リンゼが眉まゆ根ねを寄せて詰きつ問もんしてくる。あれ、なんで責められてるの、僕ぼく。

「冬夜様にぱんつを見られ、身も心も捧ささげるコトになりまシた。故に、私のご主人様、マスターでス」

「うぉおい！　説明不足でしょうが！」

　ピシッと、空気が凍こおる。リーンと琥珀、珊瑚と黒曜以外の目が僕に向けられるが、温かさを感じられないんですけど。

　ゆらりとリンゼが椅い子すに座すわる僕の目の前に立ち、腕うでを組んだポーズで見下ろしてきた。目が絶ぜつ対たい零れい度どの輝かがやきを放っている。え、誰だれですか、この人。大人しく控ひかえ目めなリンゼさんはどこに？

「……冬夜さん」

「は、はい？」

「正座」

　リンゼ様が怒おこってらっしゃる。普ふ段だん大人しいだけに、こういう時の迫はく力りよくは誰よりも逆らい難がたいものがある。僕は素す直なおに地面に座ることにした。

「以前私たちのを見たにもかかわらず、またですか。そんなにぱんつが好きですか」

「いや前のは事故で、見えてしまったというか……」

「今回のは自分の意思で見た、と？」

　いやいや意思もなにも、あんなの防ぎようが無いだろ。見せてるんだもん。あれー？　僕が悪いのか？

「なんですか、昨日の水着姿じゃ満足できませんでしたか？　けっこう見てましたよね、私たちの」

「いや、あれは、その～……」

「私も頑がん張ばってお姉ちゃんとお揃いのビキニにしたんですが、ダメでしたか？　やっぱり水着と下着は違いますか、そうですか」

　ちょ、怖こわいんですけど！　リンゼさんがあらぬ方向を向いてぶつぶつ言い出しましたよ!?　他の三人もちょっと引いてますけど！

「この流れだと私もぱんつを見せた方がいいのかしら？」

「ごめん、ちょっと黙ってて」

　リーンがにたにたと悪い笑みを浮かべている。完全に面おも白しろがってるだろ！

　しかしなんでこんなに責められなきゃいけないのか。

「なんで怒られてるのかわからないって顔ね」

　心を読んだかのようなリーンの言葉にぎくっとする。エスパーか！　それとも無属性魔法か!?　便利だな、それちょうだい!!

「そこらへんにしときなさいな。それ以上責めるなら、貴女もきちんと彼かれとの立場をハッキリさせないとダメよ。少なくとも、そこのお姫ひめ様さまと同じ場所に立たないとね」

「…………はい」

　リンゼがリーンの言葉に小さく頷き、引き下がった。

　？　どういうこと？　エルゼが苦く笑しようしながら、リンゼの肩を叩たたいている。よくわからないが助かったのか？

「通信を阻そ害がいしている障壁のレベルを下げるには、マスターである冬夜の命令が必要。でも冬夜は『庭園』のマスターでしかない。向こうが何かのはずみで下げでもしない限り、他の施設は見つからないってことね」

「おっしゃる通りデ」

　話を戻もどすようにリーンが発した言葉にシェスカが答えた。

　スマホのマップアプリで「バビロン」を検けん索さくしてみたが、ヒットしなかった。今いる『庭園』でさえもヒットしない。これは【サーチ】を阻害されているんだろうなあ。

「これだけ長い間漂ひよう流りゆうしていて、他の方たちに遭そう遇ぐうしたことはなかったのですか？」

「二度ばかりありまス。三〇二八年前と九八五年前に。一度目の遭遇は『図書館』で、二度目の遭遇は『蔵』でしタ」

　どうやらユミナの指し摘てきした通り、何回かは遭遇したことがあるようだ。それにしても千年単位だからな……。まさか、その遭遇を待つわけにもいくまい。

「結局、他の『バビロン』を見つけるには、それぞれの転送陣を探すしかないのね」

　ため息をつきながらリーンがつぶやく。っていうか探す気なんですか。あんまり気が進まないんだけどな……。

「ちなみに他のところの転送陣はどこにあるかわかる？」

「わかりませン。そもそもマスターたちがどこカラやって来たのかも知りませんのデ。ちなみにこノ『庭園』の転送陣はドコに？」

「イーシェンの南、海の中だよ」

「イーシェン……？　記き憶おくにない土地の名でス」

　ああ、そうか。五千年前にはまだイーシェンは建国されていないのか？

　どのみちシェスカは他の浮き島の転送陣を知らないようだ。よくよく考えてみるとこれって探すのけっこう大変なんじゃ？

　今回のだって海の中だったし、他のだって五千年間無事で残っている方が珍めずらしいと思うし……。遺跡という形で残されていればまだ可能性はあるけど。

「そもそもなんでこんな形に分散したのでござろうな……。世界中に散らばっているとすれば、ひとつに集めるのは不可能に近いのでは……」

「なぜ博士が『バビロン』を分ぶん割かつしたのかはわかりませン。聞いたこともなかったのデ」

　なにか理由があって分割したのだろうか。……単なる嫌がらせじゃないだろうな。

　いかん、僕の中で博士への信しん頼らい度どは下がりっぱなしだ。会ったこともない故人を勝手に変人扱あつかいするのは失礼かな。

「それで冬夜。この子どうするの？」

「どうするって言ってもな……」

　エルゼに言われて、僕は悩なやんだ。五千年もこんなところに一人でいたんだ。可か哀わい想そうな気はするけど……。

「シェスカはどうしたい？」

「私はマスターと共にいたいと思いまス。おはよウからおやすみまデ。お風ふ呂ろからベッドの中まデ」

　……ものすごく不安になって来たぞ。このまま無かったことにして立ち去るのが正解じゃなかろうか。なんかリンゼさんがまたぶつぶつ言い出しましたけど！

「いや……この『庭園』から離はなれるのはマズいんじゃないのか？　管理人が不在じゃなにかあったら困るだろ」

「ご心配なク。『庭園』になにかあったラすぐわかりますシ、私には『庭園』への転移能力がありまス。『庭園』の管理はオートで充分ですカラ、なにも問題はありませン」

　ああ、そうなの……。退路を断たれたな。もう引き取るしかないのか。

「つきまシては『庭園』へのマスター登録を済ませテいただきタク。私はすでにマスターの物でスが、『庭園』もきちんとマスターの物とシなければなりませン」

「登録？　どうするのさ？」

「ちょっと失礼しまスね」

　そう言ってシェスカは椅子に座る僕の前へと回り込む。そして僕の頬ほおに両手を添そえて、なんでもないことのようにそのまま唇くちびるを合わせてきた。

「ふむッ[image: ]」

「「「「ああぁああ――――――――――――ッ[image: ]」」」」

　四重奏の叫さけび声ごえが聞こえる。が、そんなことはおかまいなしに、にゅるんとシェスカの舌が侵入してきた。おいおいおいおい！　どうなってんの、これえ!?　説明求む！

　やがて唇が離れてから、キスされたことに改めて気付く。

「ふ、ふぁ!?」

　間ま抜ぬけな声が漏もれた。だってしょうがないだろ、初めてだったんだから！　奪うばわれた。奪われてしまった……。

　奪った当の本人はなにか味見でもするかのように唇を舌で舐なめ、目を閉じている。

「登録完かん了りよう。マスターの遺伝子を記憶しまシた。これより『庭園』の所有者は私のマスターである望月冬夜に移い譲じようされまス」

「ちょっとなにしてるんですかぁ！」

　ユミナがシェスカに迫せまり来くる。小さい腕を振ふり上あげて、ガーッと全身で怒いかりを表していた。

「いきなり、きっ、きっ、キスするとか！　私だってまだなのに！　私だってまだなのに！」

　なんで二回言いましたか。顔を真っ赤にして怒ってるんだかパニくってるんだか、よくわからない。ちょっと可愛いと思ってしまうのは、どうしてでしょうね？

「遺伝子採取にはコレが一番効率が良いと思いましたのデ。私に子供はできませンが、もう一つの方法はイロイロと問題がありそうでしたシ」

「こっ、こどもっ!?」

　ユミナの顔がさらに赤くなった。気のせいか湯気が立ち上っているように見える。

　その視界を遮さえぎるように、僕の目の前に誰かが立った。見上げると腰こしに手を当て、険しい顔でこちらを睨にらむリンゼの姿。

　あ、マズいパターンだな、これ。いいかげん、そういうのがわかってきましたよ、ええ。僕は観念して目をつぶった。

「……冬夜さん」

「っハイ！」

「私は、冬夜さんが好き、です」

　え？

　唐とう突とつな言葉に目を開き、もう一度彼かの女じよを見上げると、顔をユミナのように真っ赤に染めたリンゼが立っていた。

　そして何かを決意したかのように目をつぶり、勢いのままに僕の唇に自らの唇を押おし付つけてきた。

　シェスカの時と違い、不慣れな感じの、押し付けるようなキス。

「っむぐっ!?」

「「「ああぁああ――――――――――――ッ[image: ]」」」

　先ほどとはひとつ足りない三重奏の叫び声が、空中庭園に響ひびき渡わたった。








◇　◇　◇









　リンゼの告白のあと。あれからよくわからないままに僕らはシェスカを連れて、屋や敷しきに戻った。
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　頭がパニックになっていた僕は、ライムさんにシェスカのことを頼たのんでそそくさと部屋へ戻り、頭を抱かかえてベッドへと倒たおれこんでしまった。いったいなにがどうなっているのか。

　リンゼが僕を好き？　それはライクじゃなくてラブってことですか？　うぬぬう……。いや、悩むことじゃないのか？

　リンゼは確かに可愛い。お淑しとやかだし、物静かで他人を思いやれる子だ。ちょっと人見知りするけど、努力家だしな。彼女にするなら文句なしの子だろう。

　だけど一応、僕はユミナの婚こん約やく者しやという立場だ。

　ユミナはユミナで可愛いし、歳に似合わず落ち着いていて、頼たよりがいがある。そのユミナがたまに見せる年相応の仕草や態度に最近ドキッとすることもある。これがギャップ萌もえってやつか？　ん？　年相応なのにギャップ？

　あーもー、どうしたらいいのやら……。

　枕まくらに顔を埋うずめ、ため息をついていると、コンコン、と部屋のドアをノックする音が聞こえてきた。

「冬夜さん、ユミナですけど……」

「え!?」

　ドアを開くと普ふ段だん着ぎに着き替がえたユミナが立っていた。なんとなく気まずい。いや、別に悪いことしているわけじゃないんだけど。奥おくさんに浮うわ気きがバレた亭てい主しゆの気持ちってこんななんだろうか。いや、奥さん以前に結けつ婚こんもしてないし、浮気でもないけど！

　ユミナは部屋へ入ると中央に置かれたソファに腰こし掛かけた。何気なくその正面に僕も腰掛けるが、なぜか視線を泳がせてしまうのは後ろめたい気持ちが僕にあるからだろうか。




　じ――っ……。

　じ――――っ……。

　じ――――――っ……。

　じ――――――――っ……。




　うう。久しぶりのオッドアイによる視線攻こう撃げき。これ、精神的にキツイんですよ……。

「冬夜さん」

「は、はい」

「私、怒ってますよ？」

　いや、そんなこと言われましても……。仮にも婚約者という立場のユミナからしたら、僕が他の女の子に告白されて面白いわけがないだろうけど。

　目の前で眉み間けんに皺しわを寄せて頬を膨ふくらませている姿は、これはこれである意味可愛いのだが、この状況ではとても和なごめるわけもなく。

「私だってまだキスしてもらってないのに、二人も先に奪われるなんて！」

「そっち!?」

　いやまあ、ある意味正しいのかもしれないけど！　でもあれは、されたのであってしたわけじゃないからね！　言い訳がましいがそこはわかってほしい。

「リンゼの告白のことに怒ってるんじゃないの？」

「なんでですか？　リンゼさんが冬夜さんを好きなのなんて見てればわかるじゃないですか」

　すいません、見ててもわかりませんでした……。ちょっと凹へこむ。

「この際だから言っておきますけど、私は冬夜さんがお妾めかけさんを十人作ろうが二十人作ろうが、その子たちを不幸にしない限りは文句はありません。それも男の甲か斐い性しようだと思ってます」

　……そうなの？　この世界は一夫多妻制も珍しくないって言ってたけど、ここまで許可されると、逆に怖いな……。

「ですが！　でーすーが！　正妻である私がまだしてないのに、キスされるなんて油断しすぎです！　隙すきだらけです！　そこは防ぼう御ぎよしてくださいよ！　完全防御してくださいよ！」

「いや、でもさ」

「言い訳禁止！」

「はい……」

　怒っているポイントが違うんじゃないかと思うんだが、どうも彼女の中ではかなり重要らしい。

「じゃあ仮にユミナが先にされてたとしたら、今回のことは問題なかったってこと？」

「そりゃあちょっとはヤキモチ焼きますけど。でもダメってことはないです。私のこともきちんと大切にしてくれれば」

　この子本当に十二歳なんだろうか。達観しすぎじゃないのか。それともそれほど僕のことを好きではないのかもしれない……。

「……いま失礼なこと考えましたね？」

「う」

　なんで僕の周りはこう勘かんの鋭い女性ばかりなのだろう。ユミナはつかつかとテーブルをまわり、対面席から僕の腰掛けるソファの横に座った。

「冬夜さん。私は貴方あなたを生しよう涯がいの夫とし、妻として生きる覚かく悟ごができてます。それは貴方が好きだからです。リンゼさんにも負けないくらい貴方が好きだからです。それだけは疑ってほしくないです」

「……ごめん」

　素直に謝罪の言葉が出た。それだけは疑ったら彼女の想おもいに対して失礼だ。悪いのはなにも決められない僕の方なのだから。

「……本当にごめん」

「……抱だきしめてキスしてくれたら許してあげます」

　ちょ！　それは難易度高くないっすか、ユミナさん！

　それでもこの場からの撤てつ退たいは許されない雰囲気だ。おずおずと肩かたに手を伸のばし、小さな身体を引き寄せる。僕の顎あごの下に彼女の頭がくるような形で、しっかりと抱きしめた。柔やわらかい身体と漂ただよう髪の香かおりにドキドキしっぱなしだ。

　あーもう、認めるしかないのかなあ、自分の気持ちを。

　ユミナは僕の腕の中から少し身を起こすと、顔を上に向け、静かに目を閉じた。閉じられちゃいましたよ！　もう逃にげられませんか!?　ませんよね！　わかってた！

　覚悟を決めて、ユミナの小さな唇にキスをする。軽く触ふれ合あうだけの、ささやかなキスだ。

　唇を離すと目を開けた彼女がにこやかに微笑ほほえみ、もう一度強く抱きついてきた。

「えへへ。してもらいました！　冬夜さんからしたのは私が初めてですよね!?」

「え？　あー……そうか、そうなるのか……」

　確かにされたのは二回だけど、自分からしたのは初めてか。……もしかしてそれが目的で!?　なんか全て計算ずくな気がしてきたが、気にしたら怖いから深く考えるのはよそう。

　世間的に十六の男子が十二の女子にキスするってどうなんだろう……。この世界ではわからないが、元いた世界でいったら高校一年の男子が小学六年の女子にって……犯罪くさいよな、絶対。年ねん齢れいでいったら、たった四歳さい差なんだけどなあ。

「冬夜さんはリンゼさんをどう思ってるんですか？」

「どうって……。可愛いと思うし、告白されて正直嬉うれしかったよ。でも、ユミナのこともまだ決められないのに、リンゼまでと考えるとどうしたらいいのかわからない。情けない話だけれど」

「好きか嫌きらいかで言ったら？」

「もちろん好きだよ。それは間違いない。大切な女の子だよ」

　腕の中のユミナがニンマリと笑う。なんだ？　この狙ねらい通り的な笑いは？

「だ、そうですよ、リンゼさん」

「え!?」

　ユミナが部屋の隅すみへ向けて声をかける。するとぼんやりと顔を真っ赤にしてうつむいているリンゼの姿が浮うかび上がった。ちょ、どういうこと!?

「リーンさんに頼んで透とう明めい化かの魔ま法ほうをかけてもらいました。こうでもしないと、リンゼさんも納なつ得とくしてくれなさそうだったので」

【インビジブル】か！　ひょっとしてずっと部屋の中にいたの!?　さっきの会話も全部聞かれていたとしたら……うわ、恥はずかしい！

「冬夜さんが悪いんですよ？　なにも返事してあげないで部屋に閉じこもってしまうんですもの。嫌われた、ってリンゼさん、ずっと泣き続けてたんですから。もうちょっとでエルゼさんが殴なぐりに行くところでした」

「あー……それは勘かん弁べん願いたい……」

　そうか、自分のことで精せい一いつ杯ぱいでそこまで考えが回らなかった。ダメだな、僕は。

「あ、あの、あのときはすみませんでした。シェスカさんとのキスを見たら、負けられないって、思ってしまって……気がついたら、あんなこと……冬夜さんの気持ちも考えずに、ごめん、なさい……」

　そう言ってスカートを握にぎりしめながら、ぽろぽろと涙なみだを流すリンゼに僕は近寄り、そっと手を取った。

「あ……」

「さっき聞いたと思うけど、僕はリンゼを嫌ってなんかいない。可愛かわいいと思うし、好きなんだと思う。どうしたらいいのかわからないけど、大事にしたいって思ってるよ」

「冬夜さん……」

　リンゼが少し笑ってくれた。うん、やっぱりこの子は笑っているときの方が断然似合う。それを泣かせてしまった僕は、エルゼに殴られても文句は言えないな。

「お互たがいの気持ちがわかったところで、どうでしょう。リンゼさんもお嫁さんに貰もらうというのは？」

「え!?」

　ユミナがさらりととんでもないことを言い出した。お嫁さんって……リンゼをですか？　リンゼの方を見るとまた真っ赤な顔をしてもじもじとうつむいている。

「王族や貴族、大商人とかなら第二、第三夫人とか普ふ通つうですし。あとは冬夜さんの甲斐性だけですよ。きちんと私たちを養っていけるのなら、誰も文句は言いません。リンゼさんは問題ありませんよね？」

「わっ、私も、冬夜さんのお嫁さんに、なりたい、です……」

　マジですか。いや、嬉しいのは嬉しいんだけど、それより先にいろんな不安が迫り来るんですけど。

「……ダメ、ですか？」

　リンゼが今にも泣き出しそうな顔になる。ダメだ、やっぱりこの子にはさっきの笑え顔がおでいてほしい。泣かせるなんてできない。ええい、もう、なるようになるだろ！

「第二夫人とか、リンゼはいいの？　それで？」

「……私はユミナと仲良くやっていけると、思ってます。同じ人を好きになって、一いつ緒しよに幸せになれるなら、こんなに嬉しいことはありません」

「……わかった。ユミナとリンゼがそれでいいって言うのなら。君たちの望むようにするよ」

　途と端たんにリンゼから笑顔がこぼれ、力強く抱きついてきた。普段おとなしいリンゼにこんなことされると、正直戸と惑まどってしまう。ユミナまで立ち上がり、同じように飛びついてきた。ちょ、これはなんか恥ずかしいんですけど！

「じゃあこれでリンゼさんも私と同じ婚約者ということで」

　ユミナがにこにこと嬉しそうに話す。リンゼの方もまだ顔が赤いが、嬉しそうにこくこくと頷いていた。

　もう夜も遅おそいし二人とも部屋に戻るように言ったら、おやすみのキスを迫られた。さすがにまだそこまでの度胸はないので、なんとか頼み込み（それもおかしい気がするが）、おでこへのキスで勘弁してもらった。ユミナは嬉しそうに、リンゼは恥ずかしそうにしていたが。

　部屋でひとりになると、はあーっと長いため息が出た。ちょっと今日はいろいろありすぎた。気持ちを整理したい。再びベッドに倒れこむ。

　とりあえずどうしようかな……。二人を養っていけるだけのお金は一応あるし、家もすでにある。なにも問題ないのか？　ああ、リンゼの実家にも挨あい拶さつにいかないといけないのかなあ……。

　あとは僕の覚悟だけなんだろうな。あの二人と一生を生きるという、その覚悟。なるべく前向きに考えていかないと。二人とも幸せにしてあげたいし……な……。

　そんなことを考えながら、僕は眠ねむりの中へと落ちていった。










　ドバンッ！　とドアを叩き破るような音がして、思わず僕は跳はね起おきた。なんだなんだ!?

　部屋の中はすでに明るく、朝になっていた。寝ねぼけた目で周りをキョロキョロと見回すと、朝日を逆光に浴びて、ベッドの横で腕を組みながら僕を見下ろす影かげがあった。

「ちょっと話があるんだけど」

　そこにいたのは昨日僕のお嫁さんになってくれると言った、二人目の女の子と瓜うり二ふたつの顔を持つお姉さんの方だった。

　朝日に照らされて、腰に吊つるしたガントレットが鮮あざやかに輝く。

　あれ、なんかマズい感じがするんですけど。ひょっとして朝からピンチでしょうか？
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　エルゼに連れて来られたのは王国軍の第三訓練場。ここはエルゼとレオン将軍がよく訓練に使っている場所で、部外者であるはずのエルゼはすでに顔パスになっている。おかげで難なく入ることができた。

　まだ早い朝であるからか、訓練をしている者はいない。辺りは小鳥の鳴き声ぐらいしか聞こえず、静まり返っている。

　エルゼに連れられ、訓練場のグラウンドに足を踏ふみ入いれると、誰かが真ん中に座っているのが見えた。

「八重？　こんなところでなにやってんの？」

「……冬夜殿どのを待ってござった」

　手前正面に刀を置き、グラウンドに瞑めい想そうするかのように正座していた八重は、やおら目を開くと刀を手に取り、立ち上がった。

　なんかいつもと雰ふん囲い気きが違うな。

「……リンゼをお嫁さんにするんだってね？」

「アー……ハイ、ソウイウコトニナリマシタ……」

　振り向いたエルゼの視線が僕を射い貫ぬく。またですか……。昨日も同じような目にあったのになあ……。まあ、自分の妹のことだから、真しん剣けんになるのは仕方のないことなのかな。

「と、いうことはあんたがあたしの義理の弟になるってこと？」

「アー……コンゴトモヨロシク……」

　そういや、そういうことになるのか。エルゼが義理の姉……なんかピンとこないな。

「あんたリンゼのことどう思ってるの？　本当に好きなの？」

「……正直言うとその辺はまだ自信がない。愛してる、とまでは言うことができないと思う。これはユミナでも同じだ。でも好きなのは確かで、大切にしたいと思ってるのは本当だよ」

「それをあの子は受け入れたの？」

「ああ」

　ふうっ、とエルゼはため息をつく。呆あきれられているのかなあ。エルゼは頭をがしがしと掻かきながら、いらいらとした感じで爪つま先さきの地面を蹴けり続ける。怖いんですけど！

「昔っからあの子、そういうところあったのよね……。普段はビクビクと怯おびえてるくせに、ここぞというときには大だい胆たんでさ。あたしと全く逆なのよ……」

「拙せつ者しやも似たようなものでござる。なにかきっかけがないと踏ん切りがつかない性格でござってな……」

　あのー、なんの話をしてらっしゃるので？

　エルゼは腰に吊るしていたガントレットを両手に装備し、ガンガン、と拳こぶしを打ち付け始めた。八重も手にしていた刀を帯に差し、ちゃきっと位置を直した。

「冬夜。あんたにはこれからあたしたちと戦って貰うわ」

「はあ!?」

「あんたが勝ったらリンゼとのことには、あたしたちはなにも口を出さない。でもあたしたちが勝ったら、言うことをひとつきいてもらうわ」

　ちょ、なにそれ!?　どこをどうしたらそんなことに!?　まさかなにかのお仕置きですか!?

　わけのわからない僕の前で、八重がスラリと刀を抜ぬく。

「この刀はソードレック子し爵しやくから借りた物で、刃はを落としてござる。斬きっても死ぬことはないでござるが、骨ぐらいは折れるゆえ気をつけてくだされよ？」

　ちっとも安心できない情報をどうもありがとう！

「冬夜のブリュンヒルドも【モデリング】で刃を無くしておいてよね」

「いや、その前に！　なんで二人と戦わなきゃならないのさ!?」

「まあ、そういう形が必要なのでござるよ、拙者たちには。臆おく病びよう者もののそしりはあえて受けるでござる」

　なにを言っているのかさっぱりわからないが、どうやらやめてくれそうもない。仕方ない、適当に負けて……。

「本気でやらないと一生許さないわよ。リンゼのことも認めない。そんな適当な男に大事な妹を渡すわけにはいかないからね」

　う。釘くぎを刺さされた……。どうやら僕の浅い考えなどお見通しのようだ。

　しぶしぶと、言われた通り【モデリング】でブリュンヒルドの刃を落とす。

　こうなったら仕方ない、始まったと同時に【スリップ】で……。

「あ、あと無属性の魔法は無しでね。転ばされたら勝負にならないし。あたしも【ブースト】は使わないから」

　だから、なんで考えが読めるんですか!?　女の子って怖いな！

「冬夜殿は六属性魔法と飛び道具、そして近接武器。こちらは近接武器のみでござるが二人。ちょうどいいでござろう？」

　そうかあ？　となると銃じゆうの弾だん丸がんもノーマルのゴム弾だけだし。まあ当たれば骨にヒビくらいは入る威い力りよくはあるから充じゆう分ぶんだけど。

「それでも僕に不利な感じがするけどね……」

「……多少強ごう引いんなのは承知してござる。しかし、拙者たちは一歩踏み出すきっかけがほしいのでござるよ」

　相変わらず言ってることがよくわからないが、仕方ない、腹を決めよう。それで二人が納得するなら付き合うまでだ。
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「じゃあ覚悟はいいわね？」

　なんの覚悟なのか聞くのも怖いので、僕は小さく頷うなずくだけに留とどめる。

　次の瞬しゆん間かん、八重とエルゼは左右に分かれ、回り込むように僕に向かって来た。いきなり挟はさみ撃うちとか！

「ブレードモード！」

　僕はブリュンヒルドの刀身を伸ばして長ちよう剣けん状態にすると、八重の方へ向かって駆かけ出した。八重の刀なら受け流せるが、エルゼの拳はそうはいかない。

　八重と切り結び、そのままの勢いを殺さずに彼女の横をすり抜ける。振り返りざまに左手でニューモデルアーミーを引き抜き、全弾連続発射した。

　全ての弾丸が八重を捉とらえたと思った瞬間、彼女の前にエルゼが飛び出して左手のエメラルドグリーンに輝くガントレットを目の前に翳かざす。

　すると、全ての弾丸が彼女たちから逸それ、あらぬ方向へと飛んでいってしまった。

「あたしには魔法以外の飛び道具は効かないわよ」

　そうだった！　あのエメラルドグリーンのガントレットは物理的な遠えん距きよ離り攻こう撃げきを逸らす、風属性のバリアのような魔法付ふ与よがかけられているんだった！

「ガンモード！　リロード！」

　それでも牽けん制せいにはなるだろうと両手の銃を撃ちまくり、弾幕（と言っても十二発だが）を張って後退する。

　しかしエルゼはそれを物ともせず、弾丸の雨に向かって突とつ撃げきし、左手のガントレットで弾を逸らしながら距離を縮めてきた。

「ブレードモード！」

　エルゼの唸うなる右ストレートを横に躱かわしつつ、再び長剣状態にしたブリュンヒルドを横よこ薙なぎに払はらう。それを今度はエルゼが躱し、その隙に僕は距離を取って体勢を整えようとした。

「甘あまいでござるよ！」

　エルゼの背後から八重の鋭い突つきが放たれる。ちょっと待った！　それって刃を落としてても刺さるだろ！

　肩の辺りに迫り来る切っ先をなんとか躱し、すれ違ちがう八重の足を払う。

「くっ!?」

「リロード！」

　転てん倒とうした八重めがけて左手のニューモデルアーミーの銃口を向ける。

　しかしその引き金を引く前にエルゼの放った蹴りがきたため、避よけるのにその場から飛とび退のくしかなかった。

「【氷よ絡からめ、氷結の呪じゆ縛ばく、アイスバインド】！」

　僕の放った魔法により、八重たちの足あし下もとがたちまち凍りついていく。

「くっ！」

　完全に凍りつく前に二人はその魔の手から逃のがれ、またしても左右に展開する。

　ったく、絶対これ僕の方が不利だよね!?　さすがに生命に関わる魔法をぶっ放すわけにもいかないしさ！

「ふっ！」

　飛び込んできたエルゼの右ストレートを躱す。続いて八重もこちらへと踏み込んできた。そのタイミングで僕は目を瞑つぶり、魔法を発動させる。

「【光よ来たれ、輝く閃せん光こう、フラッシュ】！」

「っ!?」

　突とつ然ぜん放たれた眩まばゆい光に八重の動きが止まる。その間に僕は二人から離れ、距離を取る。なるべく二人には近づかない方がいい。距離を取って戦うべきだ。

　閃光による目くらましから回復した八重が腰の脇わき差ざしを抜き、二刀に構える。なんだ？

　八重は低い姿勢で僕に向けて駆け出してくる。それを牽制しようと銃を向けた瞬間、八重が左手にあった脇差をなんと僕目がけて投げてきた。

　うおっとう!?　投げるか普通!?　刀は武士の魂たましいじゃなかったのか!?　それとも脇差だからノーカンとかそんな理由!?

　腰を捻ひねってギリギリ躱すことができたが危なかった！　かすってたし、実際！

　脇差を投げた八重が体勢を立て直す前に、両手の全弾を叩き込む。この距離ではよけられまい！

「ぐうっ！」

　ゴム弾を受けて八重が崩くずれ落おちる。それでも刀を横薙ぎに払うが、僕は軽く飛び退いてそれを避けた。

　が、その先にはいつの間にかエルゼが待ち構えていたのである。マズい、近すぎる！　銃を構えて、狙い、撃つよりも、拳の方が速い！

　渾こん身しんの一撃がエルゼの右手より放たれた。くっ、こうなったら一いちか八ばちか……！

　身体を逸らしながらその拳を紙かみ一ひと重えで躱し、両手の銃を手放して、突き抜けたエルゼの右手を掴つかむ。その勢いのままに、背中を向けるように回って身体を沈しずめ、右みぎ肘ひじを彼女の脇わきの下に入れて一気に跳ね上げた。

「なッ!?」

　肩かた越ごしに聞こえた小さい悲鳴と共に、僕ぼくはエルゼを地面に叩きつけた。背負い投げなんか、学校の授業以来だが、身体は覚えていたようだ。

「ぐふっ……！」

　僕の中ちゆう途と半はん端ぱな背負い投げでは充分なダメージを与あたえられなかったらしい。エルゼは素す早ばやく身体を起こし、立ち上がろうとする。

　しかしそれよりも速く、拾い上げたブリュンヒルドの銃口が彼女に向けられた。この距離なら弾丸を逸らすこともできないだろう。

　ホールドアップ。

「リロード。僕の勝ちだ」

「……撃たないの？」

「負けを認めてくれるなら、これで終わりにしたい」

　正直、仲間を撃つのは気がひける。あとで八重にもしっかりと謝あやまらなければ。

「甘いわね。そんなんでリンゼたちを守れるの？」

「……それが僕だから仕方ない」

「そうね。そんなあんただからあたしも八重も好きになったのだし」

「……………………え？」

　今ナンテ言イマシタ？　一いつ瞬しゆん、頭がフリーズする。

　と、エルゼの右手、赤いガントレットが光を放ち始めていたのに初めて気付く。このガントレットの能力は確か、破は壊かい力りよく増加……！

　くっ、向こうにその気がないなら仕方がない。僕はとりあえず戦いを終わらせるために、エルゼに向けて構えたブリュンヒルドの引き金を引いた。……のだが。

「れ!?」

　もう一度引く。なにも発射されない。と言うか、弾が入ってない。おかしい。さっき確かにリロードして……。あ。

　その時になって、やっとさっきの八重の攻撃を理解した。投げた脇差。あれは僕を攻撃したのではなく、腰にあったウエストポーチの留め金を破は壊かいするため。

　開かれたポーチからは弾丸が零こぼれ落ち、いつの間にか空になっていたのだ。リロードは半径一メートル圏けん内ないに弾丸が無ければ意味がない。……やられた。

　稲いな妻ずまのような踏み込みでエルゼが懐ふところに入り込み、僕の胸に拳を叩き込む。

「ぐはっ!?」

　そこから先は気を失ったので覚えていない。
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「あっ、あたしたちも、ユミナやリンゼと同じ立場に置きなさい！」

「……は？」

　意識が回復して負けた約束になにを言われるのかと構えていたら、そんなことを言われた。

「だからでござるな、そのう～、せ、拙者たちも……こ、こういうのはエルゼ殿から！」

「うえっ!?　や、あたしは……！　うー……と、とにかく、まず、は……、あ、あ、あたしも冬夜が好きだってこと！」

「拙者も同じで、ござる、よ？」

　顔を真っ赤にして二人とも俯うつむいてしまった。……なんだこれ？

　いきなり決けつ闘とうさせられたと思ったら、今度は告白された。しかも二人同時に。どんなモテ期到とう来らいだよ。

「ユミナやリンゼと同じ立場にって……それってつまり……」

「拙者たちも、その、冬夜殿のお嫁よめさんにしてほしい……のでござる……」

「て、て、っていうか、しなさい！　あ、あ、あんた負けたんだから！」

　ほっぺたをつねる。痛い。現実か。一気にお嫁さんが四人になりました。って、いやいやいや。いくらなんでもこれは多過ぎやしないか？

　でも徳川家いえ斉なりとかは側室が四十人以上いて子供が五十人以上いたんだっけか。それに比べたら……ってまず比べるのがおかしいから！

　だいたいあの人、精力増強のためにオットセイのアレを粉末化した物を飲んでて「オットセイ将軍」とか呼ばれてたんだぞ。一緒にされたくないわ！

　くそう、頭の中でひとりツッコミが止まらない。

「二人は……それでいいの？」

「あたしは別に構わないわ。あたしが冬夜を好きなのは変わらないし、同じ人のことが好きで、みんな幸せになれるなら、いいことずくめじゃない」

　昨日同じようなことをリンゼも言ってたな。さすが双ふた子ご、考え方も似ているらしい。

「拙者も冬夜殿と同じくらいみんなのことも好きでござる。一緒にお嫁さんになれるなら、万ばん々ばん歳ざいでござるよ」

　なんだろうな、こっちの世界の女性って独どく占せん欲よくが薄うすいっていうか……。うーん、一夫多妻とかそういう習慣があるとこんな風になるのか？　それとも彼女たちがみんな変わってるのか？

　普通なら修しゆ羅ら場ばもいいところな気がするんだけど……。あんまりお互いに嫉しつ妬ととかしない感じだな。軽いヤキモチはあるみたいだけど。そう考えるとリンゼが一番ヤキモチ焼きなんだな。

「そ、そ、それで、あんたはどうなのよ……？」

「え？」

「だ、だから！　あたしたちのこと、どう思ってるのかってこと！」

　ああ、そういうことか。もう立て続けにイベントが起きすぎて、感覚が麻ま痺ひしてるな、いかんいかん。

　正直な気持ちを言うべきだろうな、やっぱり。

「好きか嫌いかで言えばもちろん好きだよ。二人とも可愛いし、性格だって悪くない。でも、愛してるかと言ったらよくわからない。これはさっき言った通り、ユミナやリンゼも同じだ。告白されて嬉しいけど、そんな気持ちで二人を受け入れてもいいのかどうか迷ってる」

「でもユミナ殿とリンゼ殿の二人を受け入れたのでござろう？」

「好きだという気持ちに嘘うそはなかったし、大切にしたいと思ったのも本当だからね。それでもいいって向こうも言ってくれたし」

　結局、結婚という行こう為い自体がどこか非現実的で、実感できないってのもある。だいたいまともに付き合ってもいないのに、結婚とか考えられないし。

　ああ、イトコの兄ちゃんはそういうのをすっ飛ばして、子供ができちゃったから結婚することになったんだっけ。そりゃ、わたわたするわな。

「と、いうことは、ユミナやリンゼと同じくらいあたしたちのことも好きだってことね？　なら問題ないじゃない」

「いや、でもユミナたちがなんて言うか……」

「そっちは大だい丈じよう夫ぶでござるよ。そもそも拙者たちもお嫁さんに、と誘さそってきたのはユミナ殿でござるし」

　……なんですと？

「屋敷を王様にもらったとき、ユミナにズバリ言われたのよ。みんな冬夜のコトが好きなんじゃないかって。だったら一緒にお嫁さんになりましょうって言われたわ。だけど、まだあたしたちはそこまでは決心できなかった。でもだんだんと、ね。そういうのもいいかなあって思えてきて。で、昨日のリンゼの暴走でハッキリしちゃったのよ。あたしも冬夜のそばにいたいって」

　真まっ直すぐな目でエルゼが見つめてくる。迷いのない目だった。若じやつ干かん、顔が赤かったけれども。

「冬夜殿が中心になり、みんな家族として暮らしていけたら、と思ってしまったのでござるよ。正直ユミナ殿ほど寛かん容ようにはまだなれないでござるが、拙者も冬夜殿と添い遂とげたく」

　ユミナはお妾さんが十人でも二十人でもとか言ってたからな……。あの寛容さ（？）は正妻（自じ称しよう）の余よ裕ゆうなんだろうか。

「で、ど、どうなの？」

「……とりあえず二人の気持ちはわかったよ。僕も君たちが好きだ。エルゼは元気で明るくて、ちょっと意地っ張りだけど、そんなところも可愛いと思う。八重は真ま面じ目めで凛り々りしくて、家族思いな子だってのはよく知ってる。子供好きな優やさしい子だってのもね。二人ともいい奥さんになれると思う」

「だ、だったら」

　先を急ぐエルゼを制して、手のひらを前に翳す。

「だけど、ちょっとだけ時間をくれないかな。夕方までには答えを出すから。少し考えたいと思うんだ」

「……わかったわ」

「……わかったでござる」

　家に帰ると僕は部屋へ戻もどり、エルゼたちはユミナたちのところへ話に向かった。

　ベッドに腰掛け、長い息をついてそのまま後ろに倒れこむ。

　どうしよ。いや、どうしようもなにも答えは決まってる。リンゼを受け入れた以上、あの二人だけ受け入れないなんてありえない。

　僕の中では四人とも同じくらい好きで、大切な女の子だ。悲しませるようなコトはしたくないし、できない。だからこそ、僕で本当にいいのか？　という考えが浮かんできてしまう。それが、結果、彼女たちを不幸にしてしまうんじゃないかと恐おそれているのだ。

　いや、なんだかんだ言ってビビってるだけかもしれないな。結婚とかそういうモノに。自分だけの問題じゃない、相手の人生も背負うのだ。そりゃ慎しん重ちようにもなるさ。しかも普通の人の四倍だ。背負いきれるのか？　僕に。

「ううーん……。誰だれかに相談してみるか？」

　ライムさん……はユミナの味方だろうなあ。ラピスさんとかセシルさん……クレアさんもだけど、女の人にはちょっと相談しにくい。レネは問題外だし。フリオさん……ちょっと頼りないかな……。

　……やっぱりあの人しかいないか。

　そうと決まればその前に一度試ためしてみたかったことがあるんだよね。いい機会だしやってみよう。ただ話すより、直接会って話した方がいいに決まってる。

　キッチンの方に下りていき、お客様用の焼やき菓が子しを手て土産みやげに用意する。いろいろと詰つめ合わせ、それを小こ脇わきに抱えた。

「【ゲート】」

　生み出した光の門をくぐり抜けると畳たたみ敷じきの狭せまい四よ畳じよう半はん、と言っても壁かべがないので、輝かがやき広がる雲海と古びたちゃぶ台が視界に飛び込んできた。懐なつかしいな。

　そのちゃぶ台には煎せん餅べいを咥くわえて固まっている老人がひとり。

「……お、おー。君か。来るなら来ると連れん絡らくしてくれよ。と、いうか来られるとは思わんかったが」

「お久しぶりです、神様」

　一度行ったところならここにも来られるんじゃないかとは思ったが、まさか本当に来られるとは自分自身も思っていなかった。

「ここにも魔ま力りよくは充分に存在しとるからのう。だから来られたのかもしれん。君の元いた世界には薄い魔力しかないから転移できんだろうが」

「あ、これ手土産に。クッキーとかですけど」

「や、すまんね。じゃあ、お茶でも出そうかの」

　こぽこぽと急きゆう須すで湯呑にお茶を注いでくれる。そしてやっぱり茶柱が立った。神様パワーなんだろうか。

　熱々のお茶を静かに飲む。美う味まい。久しぶりの緑茶だ。

「それでどうしたのかね？」

「あー、ちょっと相談に乗っていただけないかと……」

「ふむ？　まあ、話してみなさい」

　僕は神様に今回のことを話した。自分自身どうすればいいのか、そもそも自分はこれから彼かの女じよたちとどう接していけばいいのか。そこらへんを交えて詳くわしく。

「ふーむ、そこまで深く考えんでもいいんじゃないかのう。好きと言ってくれてるんじゃから、素す直なおに喜べばいいと思うが」

「いや、嬉しいとは思うんですけど、なんていうかいろいろ考えてしまって」

　神様に悩なやみを聞いて貰うとか、なんか懺ざん悔げしてる気持ちになってくるな。別に罪を犯おかしたわけじゃないけど。

「そうじゃのう。そういった話なら専門家に聞いてみるか」

「え？」

　神様は傍かたわらに置いてあった黒電話に手を伸ばし、ダイヤルを回してどこかにかけ始めた。

　しばらくすると雲海の中から一人の女性が浮かび上がる。年の頃ころは二十代前半、ふわふわの桃もも色いろの髪かみに、これまたふわふわの薄うす衣ぎぬを白い衣装の上に纏まとって、宙を漂いながらこっちへやってくる。手足や首には黄金の環わがジャラジャラとついていた。あ、裸足はだしだ。

「お待たせなのよ」

　軽い挨拶を交かわし、ちゃぶ台の前にふわりと座すわる。

「えっと、この方は？」

「恋れん愛あい神しんじゃよ。君の相談にうってつけじゃろ？」

　恋愛神!?　この人が!?

「初めましてなのよ。貴方のことは前々から気になって、時々覗のぞいてたのよ」

　そういや、ユミナのときに神様からそんなことを電話で聞いたな。興きよう味み津しん々しんの恋愛神がいるって。それがこの人か。まさかその人に相談することになるとは。まさに神のみぞ知る……。

「恋愛神って恋愛の神様ってことですよね？」

「そうなのよ。でも、別に人の気持ちを操あやつったりはしてないのよ？　ちょっと雰囲気を盛り上げたり、恋愛にお決まりのお約束ごとをしたり。つまりはシチュエーションをプロデュースするとか、そんなものなのよ」
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「お約束？」

　あ、恋愛でのお約束ってことか。ベタだけど、「遅ち刻こく、遅刻～！」とか女の子がパンを咥えて走っていると、曲がり角で素す敵てきな男の子とぶつかる、とかそういうの。

「そうなのよ。『俺おれ、この戦いが終わったら結けつ婚こんするんだ……』とか言う奴やつは結婚できなくするのよ」

「あんたのせいか！」

　それ、結婚できないだけじゃなくて、死ぬよね!?　恋愛フラグじゃなくて死亡フラグだと思うんだけど！

「それで、どうしたのよ？」

　この人に相談するのはすっごく不安なんだが仕方がない。とりあえず（失礼）恋愛神なわけだし、なにかアドバイスがもらえるかもしれない。

　とりあえず今の状じよう況きようを話してみることにする。

「ふーん、なかなか面おも白しろいことになってるのよ」

　僕から話を聞いた恋愛神はにまにまと笑みを浮かべ、ちゃぶ台の上のクッキーをバリボリと囓かじった。行ぎよう儀ぎ悪いな、恋愛神。

「でもなにが問題なのかわからないのよ。お互いに好きならそれでいいのよ？」

「でも四人いっぺんになんて……」

「まず、そこが間ま違ちがっているのよ。貴方の元いた世界の常識は捨てるのよ。四人のうち誰か一人だけが好きで、他の三人はついでとか、可か哀わい想そうだから、とかなら不誠実で酷ひどい話なのよ。でも四人とも好きで、みんなを幸せにしたいと本気で思っているなら、それはそれで本当の愛なのよ」

　愛って。そこまでの気持ちが僕にあるのだろうか。

「みんななんで僕なんかを好きになったんだろう……」

「それはわからないのよ。出会ってすぐ恋こいに落ちる人もいれば、身近すぎて自分の気持ちに気づかない人もいるのよ。十人十色、千せん差さ万ばん別べつ、人生いろいろなのよ。いろんな理由があって好きになるのよ」

　わかるようなわからないような。まあ、恋愛には決まった形はないってことだろうか。

「たぶん、貴方あなたは自分に自信が無いだけ。自分がその子たちの気持ちに応えられる存在なのか、それが不安なのよ。でもそれを決めるのは貴方じゃなく、その子たちなのよ？」

　うぐ。……確かに言う通りかもしれない。勝手な理想像を押おし付つけて、それに及およばない自分に、これまた勝手なコンプレックスを感じていただけなのか。

「もっと素直に今の気持ちに従ったらいいのよ。相手の気持ちを考えるのも大切だけど、自分の気持ちも誤ご魔ま化かしたらダメなのよ。それは告白してくれた女の子たちに失礼なことなのよ？」

「そうか……。僕もわがままを言ってもいいんだな……」

「当然なのよ。片方だけの幸せなんて恋愛じゃないのよ。貴方も幸せにならないと意味がないのよ」

　……うん、そうだな。僕にも譲ゆずれないところはある。そこからはお互いに話し合って摺すり合わせていけばいい。一生付き合うかもしれないんだ、これぐらいは許してもらおう。

「答えは出たかね？」

　僕の心を読んだように、神様が尋たずねてくる。

「わかりません。でも見えてきた気がします」

「そうかね。それは何より」

「私のお約束も無む駄だにならないでよかったのよ」

　……ん？　なんか引っかかる言葉が。お約束ってのはさっき言ってたシチュエーションのプロデュースのことか？

「私のお約束ってどういうことです？」

「前に『たまたまお風ふ呂ろで着き替がえを覗いてビックリしちゃった！』をプロデュースしたのよ。感謝するのよ」

「あれ、あんたのせいかよ!?」

　恋愛神はベタな展開がお好みのようだった。










　夕方になってから、リビングに四人とも集まってもらった。ライムさんやラピスさんたちには席を外してもらっている。告白してくれた四人と僕だけだ。

　正面のソファには四人が並んで座り、僕の言葉をじっと待っている。

　みんな僕にはもったいないくらいの素敵な女の子だ。だからこそ嘘はつきたくないし、自分の気持ちを知ってもらいたいと思う。

「えっと、まず……僕は結婚しません」

「「「「ええ――――――――――――――――ッ!?!?」」」」

　目の前の四人が同時に立ち上がり、驚おどろく声がリビング中に響ひびきわたった。
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「ちょ、ちょっとどういうこと!?」

「な、なにか拙者たち悪いことをしたでござるか!?」

「……お嫁さんに、してくれる、って……」

「冬夜さん!?」

　立ち上がった四人が僕に向かって身を乗り出してくる。しまった、言い方を間違えた！

「ちょ、ちょっと待って！　『今は』ってことなんだ。『今は』結婚しないってこと！」

　僕の言葉を聞いて、ピタリとみんなの動きが止まる。よかった、話を聞いてくれそうだ。

「『今は』？　じゃあいつかは結婚してくれるってこと？」

「もちろん。嫌いやじゃなければ四人ともお嫁さんにもらうよ」

　エルゼの言葉に僕が答えると、とりあえず落ちついたのか、みんな椅い子すに腰こしを下ろしていく。

「僕は四人とも同じくらい好きだし、お嫁さんにもらうという約束は守る。でも『今』じゃない。僕はこのままなし崩しというか、流されたままでみんなと結婚するわけにはいかない」

「……どういうことでござる？」

　小さく首をかしげながら、八重が尋ねてくる。

「結局、僕もまだまだ半人前ってことだよ。他人の人生を背負えるほど大人じゃないし、深い考えもない。だからもう少し待ってほしい。君たちの全てを余裕で受け止めることが出来るようになるまで。その見込みがないって思ったのなら、いつでも僕を捨ててくれてもいい。君たちにはそうする権利がある」

　これは僕のわがままだ。僕はみんなを幸せにしたい。しかし、足りないんだ。いろんなものが。覚かく悟ごや勇気や愛情や知識やその他いろいろ。

　要はみんなにふさわしい男になるまで時間を下さいってことなんだけど、そのわがままにいつまでも付き合わせる気はない。捨てられて当然のことを言っているのだ。その選せん択たくは彼女たちに決めてもらう。

「……ずいぶんと勝手な言葉よね。でも言いたいことはわかったわ」

　エルゼがため息をつきながら言葉を漏もらした。呆れたような気の抜けたような顔をしている。事実、結婚を迫せまられても、はぐらかしているヘタレ男となんら変わらないのだ。さもありなん。自分の都合で彼女たちの自由を奪うばおうとしてるのだ。ひどい男だと我ながら思う。

「ずるいわ、そんなの。あたしたちがあんたを捨てることなんかできないってわかってて言ってない？」

　ジト目で睨にらまれた。いや、そこまで自信過か剰じようじゃないけれども。話をしてすぐさま捨てられるようなことはさすがにないと思いたかったけど。

「先に惚ほれた方が負け、とはよく言ったものでござるなあ……」

　苦く笑しようしながらエルゼの肩かたを叩たたく八重。叩かれた本人はぷーっと頬ほおを膨ふくらませて横を向いてしまっている。

「……お姉ちゃんが、冬夜さんを捨てても、私はいつまでも待ちます。冬夜さんが、お嫁さんにしてくれるのを」

「ちょ、誰も捨てるなんて言ってないでしょ!?」

　慌あわてる姉を見ながらくすくすと笑うリンゼ。よかった、冗じよう談だんか。

「私もそれで構いません。みんな気持ちを確かめ合ったんですから、あとは高めていくだけです。私たちのことを、好きで好きでたまらなくなるまで」

「僕ももっと好きになってもらえるよう頑がん張ばるよ」

　ユミナの言葉に思わず微笑ほほえんでしまう。これからは仲間ってだけじゃない、家族で恋人で婚こん約やく者しやなんだ。もっとしっかりしないとな。そして一日も早く自信を持って、彼女たちに僕からプロポーズができるようにならなくては。

「じゃあこれで全員が冬夜さんの婚約者ってことで、一人ずつ順番に旦だん那な様さまにキスしてもらいましょうか？」




「「「「えっ!?」」」」




　ユミナが手をポンッと叩いて、ナイスアイディア！　みたいな顔をする。なに言い出すの、この子！

「ちょ、そっ、そっ、それはまだ早いんじゃないの!?」

「その、たっ、たとえ、許嫁いいなずけであっても、節度あるお付き合いをでござるな……！」

　エルゼが顔を真っ赤にしてわたわたと焦あせり出す。同じように八重も顔を真っ赤にしている。八重はまあわかるが、意外とエルゼも奥おく手てなんだよな。

「でも、私は昨日してもらいましたよ？」




「「ッ!?」」




　ユミナのつぶやきに、バッ！　とものすごいスピードでエルゼと八重に顔を向けられた。いや、確かにしたけど……。

「わ、私もしてもらいました……。お、おでこに、ですけど」




「「ッ!?」」




　おずおずとリンゼが手を挙げると、再び、バッ！　とさらにすごいスピードでエルゼと八重が顔を向けてきた。いや、確かにしたけど！

「じ、じゃ、じゃ、じゃあ、あた、あたしたちにも、し、しなさいよっ！」

「その……してほしい、でござる……」

　なにこの展開！　君らさっきまでまだ早いとか、節度あるお付き合いをとか言ってたじゃん！

　二人は顔を真っ赤にしてはいたが、じっとまっすぐな視線をこちらへ向けていた。

　くっ、ここで逃にげるわけにはいかないか……。僕はもうみんなを受け入れると決めたのだから。

　手を伸のばし、エルゼを引き寄せる。彼女は一瞬、びくっと身体を震ふるわせたが、素直に従ってくれた。頬に手を当て、ゆっくりと顔を近づけて……。

「やっ、やっぱり恥はずかしいっ！」

「ぐふぉっ!?」

　そう言って放たれた必殺の正せい拳けん突つきが僕のみぞおちを正確に抉えぐった。そしてそのまま彼女の拳による、本日二回目の昏こん倒とう。毎回こんなのは勘かん弁べんしてもらいたいなあ……と頭の片かた隅すみで考えながら、僕は意識を手放した。










「う……？」

「気がつかれまシたか？」

　目覚めると、自分の部屋のベッドの上。いつの間にかすっかり夜になっていた。薄うすぼんやりとしたランプの明かりが灯ともる中で、メイド服に身を包つつんだシェスカがベッドの横の椅子に腰こし掛かけている。

「シェスカ……？　どうしたの、その服……」

「ラピス様に貸していただきまシタ。マスターに仕えるなラ、これがユニフォームだト」

　そういや、帰ってきてからシェスカのこと任せっぱなしだったな……。忘れていたわけじゃないんだけど、人生に関わるイベントが立て続けに起こってたもんだから……。っていうか、全ての引き金はこの子じゃんか。

「で、なんで僕の部屋に？」

「夜よ這ばいに来まシた」

　ずざっ！　とベッドの端はしへと後ずさる。ぼんやりしていた頭が一気に覚かく醒せいした！　貞てい操そうの危機!?

「冗談でス。今日はする気はアリませン」

「今日は」ってのはなんだ、「今日は」って！　ほんとタチが悪いな、この子は！

「本当は少しお話があって来まシた。マスター宛あてにメッセージがありまス」

「メッセージ……？　誰の？」

「レジーナ・バビロン博士のでス」

　シェスカと『庭園』を造った古代の天才博士から!?　どういうことだ？

　シェスカが左の手首を右手で脈を測るような仕草をすると、左手首の内側が開き、なにかコネクタのようなものがついたケーブルが引き出された。

「わ」

　こういうのを見てしまうと、あらためてこの子はロボ子なんだなあと意識してしまう。

　シェスカはそのまま引き出したコネクタの先を僕に差し出してきた。

「え？　これ、どうすんの？」

「さア？　新しくマスターになった者に渡わたせばわかル、と博士が」

　そんなこと言われても。あいにくと僕は人間なんで、コネクタを接続するような箇か所しよはないんだが。口に咥えろとでも言うのか。……あれ？

　このコネクタの形状……まさか。いや、でもそれ以外考えられない。

　壁にかけてあったコートの懐からスマホを取り出し、シェスカの差し出してきたコネクタを接続する。ピッタリだ。

　ピポッ、と独特な電子音が響き、半はん透とう明めいなゲージが画面に表示され、少しずつ緑のゲージに変わっていく。やがて１００％緑のゲージになったところで、スマホの画面が輝き始めた。

「な、なんだなんだ!?」

　光がおさまると、なんと画面の上に十五センチほどの人間が立っていた。

　どこか半透明で「いかにも画像です」といったところだが、僕のスマホには立体映像を映す機能はなかったはずだ。

　十五センチほどのその映像の人間は、白衣を着た二十代前半の女性で、眼鏡めがねをかけて、口にはなにかタバコのようなものを咥えていた。髪は長くボサボサで、せっかくのブロンドも台無しといった感がある。白衣の中の上着とスカートもだらしなく着込んでいて、その無む頓とん着ちやくさに拍はく車しやをかけていた。

「レジーナ・バビロン博士でス」

「この人が……？」

　気け怠だるそうにしていた博士の顔が、不意にこちらを見上げて、にたっと笑った。え？

『やあやあ、初めまして。ボクはレジーナ・バビロン。まずは「庭園」及び、フランシェスカを引き取ってくれた礼を述べよう。ありがとう、「望月冬夜」君』

「……え？」

　どういうことだ？　なんで五千年近く前の人間が、僕の名前を知っている!?

　よくよく考えてみると、なぜこのコネクタは僕のスマホと同じタイプなんだ？　まるで最初から知っていたかのような……。

『わかるよ。君の疑問はもっともだ。それを知りたくなるのも当然だよね。君は「そういう人間」なのだから』
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　そういう人間って……。僕がこの世界の人間じゃないことまで知ってるのか!?　この博士はいったい……!?

『君の疑問に答えようじゃないか。じっくりと見るといい』

　そう言うと、博士は自らのスカートを捲まくり上げた。レースのついた黒いぱんつが目に飛び込んでくる。

『ボクのお気に入りだ』

「知るかぁ！」

　思わずスマホを布ふ団とんの上に叩きつけてしまっていた。なにが「そういう人間」だよ！　勝手に「そういう人間」にすんなよ！　別にあんたのぱんつに疑問を持って、知りたくなったんとちゃうわ！

『はっはっは。冗談、冗談。ちょっとしたお遊びさ。気にしないでくれたまえ』

　博士の画像が布団の上でにやにやと笑っている。その間もチラッチラッとスカートを捲り上げて、僕にぱんつを見せつけようとしていた。この博士、やっぱりおかしい！

　立体映像の博士はタバコ（のようなもの）を咥え直すと再びニヤリと笑った。

『きちんと君の疑問に答えるから許してくれたまえ。まず、なぜボクが君のことを知っているのか？　それはボクが未来の出来事を覗くことができる道具を持っているからだ』

　未来を覗く道具？　アーティファクトか？　そんなものまで造ってしまうほどの天才なのか……。頭おかしいけど。

『時空魔ま法ほうと光魔法を組み合わせて、そこに無属性魔法の……まあ、細かいことは省くが、とにかくその道具は未来を映し出すことができる。しかしあいにくとこの道具は断だん片ぺん的てきな物事しか覗くことができない上に、覗く時代を決められてしまう欠点があるんだ。使用者と同じ生体波動を持つ者を時代を超こえて捉とらえ、映し出すシステムなんでね。ボクの場合、全属性持ちなんてことが逆に災わざわいして、遠すぎる君の時代しか覗けないわけだが』

　この人と生体波動が同じなんか、僕……。なんかすごく嫌な気分になってきたぞ。同どう類るい扱あつかいされているような……断じて違ちがうからな。同じ属性持ちって言ってもそういう意味じゃないから！

『ま、それを使って君のことを見つけた。初めはちょっとした興味からだったんだけど、だんだんと楽しくなってきてね。君と君の仲間の冒ぼう険けんを楽しく眺ながめていたんだが、ある時それが見えなくなってしまった。なぜかって？　未来が変わってしまったのさ。いや、変わったというか、不確定になってしまったという方が正しいか』

　不確定……？　どういうことだ？




　Ａ（過去）――――――――――Ｂ（未来）




　という時の流れがあるとして、その間に変へん更こう点てんＣができたとしたら、その未来はＢではなく、B'となる。

　博士が今まで見ていた未来がＢだとしたら、なにかその未来を揺ゆるがすような変更点Ｃが起きかけて、B'の未来が出来つつあった……ということか？

『パルテノの滅めつ亡ぼう……いや、それは決まっていたのだろうな。実際、君たちの時代ではボクらの文明は滅ほろんでいるのだし。とにかく人類の敵、フレイズどもの侵しん略りやくによるパルテノの滅亡は、すでにボクが見ていた未来に織り込まれていたんだ』

　フレイズ……。フレイズだって……！　リーンが言っていたあの水すい晶しようの魔物か！　五千年前の古代文明の滅亡は、あの怪かい物ぶつが引き起こしたのか！

『ボクらも戦ったが、幾万ものフレイズによるパルテノの滅亡は止められなかった。そしてそいつらが世界中に拡散したことによる世界の滅亡は目の前に迫っていたんだ。おそらくその先に未来はない。だから、ボクは未来が見えなくなった』

　Ａ（博士がいた過去）からＢ（僕らの未来）の流れが、B'（フレイズによる世界滅亡の未来）に変わりつつあった、ということなのか？　でも……。

『そう、君も気付いている通りなぜか世界は滅亡しなかった。ある時を境にフレイズたちが世界から消えてしまったんだ。理由はわからない。でも、おかげでまた君たちの未来が見えるようになった』

　B'にはならなかったってことか。よかった。そうなっていたら僕は別の世界に飛ばされていたかもしれないな。そうしたらみんなとも会えなかったかもしれない。

　だけど、なんでフレイズたちは急にこの世界から消えてしまったのだろう……？

　昔のＳＦ小説のように、ウィルスとかフレイズのみを害する何かが発生したのだろうか。

『ま、そういうわけでボクは君のことを知っていたというわけさ。むろん、ボクの造った「バビロン」は君のために遺のこしたものだ。好きに使ってくれたまえ。君好みの娘むすめたちも造っておいたから好きに使ってくれたまえ』

　にまにまと人の悪い笑えみを浮うかべる立体映像。くっ、なんだろうな！　この「わかってるって、仕方ないよね。男の子だもの」的な笑いは！　弟をからかう姉、みたいな感じ！

『一応、君以外に「バビロン」が渡わたってしまうのはよろしくないので、分散させておいたが、ま、残りは見つけても見つけなくても構わない。気が向いたら探せばいいさ。あまり強すぎる力はその時代には必要ないらしいしね』

　適当だな！　この人ホントに天才なのか疑わしいぞ。

『では、長くなったがこれでメッセージを終える。ちなみにこのメッセージが終わったと同時に、フランシェスカは全ぜん裸らになる』

「うぇええぇっ!?」

『冗談だ。ではまた』

　再びスマホを布団に投げつける。くあぁああ！　最後までおちょくっていったな、あの変態博士！　なんだ!?　あの人は僕をおちょくるのに「バビロン」を造ったのか!?

「……脱ぬぎまスか？」

「脱がんでいいから！」

　服に手をかけたシェスカに釘くぎを刺さす。

　ともかくあの博士は過去からこっちを覗いて、僕らのことを知っていたんだな。それにしては転てん送そう陣じんがイーシェンの海の底とか、「バビロン」を分ぶん割かつしておくとか、とても未来を見ているとは思えないんだが。

　断片しか覗くことができないって言ってたから、狙ねらって覗くことはできないのかもしれない。どうかそうあってほしいものだ。こうしている間にも過去から覗かれてるかもしれないと思うと、気が休まる時がないしな。

　それともうひとつ気になるのが、フレイズのことだ。おそらく博士はフレイズが未来にもいることを「見ていない」。

　僕らが旧王都で出会ったあのコオロギ型のフレイズは、ひょっとして封ふう印いんされていたモノじゃないだろうか。千年前にもフレイズの侵しん攻こうがあったのかもしれない。それで、旧王都は廃はい墟きよとなり、遷せん都とせざるをえなかった……そう考えると辻つじ褄つまが合う。

　僕らが発見したのはその時の生き残り……なにか弱点を探さぐるためとか、そういう理由で捕ほ獲かくされ研究されていた一体だったのかもしれない。

　でも……だとすると……。リーンたちが出会ったヘビ型のフレイズはどういうことだ？　五千年前、千年前と同じことが起こる前まえ触ぶれなんじゃないのか？

　五千年前は世界が滅亡しかけた。千年前は王都が滅んだ。規模は縮小しているともいえる。今回同じことが起こっても、それほど被ひ害がいは出ないのかもしれない……と考えるのは甘あますぎるか。

「どうかしまシたか？」

「いや……なんでもない」

　こんなのはすべて仮定の話でしかない。杞き憂ゆうに終わるならそれでいい。しかし、もしものことがあったら……。

「……考えても仕方ないか。不安がらせるだけだし、みんなには黙だまっておこう」

「私ノ夜這いを？」

「そっちじゃないやい！　でも、黙ってろ！」

「イエス、マスター」

　婚こん約やくしたその日に、浮うわ気きとか騒さわがれたらたまったもんじゃない。そそくさとシェスカを追い出して、（きちんとシェスカ用の部屋は与あたえてある）僕ぼくはベッドへと潜もぐり込んだ。
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　翌日、僕は一人で王都の商業区である南区に出かけた。

　目的地は宝石店。いや、婚約指輪をですね、買おうかと思いまして。

　まあ【モデリング】を使えば自分で作れなくもないと思えたんだけど、婚約者に贈おくる物をケチるってのもなんだな、と思ったので。

　ただ、こういうのってどれくらいが相場なのかわからないな。「婚約指輪は給料の三倍」とか言うけれど、あれってジュエリー会社が広めたキャッチコピーに過ぎないって聞いたことがある。そもそも僕の稼かせぎって給料制じゃないしな……。

　ちょっとネットで調べてみたら、男性が婚約した時に女性に贈るのが婚約指輪。これが給料の三倍とか言われてるやつ。そして夫ふう婦ふペアで、いつも身に着けるために結婚式で交こう換かんするのが結婚指輪。こっちは日常生活でつけっぱなしになるので、あまり高くなくてもいいみたいだ。宝石もついてないのが普ふ通つうらしい。

　普通の結婚であるならば、自分のと合わせて三つの指輪を買うことになるのだが、僕の場合お嫁よめさんが四人いるので、結婚・婚約合わせて計九つの指輪が必要になるわけで……。

　あれ？　今いま更さらながら気がついたけど、この習慣って僕の世界の習慣で。こっちだと違うのかも。まあ、結婚指輪の方はまだいいかもしれないけど。

　うーん、宝石店の店員さんに一応確かく認にんしてみるか。

　そんなことを考えながら商業区を歩いていると、なにやら揉もめている声がしてきた。なんだろう？　と声がする屋台の方に行ってみると、屋台の店主が腕うで組ぐみして客を睨んでいた。

「あのな、兄ちゃんよ。それがどこの金かわからねえが、それじゃあ支し払はらえねえの。わかる？」

「困ったなあ。僕、これしか持ってないんだよね……」

　歳としは僕と同じくらいだろう。白いシャツに黒いジャケットを着込み、黒のズボンに長く白いマフラーと、見事なまでのモノトーンの少年が困ったように頭を掻かく。その頭も真っ白な白しら髪がだった。手には食べかけのクレープを二枚持っている。

「金が無いなら無銭飲食だ。警備兵のところへ突つき出してやる」

「ええっ、だからこれで払えないの？　これもお金だよ？」

「だからこの国ではそんな金使えねえって……！」

「あのー……」

　たまらず声をかける。どうやら察するに、この少年はこの国の通貨を持たずに商品を食べてしまったらしい。

「なんだい、アンタは？」

「通りすがりの者ですけど、その代金、僕が払いますよ。それならいいでしょ？」

「そりゃ金さえもらえりゃ文句はねえが……」

　銅貨一枚払って、さらに二つクレープを貰もらう。クレープ四枚で銅貨一枚なら安い方か。僕は少年を連れて屋台を離はなれた。

「ありがとう。助かったよ」

「いや、困ったときはお互たがい様だし。それより君、共通通貨を持ってないのかい？」

　感謝の言葉を述べてきた少年に、僕は尋ねてみた。いったいどこの田舎いなかからきたのか。遥はるか遠いイーシェンでさえ同じ共通通貨を使っているというのに。

「前はこれで買い物ができたんだけどなあ」

　マフラーの少年はジャラッとポケットから銀色のコインを出して見せた。

「変わった形だね」

　共通通貨、僕らが普ふ段だん使っている金貨とか銀貨は基本、丸い。まんまるだ。でもこれは八角形の形をしている。珍めずらしいな。少年の手から一枚を手に取り、裏返したりして眺めてみる。

「気に入ったのならあげるよ。さっきのお礼にさ。どうせここじゃ使えないんだし」

「そう？　じゃあ遠えん慮りよなくクレープ代として貰うよ」

　正直、そこまで欲ほしくもなかったが、そう言っておけば、さっきのことを引け目に感じることもないだろうと思って、何枚か受け取った。

「僕は冬夜。望月冬夜。君は？」

「エンデ。よろしく、冬夜」

　エンデと名乗った少年が差し出した手を僕は握にぎった。なぜかやたらと冷たい手だったのを覚えている。これが僕とエンデの初めての出会いであった。
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「うーん、これからどうしようかな。お金がないといろいろ困るよね？」

　エンデが残りのクレープにパクつきながら、頭を捻ひねる。僕もクレープを頬張りながら、広場の噴ふん水すいの前を行き交う人たちを眺めていた。

「そりゃまあ。なんか仕事して稼ぐしかないだろうけど」

「冬夜はなんの仕事をしてるの？」

「僕？」

　稼ぎ……稼ぎねえ。あまり意識したことなかったけど、僕って職業なんなんだろ？　冒ぼう険けん者しや、か。一応ギルドからの報ほう酬しゆうがメインだし。

「僕は冒険者ギルドの仕事をこなしてお金を貰ってるかな。魔ま獣じゆうとか倒たおしたり、商人の護衛とかしてさ」

「ああ、なるほど。それなら僕にもできるかもしれない」

　簡単に言ってくれるなあ。まあ、初級のクエストなら充じゆう分ぶん気をつければなんとかなるか。

「ギルドに登録するのか？　でも武器も無しで大だい丈じよう夫ぶ？　一応、採取系の依い頼らいもあるとは思うけど」

「武器なんていらないよ。ドラゴンを倒すわけじゃないんだし」

　素す手ででやる気なのか？　エルゼと同じ武ぶ闘とう士しなんだろうか。それとも魔法の使い手か？　っていうか武器があればドラゴンでも倒せる、みたいな口ぶりだけど、すごい自信だな。

「まあ、とにかくギルドまで案内するよ。僕もギルドに用があるから」

「悪いね」

　食べ終わったクレープの包み紙をくずかごに入れて、僕らはギルドへと歩き出した。指輪のためのお金を下ろさないといけないからな。

　エンデの身長は僕よりも少し高い。一七〇センチくらいか。顔立ちも中性的な感じで整っていて、いわゆるイケメンだ。くっ、別に悔くやしくないぞ……。

　それにしても白いマフラーが地面につくんじゃないかと思うほどに長い。しかし、冬でもないのになんでそんなマフラーをしてるのか。

「これは大切な人からのもらい物なんだよ」

　僕が尋ねてみると笑え顔がおで彼かれにそう返された。そういうことを聞きたかったわけではないのだが。大切な人って彼女とか？　これは惚のろ気けられたのだろうか？

　やがてギルドの看板が見えて来た。中に入ると、いつものようにボードの前では賑にぎわいをみせている。

　受付のお姉さんの前にエンデを引っ張って行って、登録の手続きをお願いした。エンデが登録説明をされている間に、隣となりのカウンターで僕はお金を下ろす。一生に一度（だと思いたい）のことだからな、奮発しないと。

　下ろしたお金を受け取ると、隣のエンデが黒いギルドカードを貰っていた。

「登録できた？」

「うん、おかげでね。あとは依頼をこなすだけだよ。ギルドって世界中にあるみたいだから助かるよ。僕はあまりひとつのところにいないから」

　そうなのか。旅をしてるには、ずいぶんと軽装なんだけど。っていうかお金も無しでよくここまで旅なんかできたな。なんとなくだけど世間知らずな感じがするし、どこかの国の王子様とかじゃなかろうな……。

　いろいろ疑問はあるけれど、まあ僕には関係ないか。人それぞれなにか事情があるもんだ。

「じゃあ僕はこれで。初めは簡単な依頼にしときなよ。無理しないようにね」

「うん、わかった。ありがとう冬夜。また、どこかで会えたらいいな」

「ああ、またどこかで」

　エンデと別れ、ギルドを出た。変な奴だったな。

　さて、当初の目的である宝石店へと行きますか。










　正面に座る四人は左手の薬指に光る指輪をそれぞれ嬉うれしそうに眺めていた。プラチナリングにダイヤモンドのシンプルな指輪だが、けっこうなお値段がした。正直、相場がわからなかったのでお店のお姉さんに任せっぱなしだったのだが、ひょっとしてふっかけられたのだろうか。デザインが決まったあとに、「じゃあそれを四つ」と言ったら、目を丸くしていたが。

　魔法の効果が付ふ与よされているらしく、サイズが指に自然に合うようになってるんだそうだ。そこにさらに僕が魔法を付与しておいた。

「その指輪には【アクセル】と【トランスファー】、そして【ストレージ】を付与しておいたから」

【アクセル】は戦闘で、【トランスファー】は予備の魔力タンクとして使ってもらえれば、魔力が尽つきてもそこからさらに引き出せる。【ストレージ】は個人の倉庫として使えるだろう。

「ありがとうございます、冬夜さん」

　ユミナが指輪を付けた左手を右手でそっと包み込み、にこやかに微笑む。

　それから僕は、懐ふところからミスリルでできた細いアクセサリーの鎖を取り出した。

「で、これはエルゼに」

「あたしに？」

　エルゼは不思議そうにそれを受け取る。

「指輪を付けたままじゃガントレットを付けられないだろ？　それに指輪を通して首から下げるといいかなって」

「そっか。ありがとう冬夜。嬉しい」

　鎖に指輪を通して首から下げて見せるエルゼ。うん、こっちも似合う。ミスリルだから切れることはまず無いし、身に付けてさえいれば付与した魔法も使えるしな。

　ふとポケットにエンデから貰った銀貨が入っているのを思い出して、ジャラッとテーブルに置いた。

「なんですか、それ？」

「今日会ったエンデって変わった奴から貰った。どっかの国のお金みたいだけど、知ってる？」

　リンゼは興味深そうにテーブルの上の一枚を手に取り、目の前で眺め始めた。

「見たことない、ですね……。とても精巧な刻印がされてます。けっこうな価値があるんじゃ……」

　うーん、だとしたら、ぼったくったみたいで悪かったかなあ。両替所に連れて行けばよかったのかな。あるいは質屋に持って行けば、最低でも銀の価値はあったかもしれなかったのに。

　テーブルの一枚を僕も手に取り、裏表ひっくり返して矯ためつ眇すがめつしていると、扉とびらをノックする音がしてリビングへレネが入ってきた。そのまま開けた扉を押さえ、次いで紅茶のカップとポットを持ったシェスカが部屋へと入って来る。

「お茶をお持ちしまシた」

　シェスカがカップを並べ、ポットから紅茶を注いでいく。それをなんとなしに眺めていると、僕の横にレネがやって来た。なぜかもじもじとしている。なんだ？

「あのさ、冬夜兄ちゃ……旦那様。お願いがあるんだ……です、けど……」

「ライムさんもいないし、普通に話していいよ、レネ。どうしたの？」

「あのね、あたしも自転車に乗りたいんだけど……」

　自転車に？　まあ、レネぐらいの年ねん齢れいなら乗る練習を始めても問題ないけど。ちょっと街中を走るのは不安だけど、誰だれか付き添いがいれば大丈夫かな。

「練習したいんだけど、屋や敷しきにある自転車じゃ足がとどかないの。冬夜兄ちゃんが前にスゥ姉ちゃんに小さい自転車を作ってあげたって聞いて……」

　ああ、そうか。ウチに置いてあるのは大人用のサイズだ。そりゃレネが乗るには無理がある。そこまで気が回らなかったな。

「わかった、レネ専用の奴やつを作っておくよ。色はなにがいい？」

「ホント!?　じゃ、じゃあ赤がいい！」

「お安いご用だ」

「わーい！　ありがとう！」

　ソファを越えて、レネが抱だきついてきた。おいおい、ライムさんがいたら怒おこられてるぞ。まあ、喜ばれて悪い気はしない。

　抱きついてきたレネに苦笑していると、目の前のシェスカと目が合った。

「……ロリコ、」

「うぉい！　ちょっと待とうや!?」

　それ以上は言わせねえよ、ロボ子さん！　こっちはただでさえユミナのことで気にしてるんだから、余計なことは言うんじゃない！

　しばらく変な目でみていたシェスカだが、やがて何事もなかったかのようにカップに紅茶を注ぎ終わる。それからテーブルの上にあった銀貨に目を留め、首を小さくかしげた。

「今でモこの国ではこちらの通貨が使われているのでスか？」

「今でもって……シェスカ、このお金知ってるの？」

「はイ。パルテノ銀貨でス。五二八四年前に初めて鋳造され、この辺りデも使われていまシた。イマだに現存してイタとは驚きでス」

　五二八四年前!?　シェスカの言葉に手にしていた銀貨をまじまじと見る。とてもそんな長い年月が経っているようには見えない。新品同様だ。なんでエンデはこんな古いお金を持っていたんだ？

　……待てよ？　あいつあの時、なんて言っていた？




『前はこれで買い物ができたんだけどなあ』




　前は？　前はってどういうことだ？　古代王国で使われていた通貨が使用できるところなんかあるのか？

　まさか……。馬ば鹿か馬鹿しい考えだが、僕はエンデが過去から来た人間じゃないかと考えてしまっている。あるいはシェスカと同じ、バビロン博士が造った者なのかもしれないと。

「シェスカ、バビロン博士が生み出した君のような者の中に、男の子はいるかい？」

「男の子……？　いえ、おりませン。博士は男性タイプは造ってはいませン。『男性っぽい』性格のタイプなら何体かいまシたが」

「男性っぽい」か。エンデは中性的な顔立ちをしていた。男の子かどうか確かめたわけじゃない。まさかと思うけど……。

　考えこんだ僕にシェスカがじいっと変な眼差しを向けてくる。なんだよう。

「……Ｂエ、」

「うぉい！　だからちょっと待とうや、ロボ子さんよ!?」

　そういう意味で聞いたんじゃない！　僕はそういう趣しゆ味みはないから！　どノーマルだから！　女の子大好きです！

「たとえマスターが少年嗜好だろうと衆道だろうと、どンな趣味をお持ちでも、私はただ付き従うだけでございまス。……半ズボンとか穿きまショウか？」

「穿かんでいい！」

　ったく、なんでこういう知識が無む駄だに豊富なんだこいつは。親が親なら、ってやつなのか？　見ろ。みんなわけがわからずポカンとしてるじゃないか。

　……あれ、なんでリンゼだけ顔を真っ赤にしているの……？







第三章　異世界の日常







　次の日、みんなを連れてギルドへと向かった。エンデに会えるかもしれないという考えもあったが、そろそろギルドのランクも上げておかねばと思ったからだ。

　今のランクはユミナは緑、それ以外の僕らは青である。黒、紫むらさき、緑、青、赤、銀、金とランクアップしていく中で、一流冒険者と言われる赤のランクぐらいにはなっておきたかった。

　そもそも僕らは黒竜を倒しているが、もしあれが討伐依頼のターゲットだった場合、赤ランクに相当する。つまり、実質的にはその実力はあるということなのだ。

　とりあえず依頼をこなしてランクを上げていけば、それだけ報酬も上がる。まだ自分が何をしたいのかよくわからないけど、なにをするにしろお金は必要になってくるだろうし。そのために婚約者であるみんなに頼たよるってのもなんだが。

　僕らについてトコトコと琥こ珀はくがついてくるのはもうお馴染みなのだが、ふわふわと浮かんでついてくる亀かめと蛇へび、つまり珊さん瑚ごと黒こく曜ようはかなり目を引いた。

《お前たちは目立つのだから、おとなしく留守番でもしておればよいものを》

《嫌いやじゃ。主の行くところ、わらわたちも行くのが筋というものぞ》

《そうよぉ。それに琥珀ちゃんだって充分目立ってるわよ》

　三さん匹びきとも街中だから念話で話しているのだが、僕には丸聞こえである。というか、珊瑚と黒曜が目立つのは浮いているからであり、おそらく僕が抱かかえて持てばさほど目立たないと思う。そのことを申し出たらきっぱりと断られたが。

　本人たち曰いわく、抱えて町中を歩かれるのはプライドが許さないとかなんとか。まあ、浮いているのを突っ込まれたら「魔ま法ほうです」と答えることにしよう。

　ギルドへ辿り着くと、ざわざわと賑わうホールを見回したがエンデの姿はなかった。もう別の町へと行ってしまったのだろうか。

　みんなはボードの方へ依頼書を見に行ってしまったが、僕は昨日エンデを担当した受付のお姉さんを捕つかまえて、彼のことを聞いてみた。

「ああ、あのマフラーの方ですか。ええ、昨日一いつ角かく狼おおかみの討伐依頼をこなして、依頼料を受け取って行きましたよ」

　一角狼か。初心者の黒ランクなら妥当かな。僕も初めては一角狼の討伐だったな。

「ただ、ちょっと……」

「？　なんかあったんですか？」

　苦笑いをしながらお姉さんが口ごもる。なんかエンデがやらかしたのだろうか。

「依頼は一角狼の討伐、討伐数は五匹だったのですが、あの方はそれ以上を狩ってきてしまいまして……」

「討伐部位は角ですよね？　何本持って来たんです？」

「確か五十本以上はありましたね」

「五十本以上!?」

　なんだその数!?　狩り過ぎだろう！

「討伐依頼数は五匹でしたので、依頼料は定額しか出せませんでしたが、残りの角は相場で買い取らせていただきました。とても喜んでいましたよ」

　それにしても五十匹以上って……。そうだ、それにあいつは武器を持ってなかったはずだ。やはり魔法使いだったのだろうか。だとしたらこの数も頷けるけど……。

　……ま、考えても仕方がないか。それにあまり他人のことをアレコレと詮索するのはよくない。

　僕は依頼ボードに食い気味に張り付いてる四人のところへ戻もどった。

「どう？　なんかいいのあった？」

「あ、冬とう夜やさん。これなんですけど……」

　ユミナが赤い依頼書が貼はられているボードを指差す。ん？　僕らは青までしか依頼を受けられないはずだけど。これは僕らよりワンランク上のボードだが。

　とにかくユミナが指差した依頼書を読んでみる。

「ミスリル……ゴーレム？　ミスリルでできたゴーレムなのか？　場所はメリシア山脈の麓、報酬は白金貨五枚……赤ランクの割りには安い気が……」

「確かに安いですけど、相手はミスリルゴーレムです。その体は素材として破格の値段で取引されます。大きさ次し第だいではとてつもない金額になりますよ」

　なるほど。存在自体がお宝みたいなもんだからな。それはおいしい話かもしれない。だけど、どっちにしろ僕らにはこの依頼は受けられない……ん？

「なお、Ｂ級以上の称号持ちであれば、この依頼はランクを問わない……？」

　称号ってあれか、こないだ貰った「竜殺しドラゴンスレイヤー」とかってやつか。確か他にも「グリフォンバスター」とか「デーモンキラー」とかもあるんだっけ？

「『竜殺し』はＡ級称号に当たります。ですから……」

「え？　じゃあこの依頼、僕らでも受けられるの？」

　依頼書を剥がし、受付へと持っていく。僕らは「竜殺し」の称号を持っているが、ユミナは持っていない。その場合、この依頼を受けることはできるのだろうか。

　ランクが低いからって実力も低いとは限らない。ベテラン騎士が冒険者に転職することだってあるからな。称号持ちはわかりやすい実力の証明だ。

「はい、この場合パーティーの過半数が称号持ちなので問題はありません。詳くわしい内容を聞かれますか？」

「はい、お願いします」

　依頼内容はメリシア山脈の麓、ステア鉱山の採石場にミスリルゴーレムが居ついてしまい、鉱山での採掘が全くできなくなってしまったそうだ。

　なにしろ相手はハンパな硬さではない。さらにミスリルという特性からゴーレムにしては動きが速いらしい。軽くて硬い、それがミスリルだからなあ。すでに何人かの鉱山夫たちが犠牲になっているんだそうだ。

　奴らは自分のテリトリーに侵しん入にゆうしてくる者を許さない。だからこそゴーレムを使役し、財宝の番人などに利用する魔法使いなどもいるのだ。

「依頼内容はそのミスリルゴーレムの討伐。依頼を受けられますか？」

　改めてみんなに確認し、依頼を受けることにする。討伐部位はゴーレムの中枢核。これを破は壊かいすればゴーレムは動きを止めるんだそうだ。破壊した中枢核を持ってこいって意外と難しくないか？　バラバラになったらかき集めるの大変そうだ。

「以前やったように、冬夜が【アポーツ】で核を引き寄せれば楽勝なんじゃない？」

　エルゼがギルドから出るとそんなことを言ってきた。確かにそれができるのなら簡単なのかもしれないが、フレイズの時は核が透けて見えてたからなあ。ゴーレムはそうはいくまい。リンゼも同じ考えらしく、姉の考えを否定していた。

「それに、ゴーレムほどの核となると、これくらいの大きさはありますよ。【アポーツ】では引き寄せることができないの、では？」

　そう言ってリンゼは両手でバレーボールほどの大きさを示した。確かに。【アポーツ】は片手の掌に握れるくらいの大きさが限度だ。その大きさだとおそらく無理だろう。

　となると、真っ正面から戦うしかないけど……。当然ながら硬いだろうなあ。硬さでいったら今までの相手だとフレイズが一番だが、おそらくそれ以上ではないだろうか。まあ、再生能力が無いだけゴーレムの方がマシとも言える。

　効果的なのはリンゼの【エクスプロージョン】や【バブルボム】などの爆発系、ユミナの土属性【ロッククラッシュ】などの圧壊系あたりか。

　エルゼは右手の破壊力増加のガントレットを使えば多少はダメージが通るかもしれない。問題は八や重えだ。刀による斬撃を武器とする彼かの女じよは、硬い敵には相性が悪い。

「拙せつ者しや、今回は囮として動くでござるよ」

　今回の依頼を達成したら、まずそのミスリルの塊かたまりで八重の刀を打ってもらわないとな。

「それでメリシア山脈までどうやって行くの？　また馬車を借りる？　っていうかもう買っちゃう？」

　確かにエルゼの言う通り、馬車はあった方が楽なんだが、今回は別の方法で行くことにしよう。せっかく手に入れたものを使わない手はないからな。










「では出発いたシまス。座席から立たないヨウにお願いいたしまス」

「座席なんかないだろうが」

「……気分の問題でス。そこらヘンは空気を読んで下さイ、マスター」

　何日かかけて、『庭園』をベルファストの王都まで呼び寄せておいた甲斐があった。これで移動すれば数時間で目的地へ着ける。

　現在高度二百メートルほどを飛行中だ。東京タワーよりも低い高度だが、高い建物も山もないのでこの高さで充分だろう。ステルス機能のおかげで誰もこちらに目を向けない。理屈はわからないが、この機能のすごいところは影かげさえも出ないというところだ。どうなっているんだろう？　これも古代魔法の力なんだろうか。

「予定では一時間ほどで到着しまス」

『庭園』の中央に設置された制せい御ぎよ装置の前で、シェスカがそう言った。この制御装置はパッと見、黒く大きな石板にしか見えない。いわゆるモノリスだ。そこに僕には読めない言語と簡単なマップが示されている。おそらく移動しているこの光が『庭園』なのだろう。

　シェスカとモノリスから離れ、『庭園』の片かた隅すみでシートを敷いて、お茶会を開いているみんなのところへ戻る。

「あと一時間ほどで着くってさ」

　ユミナと八重の間に座すわると八重がサンドイッチを渡わたしてくれた。ハムとチーズの簡単なサンドイッチだが、一口食べて、首をかしげる。

「ど、どうかしたでござるか？」

「いや……いつもの味と違うもんで……でもこれもアリかな。美お味いしい」

「そ、そうでござるか！」

　ホッと胸をなで下ろす八重。クレアさんの作ったものにしては、味が濃いというか塩コショウがきき過ぎな感じがしたけど……あ、ひょっとして。

「これって八重が？」

「そ、そうでござる。剣けんだけではなく、冬夜殿どのの、つ、つ、妻として、料理のひとつも出来ねば、と……クレア殿にご教授を……」

　なるほど、そうか。迂う闊かつな言葉を吐かないで良かった。パクパクとサンドイッチを食べ、八重にありがとうと礼を言う。

「あたしもこれ作ったのよ。食べてみて」

「へえ。エルゼもか。じゃあ遠慮なく」

「あっ、それは……」

　差し出されたのは鶏肉の唐揚げ。リンゼが何か言いかけていたが、それより早く僕の手はフォークで刺したソレを口へと運んでいた。

「か……」

「どう？　美味しい？」

「からあ――――――――ッ!?　辛ッ、辛い！　辛いっていうか、痛い!?　いたあ――――――――ッ!?」

　ユミナから差し出される水をガブ飲みするが、追いつかない。リンゼがバスケットボールほどの氷を魔法で出してくれたので、それに舌を当てなんとか危機を脱だつした。

「……なんちゅうもんを食わせてくれたんや……なんちゅうもんを……」

　思わず京都の商人みたいなセリフが出てきてしまったが、この流れる涙なみだは意味合いが違う。なんだこの激辛チキンは!?

「えー、そんなに辛いかなあ？」

　ひょいパクひょいパクと、何気なく口に放り込み、平然と食べるエルゼ。なんでなんともないの!?　その横にいたリンゼが申し訳なさそうに口を開く。

「お姉ちゃん、辛いの異常に強いんです。それと料理すると、なんでも辛くする癖があって、実家では絶対にキッチンに立たせませんでした」

　それを早く言ってほしかった。ゴーレムと戦う前に、負けた気持ちになるとは思いもしなかったぞ。

　とにかくウチでもエルゼは料理するのを禁止としよう。これは命に関わる可能性を孕はらんでいるからな。

　うう、まだ舌が痛い……。唇くちびる腫れてない？








◇　◇　◇









　メリシア山脈に着くと山沿いを少し北上し、ステア鉱山の上空に『庭園』を静止させた。眼下に見える採掘場を眺め、【ゲート】を開いて地上へと転移する。シェスカは『庭園』で留守番だ。

　地上に降り立つと辺りは静まりかえっていて、なんとも不気味な雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

「誰もいないんでしょうか？」

「そりゃあ、ゴーレムの縄張りに近づく奴はいないわよ。アレは自分のテリトリーに侵入する者を排はい除じよしようとする習性があるらしいからね。多分、あたしたちに気付いたら向こうからやってくるわ」

　ユミナとエルゼの会話を聞きながら、僕はマップアプリで「ミスリルゴーレム」を検けん索さくする。ああ、いるな。坑道の奥おくでゆっくりと動いている。どうやらこっちへ向かっているようだ。

「崩落の危険性もあるからこっちへ出てきてくれるのはありがたいな。出てきたら【スリップ】をかけて延々と転ばすか」

『アレはキツいわよぉ……』

『二度と味わいたくはないのう……』

　僕の言葉にげんなりした顔で黒曜と珊瑚がつぶやく。

『でもそれだと倒すことができないのでは？　ゴーレムがこいつらのように泣いて許しを乞うとは思えませんが』

『んだとコラァ！』

『琥珀……貴様、我らに喧けん嘩かを売っているのか？』

　険悪な雰囲気になりそうな三匹をなだめ、僕はちょっと考えた。

　うーん、確かに【スリップ】で転んだダメージは与えられるにしても、それで倒すのは難しいかな。珊瑚たちの時は日にち没ぼつまでという限定があったから、あの方法を使ったんだけど……。

　ふむ、他の方法か……前にちょっと考えたことがあったけど、やってみるか、アレ。

「ちょっと準備してくるから待ってて」

　僕はみんなにそう言うと【ゲート】を開き、『庭園』のシェスカのところへ向かった。










　準備をすませて採掘場へ戻ってくると、ズシン、ズシンという音が聞こえていた。どうやらゴーレムがもうそこまで近づいているらしい。

「ちょっとどこ行ってたのよ！　もう余よ裕ゆうないわよ!?」

「ゴメン、手間取った」

　エルゼの言葉に謝りながら、僕は【エクスプロージョン】を付与した弾だん丸がんを五十発ほどリンゼとユミナに手渡した。一応ニューモデルアーミーと付与した弾丸を、今回刀では戦力にならない八重にも手渡しておく。

　僕の狙い通りに事が進めば必要ないかもしれないが、なにが起きるかわからないからな。用心しておくにこしたことはないだろ。

　ズシン、ズシンと足音が近づいてくる。いよいよお出ましのようだ。大きな坑道の入口を睨みつける。しかしここの坑道って大きいよな……。ひょっとしてゴーレムが後から掘り進んで広げたものなのか？　だとしたらゴーレムの大きさはあの坑道の高さくらいあるってことなのかもしれない。

　それにしても……なんかこの足音、おかしくないか？　遠いのと近いのと、二つあるような……。

「来たでござる！」

　坑道の入口から太陽に照らされた銀色のボディが現れた。

　ゴツゴツとした岩のような体だが、全て金属の光沢を放ち、その大きさは六メートルはあるだろうか。足が短く腕が大きく長い。顔はのっぺりとしていて、目に当たる部分に黒くくぼんだ穴が見える。その中は赤く不気味に輝かがやき、まるでこちらを睨にらんでいるかのようだった。

「と、冬夜さん、あれ！」

　ユミナが指差す坑道からもう一体のゴーレムがのそりと姿を現した。こちらもボディは銀色に輝き、眩まぶしい光を放っていた。

　ミスリルゴーレムが二体。なんてこった。どうりで振しん動どうが二つあるはずだよ。さっきマップアプリで見た時は気がつかなかった。二体重なって見えてたのか。まさか夫婦とか？

　むう、拡大すれば二体いるのが事前にわかったのにな……さらに子供のゴーレムまで出て来たりはしないだろうな？

　そんな僕の気持ちなどお構い無しに、ゴーレムはそばにあった大岩を持ち上げてこちらに投げ飛ばしてきた。うおっ、危な！

　みんな散開してそれを避よける。地面に激突し、粉々に砕くだけ散った岩石の欠片かけらが四方八方に飛び散った。

「【水よ来たれ　衝しよう撃げきの泡沫　バブルボム】」

　リンゼが呪じゆ文もんを唱えると数個のシャボン玉のような球体が現れ、ふわふわとゴーレムの方へ漂ただよっていく。そしてそれがゴーレムに接触した瞬しゆん間かん、連鎖的な爆発を起こし、ドドドドドンッ！　と爆音が辺りに響ひびき渡った。

　霧きりのような煙が爆発の余韻を残すが、その中から現れたゴーレムは無傷のようだった。

「効いてない……？」

　いや、属性的な問題もあるのか？　確か土属性は水属性に強かったような。

　ダンダンッ！　と、ユミナと八重が銃じゆうを連射する。被ひ弾だんした肩かたの部分が、【エクスプロージョン】の効果で爆発した。しかし、やはりヒビらしきものさえ入らない。

　くっ、これではどうしようもない。こうなったらいちかばちか試ためしてみよう。

「ちょっと試してみたいことがあるから、みんな下がっててくれ」

　僕の言葉にみんな怪訝そうな顔をしたが、すぐに言う通りに下がってくれた。ゴーレムたちは真まっ直すぐにこちらへ向かってくる。さすがにミスリル製だからか、意外と歩みが速い。まあ、風船みたいに軽いわけはないから、それなりの重量はあると思うが……。

　ま、ダメならダメでその時だ。

「【アクセル】！」

　加速魔ま法ほうを使い、一いつ瞬しゆんにしてゴーレムの懐へと飛び込む。魔法の発動範囲に達したところで、ゴーレムが立つ足あし下もとの地面に手を翳かざし、決め手となる魔法を発動させた。

「【ゲート】！」

　地面と平行にボウッと大きな光の門が現れ、ゴーレムたちが水の中へ落ちるように地面へと消えていった。うん、成功だ。

「と、冬夜さん!?　今のは……？」

「ん？　ああ【ゲート】を使って転移させた」

　ユミナが駆かけ寄より、僕ぼくに尋たずねてきたので軽く説明してやる。うまくいってよかった。

「転移させたって、どこへでござるか？」

　八重の質問に、僕は笑いながら人差し指を上に向けた。

「この真上。高度一万メートル上空へ」

「「「「は!?」」」」

　ポカンとしているみんなをよそに、マップアプリでゴーレムの位置を確認する。高度まではわからないが、やっぱりここからズレていってるな。空気抵てい抗こうとかがあるからかな。真っ直ぐ落ちてこられても困るから結果オーライだけど。

　この辺には南に鉱山町があるけどかなり離れているし、そっちには向かってないから大丈夫だろ。

　さっきシェスカに一万メートル上空まで行ってもらい、このための出口を確かく認にんしてきたのだ。ただ、よく考えると一万メートルもいらなかったのかもしれない。

　確か落下してる物体が空気抵抗を受けて最終的に一定の速度に到達してしまえば、高さはもう関係なかった気がする。終しゆう端たん速度、だっけか？

　まあ、念には念を入れて高くした、ということにしとこう。

　やがてキィイィイインという甲高い音と共に、採掘場の西の方から二つのとてつもない衝しよう撃げき音おんが轟とどろいてきた。落ちたか。ここに真っ直ぐ落ちるとは思ってなかったけど、けっこうズレたな。

【アクセル】を使ってゴーレムの落下した場所へ急ぐ。みんなも指輪に付与された【アクセル】を使って、同じく加速してついてきた。

「っと、まだ動いてるな……」

　土つち煙けむりがもうもうとたち込める大きなすり鉢状の中で、全身ヒビだらけになりながらも、二体のゴーレムは懸命に立ち上がろうとしていた。思ったよりもダメージが少ないな。ミスリルってのはそんなに軽いのか？

　立ち上がったゴーレムたちがこちらへと向かってくる。

「【水よ来たれ　衝撃の泡沫　バブルボム】」

　そうはさせないとばかりにリンゼの放った魔法が手前のゴーレムの胸元で爆発した。ヒビだらけの体に衝撃を受けて、胸のミスリルがガラガラと崩くずれ落おちる。今度は効いたようだ。崩れたその胸の奥に、鈍く輝くくすんだ銀色の玉が見えた。ひょっとしてあれが中枢核ってやつか。

「【アクセルブースト】！」

　エルゼが身体強化と加速の魔法を併用し、放たれた矢のようにゴーレムの胸に飛び込んでいく。振ふりかぶった右手のガントレットがチャージ完かん了りようの赤い光を放っていた。

　ガキィィィン！　と重い金属をぶつけたような音がして、中枢核の一部が砕け散る。そのままゴーレムは背中から地面へと地じ響ひびきを立てて倒れたまま、ピクリとも動かなくなった。

　その向こうでは、ダンダンダンダンッ！　と銃じゆう声せいが響き、次いでドガガガガ！　と爆発音が轟き渡っていた。もう一体のゴーレムへ、八重が僕のニューモデルアーミーで攻こう撃げきしたのだ。

　先ほどのゴーレムと同じく爆発した胸部が崩れ落ち、中枢核が剥き出しになる。

「【雷よ穿うがて、百雷の矛、ライトニングジャベリン】！」

　それを待っていたとばかりに、ユミナの掌から幾いくつもの雷が中枢核を直撃する。パキンッ！　という音と共に、核は真っ二つに砕け落ちた。

　核を砕かれ、こちらのゴーレムも仰向けに倒れて動かなくなった。

　二体とも完全に沈黙し、辺りは土煙と砕けた細かいミスリルでいっぱいである。あ、最後、僕なにもしなかったな……。

『お見事でした』

「いや、僕は【ゲート】を開くことしかしてないけどね」

　近寄ってきた琥珀の言葉に苦く笑しようしながら返事をする。

　一部が砕けた中枢核をエルゼが、真っ二つに砕けた中枢核を八重が手に入れる。バレーボールほどのそれは、ボディの銀色よりくすんだ鈍い銀色をしていた。

「討伐部位も手に入れたし、これで依い頼らい完かん了りようね」

　エルゼが微笑ほほえみながら中枢核を掲げる。確かにこれで依頼は完了したが、ゴーレム本体はともかく、砕けた細かいミスリルまで回収するのは骨じゃないかな……。いや、【ストレージ】でミスリルだけを収納すれば全部回収できるかも。ま、やってみよう。

「【ストレージ：イン／ミスリル】」

　収納魔法を発動させると魔ま法ほう陣じんが地面に浮かび上がり、目の前のゴーレムが地面にストンと沈んで消えた。ゴーレムが消えた地面を調べてみたが、ミスリルの破片ひとつ見当たらない。うん、大丈夫みたいだ。

　同じようにもう一体のゴーレムも【ストレージ】で収納する。【ストレージ】の容量は魔力に左右されるので、僕じゃないとこの本体の大きさでは収納できないからな。

「よし、じゃあ家に帰るとしようか」

　ギルドへの報告は明日でもいいだろ。ゴーレム本体も回収したし、急ぐことはない。

【ゲート】を開いて屋敷の庭へと出ると、レネがセシルさんと自転車の練習をしていた。レネはいつものメイド服ではなく、シャツとサスペンダーのついたズボンというボーイッシュな服装だった。倒れまくったのか、あちこち汚れてはいたが。確か今日はレネの休日だったから、セシルさんが仕事の合間に練習に付き合ってやってるのかな。

「あ～、おかえりなさい、旦だん那な様さま～」

「ただいま、セシルさん」

　セシルさんの声で僕らに気付いたレネは、自転車を走らせてこちらへ向かってきた。目の前でしっかりとブレーキをかけて停車する。もう乗れるようになったんだな。公こう爵しやくよりも早かったんじゃないか？　若さかねえ。

「おかえりなさい、冬夜兄ちゃん！」

「ただいま、レネ。乗れるようになったんだね」

「うん！」

　嬉しそうに笑うレネの頭を撫なでてやる。こんなに喜んでもらえると、作ってよかったと本当に思える。

　さ、とりあえず風ふ呂ろにでも入って埃や砂を落とさないとな。レネもみんなと一いつ緒しよに入ればいい。僕はその後でゆっくりと入ろう。

「あれ？」

　屋敷へ入ろうとする僕らを見て、自転車に跨ったままレネが首を傾かしげる。どうかしたのだろうか？

「シェスカ姉ちゃんは？」




「「「「「あ」」」」」




　……やばっ。忘れてた。








◇　◇　◇









「私は別に気にしておりませンよ？　マスターが私を置いテ、さっさと帰ってしまっタことなど、これっぽっちモ。ええ、これっぽっちモ」

　シェスカの笑え顔がおが怖こわい……。普ふ段だんあまり感情を表に出さないくせに、なんでこんな時ばっかり笑顔なんだよ……。

「おかげデ『放置プレイ好き』という新たなマスターの性癖を知ることができまシタ。そのうち夜の公園に私を全ぜん裸らで放置する、そんな倒錯した放置プレイを望むようになるのでショウ。誰かに見られるかもしれナい、襲われるかもしれナい、そんな考えにビクビクと怯おびえる私を見て楽しみたイ。なるほど、まッたくマスターは高尚な趣味をお持ちでス」

「そんなこと一ミリたりとも考えてないからな！」

　絶対置いてかれたの根に持ってるだろ！　いや、悪いのは僕らだけどさ！　ついいつもの癖で、討伐完了したからそのまま【ゲート】で帰っちゃったんだよなあ。

「そこまでにしときなさいな。ちゃんと反省してるみたいだし、あまりしつこいと本当の意味で放置されるわよ？」

　庭に面したテラスで、シェスカの持ってきた紅茶を飲みながらリーンが口を挟む。

「むウ。それは困りまスね。では、マスターがお好みのいやらしい下着をプレゼントしてくれたラ、許すことにしましょウ」

「ハードル高いよ!?　いやらしくなくてもアウトだよ！」

「冗じよう談だんでス」

　ペコリと頭を下げ、シェスカがテラスを離はなれて行く。

　ったく、あのロボ子さんの思考回路はなんとかならんもんかね!?　リーンの視線が立ち去っていくシェスカに向けられる。

「しかしすごいわね。あの思考回路」

「あのエロ思考のどこが!?」

「ああ、性格とかじゃなくてね。あの子の拗ねる態度とか、冗談も言える柔軟さとか。本物の人間みたい。【プログラム】であそこまでできるかどうか……」

　あんまりそんなこと言うなって。テラスの隅すみで小さなクマのぬいぐるみが拗ねてるぞ。後ろ手にしてつまらなそうに小石を蹴る仕草をするとか、すごいと思うけどな……。充じゆう分ぶん対抗できていると思うけど。

「それで今日は何の用？」

「そうね、残りのバビロンの転送陣なのだけれど。今のところ、これといった確かな情報はないわ」

「え？　探す気なの？」

「え？　探す気ないの？」

　二人とも驚おどろいた表情を浮うかべる。正直言うとあまり気乗りしない。シェスカだけでも手いっぱいな感じなのに、これ以上増えてもなあ……。博士本人も、見つけても見つけなくても構わないって言ってたし。

「探す理由が見つからないんだけどなー……」

「なんでよ！　古代の知識とか、失われた技術とか、知りたいと思わないの!?」

「思わない」

「くっ、夢がない若造ね！」

　そりゃあ、貴女あなたと比べたら若造ですけど。でも、博士も強すぎる力はこの時代には必要ないって言ってたしなあ。

　ただ、ひとつ気になるのはフレイズのことだ。もしものことを考えると、バビロンの力を手に入れておいた方がいいのかもしれない。

　まあ、転送陣が見つからない以上、今はどうしようもないのだけれども。

「何にしろ転送陣の情報が入ってから考えようよ。確実に見つかったなら協力するからさ」

「……約束よ？　破ったら私にもいやらしい下着を買ってもらうからね」

「勘かん弁べんして下さい！」

　テーブルに額を付けて、それだけはやめてほしいと頼たのみ込む。小さな子（見た目は）のいやらしい下着なんて買ったら、別の意味で人生が終わる。それ以前にそんなものがあるのか知らんが！

　とりあえず約束を取り付けたことに満足したリーンは、ポーラを連れて王宮へと帰って行った。やれやれ、面めん倒どうなことにならなきゃいいけど……。










「ミスリルゴーレムが二体ですか……。申し訳ございません。こちらの調査ミスのようですね」

　そう言ってギルド受付のお姉さんが頭を下げる。ゴーレムの討伐という依い頼らい内容に間ま違ちがいはないのだが、鉱山の解放が目的だったのならば二体討伐と書くべきだったのだろう。

「この場合、きちんと二体分の討伐部位もございますし、こちらの手落ちでもございますので、報ほう酬しゆうの二倍、白金貨十枚を支払わせていただきます。もちろんギルドカードへのポイントも二倍にさせていただきます」

　お、それは助かる。というか、まあ当たり前なのか。

　カウンターに白金貨を十枚並べ、僕らのカードにいつものように、ポンポンポンとハンコを押していく。

「このポイントで全員ギルドランクが上がりました。おめでとうございます」

　返されたギルドカードがユミナは青、それ以外の僕らは赤に変わっていた。おお、これで一応、僕らも一流冒ぼう険けん者しやの仲間入りか。

　あれ？　「ドラゴンスレイヤー」のシンボルの横に新しいシンボルが追加されている。ゴーレムの頭のようなシルエットにヒビが入っている四角いシンボルだ。

「さらに今回の討伐により、ゴーレム討伐の証、『ゴーレムバスター』の称号をギルドから贈らせていただきます」

　なるほど。これが「ゴーレムバスター」のシンボルマークか。「ゴーレムバスター」の特典は、ギルド提携の店での二割引きらしいが、「ドラゴンスレイヤー」が三割引きなのであまり意味はなかった。

　そのままギルドを出て、リンゼとユミナは魔法屋へ、エルゼはレオン将軍と訓練があるとかで別れた。琥珀をリンゼたちに、珊瑚と黒曜をエルゼについて行かせる。何かあってもこれで連れん絡らくがつけられるからな。召しよう喚かん獣じゆうとの念話は距きよ離りが離れると使えなくなるのでは、と思っていたが、関係ないらしい。携帯電話代わりにするのもなんかアレだが。

　僕は八重と一緒に鍛冶屋へと行く予定だ。手に入れたミスリルで八重の刀を打ってもらおうと思ったのだが、普ふ通つうの鍛冶屋では刀など打ってもらえない。やはり刀といえばイーシェンに行くしかないだろう。

【ゲート】を開き、オエドへと出る。

　本来ならば真っ先に八重の両親のところへ行き、「お嬢じようさんを僕に下さい」的なことをしなければならないのだが、こないだ会ったばかりでそれを切り出すのはさすがにちょっと抵抗がある。すぐに結けつ婚こんするわけでもないし、もう少し落ち着いてから挨あい拶さつに行った方がいいと八重本人も言うので今回は見送ることにした。

　八重の家とは逆方向、オエドの西の端に腕うでのいい刀鍛冶がいるらしい。そこへ向かおうと町中の通りを二人で歩いていると、時折、八重がチラッ、チラッとこちらを窺うように、視線を向けていた。

「？　どうかした？」

「ふえっ!?　あ、いやっ、その……せ、拙者は冬夜殿の許嫁いいなずけでござる……よね？」

「え、う、うん。そうだね」

　許嫁とか言うと親が決めた昔からの婚こん約やく者しやみたいな気がするが、意味合いは間違ってない。あらためて言われるとテレるが。

「で、あるならば、でござるな……。そ、その……手、手、手を、つないで歩きたいなあ、なんて……」

　顔を耳まで真っ赤にさせて、うつむきがちに八重がそんなことを口にする。

　なにこれ!?　可愛かわいいんですけど！

　恥はずかしがる美少女のそんなお願いを無視できる男がいようか。いや、いない。僕だって無視なんかできない。

　そっと右手を伸のばし、八重の左手を握にぎる。

「あ……」

【リコール】を使った時にも握ったが、相変わらず柔やわらかい手だ。

　八重は僕の方に顔を上げると、えへへと恥ずかしそうに笑い、きゅっと僕の手をしっかりと握ってきた。その行こう為いにドキッとする。

　好きな子と手をつないで歩くだけで、こんなに幸せな気持ちになれるんだなあ……。そりゃあ世の中のカップルがイチャイチャするわけだわ。君たちに罪はない。

　オエド西端にある鍛冶屋までの短いデートを終えると、カーン、カーンと槌を打つ音がする店の中を覗のぞく。

「すいません、誰だれかいますかー？」

「はーい、なんでしょうか？」

　店の奥からパタパタとエプロンをつけた二十代前半の女性が現れた。黒くろ髪かみを後ろでひとつにまとめ、足にはサンダルを履はいている。店員さんかな。

「刀を作っていただきたいのですが、お願いできるでしょうか？」

「刀ですか。はい、承っておりますよ。ちょっとお待ち下さいね。あなたー、お客さんよー？」

　店の奥の作業場へと声をかける。店員さんかと思ったらおかみさんだったか。

　店の奥から作務衣らしきものを着て、頭にバンダナのようにタオルを巻いた三十前後の男性が現れた。髭ひげ面づらだが優やさしい印象を受ける顔立ちをしている。気のいい山男、みたいな……例えがうまく言えないが。

「刀かい？　どっちが使うんだ？」

「あ、この子です。素材はミスリルでお願いしたいんですが……」

「ミスリル!?　そりゃまた豪勢だねえ！　あんた、どっかの領主の息子むすこかい？」

　目を丸くして鍛冶屋の主人が驚く。奥さんの方も同じように驚いていた。

「いえ、ミスリルゴーレムを倒たおして手に入れたんですよ。それでその素材を使って彼女の武器を作ろうと思いまして」

「ああ、なるほど。ミスリルゴーレムを……見かけによらず強いんだな、あんたたち」

　感心したように親方が息を吐はく。それから八重の刀と脇わき差ざしを見せてほしいと言い、それを手にとって矯ためつ眇すがめつしながら口を開いた。

「一週間で仕上げてやるよ。それでいいかね」

「はい。お願いします。それで、いくらになるんでしょうか？」

「金はいらん」

　え？　どういうこと？　タダでいいって言うのか？　タダより高いものはないって言うし、ちょっと怖いんですけど。

　うまい話にゃ裏がある、綺き麗れいな薔ば薇らには棘とげがある、タダより高いものはない、が、ウチのばあちゃんの口癖だったぞ。

「金はいらんが、その代わりお前さんの持っているミスリルを分けてくれないか。イーシェンでは、たまーにヒヒイロカネは回ってくるんだが、ミスリルは滅多にない。西方から取り寄せるとバカみたいな運搬料がかかるからな」

　ああ、そういうわけか。

「構いませんが、相場がわからないのでどれくらい差し上げたらいいのか見当もつかないのですが」

「そうだな……。じゃあ今日は刀と脇差を作る分だけ置いていってくれ。完成したらその出来具合で、料金をミスリルで支し払はらってくれたらいい」

「わかりました。ではそれで」

　次に来る時までにミスリルの相場を調べておこう。僕は【ストレージ】を開き、ソフトボールくらいのミスリルの塊を二つ取り出した。

「これで間に合いますか？」

「ああ、ちょっと多いくらいだ」

　親方はミスリルを手に取り、重さを確かめるように、それを上下に揺ゆらした。

「では一週間後に」

「ありがとうございましたー」

　おかみさんの声に見送られながら、鍛冶屋をあとにする。

　人ひと気けのないところから【ゲート】で家へ帰ろうとしたら、八重がコートの裾を掴んで躊躇ためらいながら、上目遣いの視線を僕に向けてきた。

「あ、あの……も、もう少しだけ、二人っきりで……」

　そう言うとまた顔を赤くして伏ふせてしまう。ああ、もう！　街中じゃなけりゃ抱だきしめてますよ!?

　再び彼女の手を握り、照れくさそうな笑顔を浮かべる八重を連れて、僕はオエドの町を歩き始めた。
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「それはなんですか？　旦那様？」

　僕が【モデリング】で作り上げた「それ」を見て、ラピスさんが不思議そうに尋ねてきた。

　保護カバーの中には三枚の羽根がついたプロペラファン。それがスタンドベースから伸びたポールに取り付けられている。

　夏の風物詩、扇風機である。あいにくとプラスチック製にはできなかったのだが。しかしミスリルで作ってあるからそれなりに軽く、同じように扱あつかえる。

「【プログラム開始／

発動条件：スイッチによる段階ごとの発動／

発動内容：段階ごとの強さでファンを回転／

プログラム終しゆう了りよう】」

　ベースに取り付けた「弱」のスイッチを押す。ゆっくりと扇風機の羽根が回転し、室内に静かに風が流れてきた。

「風を送る道具ですか。すごいですね」

「うーん……」

　ラピスさんは感心してくれているが、僕は内心、不満というか物足りない感じがしていた。

　そもそも当初は車を作れないか、と思ったのである。しかし、エンジンは複雑過ぎて、僕には作れなかった。目の前に実物があるならともかく、ネットでの写真や、イラストではイマイチ構造を理解できなかったのである。

　いや吸入、圧縮、爆発、排気とかのサイクルは理解できるんだけれども、写真とかでの小さなパーツがなんの役目を果たしているのか、さっぱりわからない。とにかく手間がかかり過ぎるので諦めた。そもそも機械自体、僕は得意ではない。完全に文系だったし。

　ガソリンなどもなかったので、蒸気機関とかも考えていたのだが結局断念した。

　次に思いついたのはモーターである。あれならエンジンほど複雑ではなく、作れそうな気がしたのだ。しかしそこで、ふと気付いてしまった。【プログラム】を使えば簡単にできてしまうのでは？　と。

　そこで試しに外見だけで中身はカラッポの扇風機を作って、【プログラム】してみたのだが……。回ってるねえ……。万能すぎるだろ、【プログラム】。

　科学など魔法の前には無力なのだろうか。

　これは「誰にでも作れる」ものではない。だが魔力さえあれば「誰にでも使える」ものだ。問題はないのだが……なんだろうなあ、この虚しさは。

　さすがに荷台に車輪を付けただけの物に、人を乗せて動かせるほどの力は【プログラム】にはない。だけど、【エンチャント】などと併用すればできそうな気はする。エンジン音もせず、モーターの振動もない、中身がカラッポのおもちゃの車みたいなものが。

　なんかやる気をなくしてしまったので、扇風機を作ったところでやめておく。どうしても車が必要なわけでもないし。

　作った扇風機はラピスさんに預け、好きに使ってもらうことにした。込めた魔力が尽きるまでは動くはずだ。ああ、室内の天井にシーリングファンをつけるのもいいかもしれないな。

「冬夜さん、そろそろ行きませんか？」

　テラスから庭に出るとそう言ってユミナが声をかけてきた。ああ、もうそんな時間か。

　これから王様と王おう妃ひ様に会いに行き、ユミナとの結婚の意思を伝えてくるのだ。すでに公認ではあるのだが、まあ一応、ね。

　しかし、ユミナが押しかけてから一年足らずでこんなことになってしまうとは……見通しが甘かったなあ。後悔はしていないけど。

「ユミナとの結婚は受け入れる覚かく悟ごができたんだけどな……。このままだと国王にされてしまうのか、僕は？」

「うーん、今の状じよう況きようではそれが一番可能性が高いですね。私に弟ができるか、叔父様のところに男子が産まれるかすれば、また違ちがってきますけど」

「スゥがお婿さんをとって、その人が王様にってのは？」

　考えられる方法としては、あとはそれぐらいか。王族の血を引いている者と婚姻すれば、そのパターンもアリだろう。なんか面倒事を押おし付つけているようでその人には申し訳ないが。

「確かにその方法もあり得ますけど。でも、無理だと思いますよ」

「なんでさ？」

「だってスゥも冬夜さんのこと大好きですから。五人目候補ですね」

「え？」

　さらりと言われた言葉に思わず固まる。五人目って……いや、それはないだろ。ないよな？

「まあ、今はまだそこまでの想おもいはなさそうですけど。三、四年後あたり……もっと早いかもしれませんが、覚悟しておいた方がいいかと」

「いや、考えすぎだろ。スゥは兄弟がいないから、お兄さん的な感じで懐なついてるだけだと思うよ？」

「……これからいろいろ苦労しそうですね、私も」

　ふう、とため息をついてユミナは呆あきれたような声を出した。え、なんでそんな反応？

「あとは私の子供が男の子なら、その子が次の国王になる、ってこと、も……」

　言いかけてユミナは口をつぐむ。僕の方を見ると、顔がだんだんと赤くなっていった。ヤバい僕の方も赤くなっているぞ、これ。子供とか言うから！

「い、行きましょうか！」

「あ、うん。そうだね」

　ぎこちない会話をしながら、庭に出て僕は【ゲート】を開いた。










「ほうほう、そうかそうか！　ユミナがついに冬夜殿を落としたか！　これはめでたい！」

　ベルファストの国王陛下は上じよう機き嫌げんで身を乗り出して笑った。ユエル王妃もユミナの手を取り、娘むすめに笑いかけている。

「よくやりましたね、ユミナ。これからは一層、冬夜さんに尽くし、妻として支えていくのですよ？」

「はい、お母様！」

　王様が椅い子すから立ち上がり、僕の肩を叩たたいて爽やかな笑顔を浮かべる。テンション高いなあ。

「あとは孫の顔を一刻も早く見せてもらいたいな！　四人と結婚とはちと大変かもしれんが、頑がん張ばってくれよ？」
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　何をだ。あまりプレッシャーをかけないで欲ほしい。

「いや、結婚は必ずしますが、今すぐとは……。少なくても僕が十八になるまではお預けです」

「結婚は先でも子作りはできるだろ？　ユミナはもう初ちょ、ぐふうッ!?」

　一瞬にして詰め寄ったユミナの拳こぶしが国王陛下のみぞおちに見事に決まった。今の【アクセル】使ったよな……。

「お父様はデリカシーがなさ過ぎます！」

　顔を真っ赤にしながら肩で息をするユミナの足下で、この国で一番偉い人が青い顔をしてうずくまっている。まあ、自業自得かな。娘だろうが、セクハラ紛いの発言はいただけない。

「ごめんなさいね、この人嬉しさのあまり暴走してるのよ」

　ユエル王妃が困ったように笑いかけてきた。喜ばれて悪い気はしないが、いささか方向が間違ってる気がする。

「でもどうしましょうね。すでに知っている人もけっこういるけど、正式に冬夜さんをユミナの婚約者と発表すると、いろいろ大変かもしれないわ」

「どういうことです？」

「まず、ユミナとの婚姻を狙ねらっていた貴族たちから目の敵かたきにされるでしょうね。逆に取り入ろうとする輩やからも出てくるでしょう。あとはなにか冬夜さんが実績を示さないとユミナの相手として認めないっていう頑固者もいるでしょうし」

　なるほど、それは面倒そうだ。お姫ひめ様さまとの結婚ともなると大変なんだな。

　しかし実績って言ってもな……。国のためになる、なにか大きな利益を上げろってことか？

「まあ、もうしばらくは伏せて置きましょう。早めに発表して厄やつ介かい事ごとを引き込むよりも、後で一気に婚こん約やく、結婚と畳たたみ掛けたほうがいいかもしれないわ」

　そこらへんは任せておくことにしよう。それまでにこっちもユミナの婚約者として認められるようにならないといけないなあ。










　国王陛下と王妃様のところにユミナを残し、僕は訓練場の方に向かった。ひょっとしたらエルゼがいるかもしれないと思ったからだが、当てが外れたらしくどこにも姿は見えなかった。

　訓練場のいたるところでは模擬戦が繰り広げられ、けっこう見ているだけでも楽しい。スポーツの試合を観戦してる気分になってくる。今日は騎士が多いな。

「おい貴様、ここで何をしている」

　声をかけられ振り向くと、若い騎士たちが十人ほどこちらをうかがっていた。歳としは僕とさほど変わらないだろう。ひとつふたつ上かもしれないが。若手の騎士たちというところだろうか。

「見慣れん顔だな。誰かの使用人か？　ここは貴様のような者が来るところではないぞ！」

「ああ、いや、知り合いがいるかと思いまして。ちょっと見ていただけです」

　先頭にいた金きん髪ぱつを短く刈り込んだ若い騎士が僕にそう言い放った。どこか見下したような言い方に少しイラッとしたが、波風を立てることもない。適当に返事をして退散するか。

「知り合いだと？」

「おい、あいつじゃないのか？　最近レオン将軍が連れている武ぶ闘とう士しの女」

　金髪の訝いぶかしげな反応に後ろの赤毛が答える。レオン将軍に武闘士と来たら十中八九エルゼだろう。

「ああ、あの女か。ははあ、お前もうまいこと将軍に取り入ろうってハラか。まったく下賤な輩は節操がないな」

　赤毛の言葉に反応したのは金髪ではなく、その横の茶髪の方だった。顔にはいやらしい笑えみが貼り付いている。

「こいつも軍に入ろうとしてるんだろ。あの女のツテで」

「軍の方は数を揃えないと格好がつかないからな。平民どもでもいないよりはマシなのさ。我々騎士団のように少数精鋭、選ばれた名誉ある者とは違う」

　そう言って何がおかしいのかゲラゲラと笑い出す騎士たちに、いい加減ウンザリしてきたので、その場を離れようと踵きびすを返した。

「おいお前、ひょっとしてあの女の男なのか？」

「……だったらなんです？」

　引き止めるように声をかけて来た茶髪にイライラしながら答える。ヘラヘラとした笑いがやたら癇かんに障る。

「あの女を捜すなら将軍のところのベッドの中でも捜すんだな。今ごろいい声をあげて、ぐぼぇえッ!?」

　そいつの言葉を最後まで待たず、茶髪の顔面に拳を叩き込んだ。歯が折れ、鼻血を飛ばしながら地面に転がるそいつの横腹に追い打ちで蹴けりを入れる。

「おげぇ！　な、何のつもりだ!?」

「ぶちのめすつもりだよ。説明がいるのか？」

　足下で腹を抱え、丸まりながら声を出す茶髪を見下ろしながら言ってやった。もう一度蹴りを入れる。

　自分のことならまだ許せる。だけど自分の大切な人を馬ば鹿かにされて黙だまっているほど僕は平和主義者じゃない。殴るべきときは躊ちゆう躇ちよせずに殴れとじいちゃんに教えられたからな。

「貴様！　その者はバロー子し爵しやく家けの次男だぞ！　それを殴ってタダですむと……」

「うるさいな。家がどうとか関係あるか。お前ら自身が偉いわけでもないだろうに……。家いえ柄がらだけの典型的な馬鹿息子か？」

「何だと！」

　僕の周りを若手の騎士たちが取り囲む。剣けんを抜ぬいて構え、殺気がこちらに向けられるのがわかった。

「相手に向けて剣を抜いた以上、殺されても構わない覚悟があるんだろうな？　わかってるのか、あんたら？」

「黙れえっ！」

　一人が斬きりかかってくるが、まったくなってない。なまくら剣法の見本かと思うくらいだ。こいつらろくに訓練を受けてないな？

「セーフティモード」

　僕ぼくの言葉に合わせて抜き放った剣けん銃じゆうブリュンヒルドの刀身が伸びる。しかし刃ははついていない。これが最近付ふ与よした新しい第三形態「セーフティモード」だ。本気で振り下ろせば骨ぐらいは簡単に折れるので、「セーフティ」かどうかはあやしいところだが。

　ブリュンヒルドでなまくら剣士の胴を振り抜く。

「ぐぇふ！」

　相手はよろめいてあっさりと地面へと倒れた。隙すきだらけにも程がある。

　仲間が斬られたと思ったのか、残りの奴やつらは腰こしが引けていた。情けない奴らだな。

「一いつ斉せいに斬りかかれ！　同時に攻撃するんだ！」

　金髪が叫ぶ。どうやらあいつがリーダーらしいな。が、馬鹿過ぎる。作戦内容を叫ぶってのはどうなのか。

　向こうが行動を起こす前にこちらから斬り込む。軌道が見え見えの剣筋を躱かわし、腹に肩かたに胸に打ち込んでいき、三人を無力化させる。

　それだけで他の者も動揺して動きが鈍る。話にならない。

　後はもう、ただ剣を振るだけで次々と倒れていく。残りは金髪一人になっていた。

「うっ、うわあぁあぁあっ！」

　大声を上げて金髪が一目散に逃にげ出した。仲間を見捨てて敵前逃亡とは、選ばれた名誉ある者が聞いて呆れる。

「ガンモード」

　ブリュンヒルドを銃形態に戻もどし、ドン、と引き金を引く。

「ほげぁ!?」

　追いかけるのも面倒なので、逃げる背中に麻ま痺ひ弾だんを撃うち込んだ。ばったりと金髪が倒れ、動かなくなる。さて。

「ひっ!?」

　意識を保ってるのは最初に殴った茶髪だけになっていた。エルゼを侮辱したこいつを許すわけにはいかない。

「そこまでにしてくれないか」

　突とつ然ぜんかけられた声に振り向くと、二人の騎士が立っていた。一人は四十代の銀髪の騎士、もう一人は僕が知っている人物だった。

「リオンさん……」

「やあ、冬夜殿どの。久しぶり」

　金髪の青年がにこやかに軽く手を上げる。レオン将軍の息子で、一緒にミスミドへ旅をしたリオンさんだ。

「ふ、副団長！　こ、こいつが、こいつがいきなり！」

　茶髪が僕を指差し、リオンさんの隣となりに立つ銀髪の騎士に訴えかける。副団長？

「……お前たちが普段から市民に乱暴狼藉を働き、迷めい惑わくをかけていたのを俺おれが知らないとでも思っているのか？」

　低く冷たい声が茶髪に向けて発せられる。ビクッと身体を硬直させて、茶髪はそれきり黙りこんでしまった。どうやらこいつらは普段からあんな態度らしいな。さぞ、好き勝手してたんだろう。迷惑な。

「今までは実家の方がうまく揉もみ消していたようだが、今回はそうはいかないよ。集団で一人に襲おそいかかり、挙句返り討ち。情けないことに一人は仲間を見捨てて逃げ出す始末だ。とても騎士とは言えないね」

　リオンさんも厳しい言葉を口にする。確かにこいつらがこの国の騎士なんて情けないことこの上ないな。

「お前たちの処分は追って通つう達たつする。倒れている奴らにも伝えておけ。言っておくが、意趣返しなどは考えない方がいいぞ。彼かれに手を出せばお前たちだけではなく、家が取り潰しになりかねんからな。これは冗談でも何でもないぞ？」

　目を丸くする茶髪をよそに、副団長さんが今度は僕の方へ視線を向けて、深々と頭を下げた。

「すまない、迷惑をかけた。騎士団の者が全てこんな奴らではないとわかってほしい」

「……いえ、こちらもやり過ぎました。どうかお気になさらず」

　落ち着いてみると、確かにやり過ぎた。なにもぶちのめすことはなかった。無力化する方法はいくらでもあったんだし。エルゼのことを言われて頭に血がのぼってしまったな。僕はまだまだ修行が足りない……。

「そう言ってもらえると助かる。王国騎士団副団長、ニール・スレイマンだ」

「望もち月づき冬夜です。よろしく」

「知ってるよ。知る人ぞ知る有名人だからね」

　笑いながら差し出された手を、僕は複雑な思いで軽く握った。

　ニール副団長に詫びを入れられたあと、リオンさんに騎士団の現状を聞かされた。

　騎士団は王都の守りを主に司り、都の安全や、王室警護、要人護衛などを任務とする。ほとんどが貴族の子息であるが、家督を継ぐべき長子ではなく、次男、三男が多いらしい。その立場から責任感がなく、家柄を誇るだけの、ああ言った我わが儘ままな奴らもいるとのことだ。

「かく言う僕も次男ですけどね。まあウチは他の家と違って、人様に迷惑をかけるような間違ったことをすると鉄拳制裁が待っているので……」

　苦笑しながらリオンさんがそう語る。あー、あの親おや父じさんだしな……。なんとなくわかる。甘やかされる要素がなさそうだ。ちなみにニールさんも伯爵家の次男なんだそうだ。

「少数だがやはり家柄とかにしがみつく者がいてな。伯爵家の新兵が男爵家の隊長に従おうとしなかったり、また逆に隊長の方が新兵に媚こびたりな。まったくくだらない話さ」

　ニールさんが苦々しく話す。どこも問題を起こす奴ってのはいるんだなあ。

「まあ、今回は渡わたりに船だったよ。あいつらは騎士団にとって獅子身中の虫になりかねんからな。今までは実家の手回しで躱してきたが、今回はそうはいかん。なにせ姫様のフィアンセに手を出したのだからな。首がつながっているだけありがたく思ってもらいたいもんだ」

　この人、初めから僕とあいつらが揉めるのを見ていたな。確信犯か。まあ、ぶちのめしてしまった僕も僕だが。

「それよりも、だ。先ほど見せてもらったのだが、その武器……それはなんだね？」

　興味深そうにニールさんは僕の腰に下げられた剣銃ブリュンヒルドを眺ながめた。

「これですか。これは僕専用の武器です。僕にしか使えませんし、僕にしか作れません。遠えん距きよ離りと近距離、どちらでも使えます。短剣や長剣状態に変形し、相手を麻ま痺ひさせることもできます」

「ふむう。すごい武器だな。私にも作ってはもらえないか？　もちろん代金は払わせてもらう」

「すいません、それはちょっと……」

　銃に関しては慎しん重ちようにならざるをえない。これは容易に人を殺すことができるモノだ。他人に譲じよう渡とするのはよほど信しん頼らいした相手でなくてはならないだろう。

「そうか……残念だ」

「ああ、でも変形する武器や、麻痺の能力を付与したものを作ることはできますよ？　使いこなせるかはわかりませんが」

「本当か!?　ならお願いしたい！」

　ニールさんの返事を聞き入れ、【ストレージ】から鋼のインゴットを取り出す。ミスリルの方が硬度があるのだが、ミスリルはどっちかというと武器にはあまり向かない。軽過ぎるのだ。あれを活かすには軽さと硬さを利用したエストックのような刺突武器か、「斬る」ことに特化した刀が相応しいと思う。

「ニールさんはどういう武器を得意にしてるんですか？」

「そうだな、やはり槍やりだな。むろん剣も使えるが」

　じゃあその二つ……いや、短剣も合わせて三つの変形機能を加えるか。

【モデリング】を使い、まずは二メートル程の槍を形成する。デザインは昔ゲームで見た西洋風の槍だが、穂ほ先さきがそのまま短剣の形をしている。簡単に言えば柄の部分がとても長い短剣だ。

　この柄部分は空洞化してあり、変形時はこの中に質量を移動させて柄を短くする。すると短剣状態になるわけだ。

　また、ブリュンヒルドと同じく、厚みのある短剣の刃はを薄うすくし、柄部分を再び空洞化することにより、一メートル程の長剣に変形する……と、こんな感じでいいか。【エンチャント】で【モデリング】を付与する。そして仕上げだ。

「【プログラム開始／

発動条件：所有者の「スピアモード」「ソードモード」「ダガーモード」の発言／

発動内容：【モデリング】による刀身及および柄部分の、槍、長剣、短剣形態への高速変形／

プログラム終了】」

　あ、麻痺効果も足しとかないとな。再び【エンチャント】で【パラライズ】を付与する。

「【プログラム開始／

発動条件：所有者の「ブレードモード」「スタンモード」の発言／

発動内容：スタンモードにおける刀身の変形、及び【パラライズ】による麻痺効果の付与／

プログラム終了】」

「っと、これで一応完成かな」

　くるりと槍を回してみる。うん、イーシェンで作ったのと同じく、相変わらずバランスは悪いな。慣れないと難しいかもしれない。

「ダガーモード」

　一いつ瞬しゆんにして柄部分が短くなり、槍が刃渡り四十センチ程の短剣に変形する。振ふり回してみるが問題はなさそうだ。普段はこの形態にしておけば持ち運びに便利だろう。

「ソードモード」

　今度は刀身が伸び、一メートル程の長剣状態になった。柄部分は両手持ちできるくらいには伸びている。正面に構え、振り下ろす。うん、悪くない。

「スピアモード」

　最初の槍状態に戻る。よし、変形機能は問題ない。あとは……。

「スタンモード」

「え？」

　ニヤリと笑い、リオンさんの肩を槍で軽く叩く。次の瞬しゆん間かんリオンさんがその場に崩くずれ落おちた。

「はうぅ!?」

「麻痺効果も問題なし、と」

「おいおい……」

　ニールさんが呆れたような声を上げる。え、だって試ためしてみないと。ねえ？

　スタンモードになると刃が無くなり、切れなくなる。まあ、槍で突くことは可能だけど。麻痺効果は弱めに設定しておいたが、それでも回復に一時間はかかるので、倒れたリオンさんに【リカバリー】をかけて麻痺を解く。

「ちょっと勘弁して下さいよ！」

「すいません、試してみないことにはわからなかったので」

　不満をぶつけるリオンさんに謝りながら、「スタンモード」から「ブレードモード」に戻した槍をニールさんに手渡す。

「手製ですからバランスはかなり悪いんで、慣れが必要だとは思いますが」

　槍を受け取ったニールさんはそれを構え、突つき、回し、払い、と綺麗な動きで流れるように操あやつる。さすがは副団長と言うところか。

　短剣状態、長剣状態に変形させ、同じように一つ一つの動きを確かく認にんしていく。最後にまたスピアモードに変形させると、リオンさんの方に顔を向けた。

「スタンモード」

「ちょっと待って下さいよ!?」

「冗じよう談だんだ」

　焦るリオンさんを見て、笑いながらニールさんは槍を短剣状態に戻す。どうやら使いこなすのに問題はないようだ。

「スタンモードでの麻痺効果は相手が護ご符ふなどで防ぼう御ぎよしてると効果がないので気をつけて下さい。また、一いつ旦たん麻痺させると普通なら一時間は効果が切れないので、味方を痺しびれさせないように気をつけて」

「なるほど、承知した」

　ニールさんはそう言って短剣を嬉うれしそうに眺めた。喜んでもらって何よりだ。

「いいなー、副団長ばっかり」

「いや、もちろんリオンさんのも作りますよ？」

「さすが冬夜殿！　そうこなくっちゃ！」

　同じようにもうひとつ作り、リオンさんに手渡す。こちらも嬉しそうに槍を振り回したり変形させたりして、その感かん触しよくを楽しんでいた。

「いや、これは素す晴ばらしい。それで代金はいかほどになるのかな？」

「別にいいですよ。まあ、さっきの奴らとなんか問題があったら間に立ってくれれば」

「わかった。約束しよう」

　笑いながらニールさんは請け合ってくれた。まあ、そこまであいつらも馬鹿じゃないと思うが。










「……って会話をしたのが昨日のことだったんだけどな」

　まさかそこまでの馬鹿だったとは。

　月明かりに浮うかぶ我わが家やの庭に、五十人ほどの襲撃者が転がっていた。中にはあの時の金髪や茶髪、赤毛の馬鹿も交じってる。あとは屈くつ強きような男たち。こいつらは私兵団か、雇われた傭兵だろうか。

　怪あやしい集団がこっちに向かっているとラピスさんから情報を得て、わざと門番のトムさんに居い眠ねむりをしているフリをしてもらった。

　すると国王直属の諜報部隊「エスピオン」のメンバーでもあるラピスさんの言った通り、怪しい集団が闇やみ夜よに紛まぎれて庭に侵しん入にゆうしてきたのだ。

　庭で待ち受けていた僕に全員驚おどろいたようだが、一人とわかると一斉に飛びかかってきた。

　そこからはひたすら五十発の連射である。正直、あっけなかった。一角狼の方がまだいい動きをする。

「あれかな、ニールさんが言ったことがわからなかったのかな？」

　倒れた金髪たちに僕は歩み寄り、ブリュンヒルドで肩を叩きながらしゃがみ込む。

　麻痺して動けなくても意識はあるから、僕の声は聞こえているはずだ。その証拠に怯おびえた目でこちらを見ている。

「お前らなにをやったかわかってる？　剣だ斧だ、ぶら下げてさ。襲撃だよね、これ。強盗未遂か暴行未遂、それとも殺人未遂かな。ま、なんでもいいけど」

「片付きましたか、冬夜さん」

　テラスに出てきたユミナを見て、金髪の目が見開かれる。は。こんな馬鹿でもさすがは貴族、ユミナのことは知っているのか。それなら話が早い。

「はい、そうです。君らのしたことは王家への裏切り、謀反、反逆だね。残念ながら君のせいで家はお取り潰し、君たちはめでたく斬首刑だ。ご苦労さん」

　僕の言葉を聞くと、金髪は白目を剥むいて気絶した。ったく、ちょっと脅しただけなのに、こんなんでよく襲撃しようなんて思ったもんだ。

　トムさんに騎士団まで自転車で走ってもらい、事のあらましを伝えてもらうことにした。

「この人たち、どうするんです？」

「まあ、被ひ害がいはないから死刑ってのは無いように頼たのむけど。こいつらの家の方にも罪は及ぶだろうね。爵位を剥奪されるかもしれない。どっちにしろ二度と大きな顔はできなくなるだろうね」

　でも自業自得かな。親の方もこいつらの悪行をわかってて庇かばい立てしてたのだから。ニールさんの忠告を無視したってことは、こうなることも考えて……いなかったんだろうな。馬鹿だし。

　夜襲をかけて、数で押せばなんとかなる。あとは強盗が押し入ったことにでもしてしまえばいい……なんて感じの、安っぽいシナリオだったんだろう。

　後先考えない子供の行動だな。親の教育がなっていないのか？　なっていないんだろうなあ。なってたらこんな馬鹿に育つわけが無い。

　やがてトムさんが呼んできた騎士団に全員連行されていった。もう二度と会うこともないだろう。

　数日後、いくつかの家に爵位剥奪という、国王陛下のお言葉が下ったという。

　騎士団はこれを恥とし、一層の規律遵守を心がけ、この後、家柄による格差は騎士団内では無意味とされたそうである。
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「んー、やっぱり立体映像みたいにはならないか？」

　映し出された映像を見て僕は首を捻ひねる。そのまま発動させると立体なんだがなあ。

　新しく覚えた無属性魔ま法ほう【ミラージュ】。簡単に言えば幻を作り出す魔法だ。

　試しに琥珀を幻で作ってみたが、前後左右どこから見ても琥珀そのものだった。自由に動かすこともできるが、幻なので物を触さわったりはできない。幽霊の幻を作ったらかなり怖こわいことになりそうだ。壁かべからスウッと現れたらさぞ驚くだろう。

　この【ミラージュ】をスマホの動画再生アプリに【エンチャント】すれば、立体映像になるかなと思い、やってみたのだが。

「正面から見る分には問題ないんだけどなあ」

　部屋の真っ正面ではスマホから映し出されたアニメが大画面で流れている。だが、横に回って見てみるとペラペラの一枚絵だ。プロジェクターとして機能しているに過ぎない。まあ、空中に投とう影えいできるだけでもすごいんだが。

「むむう……やっぱりデータ映像では全てをフォローできないのか。やっぱりプロジェクターとして使うしかないのかなあ」

　と、考えてるところへ、コンコンと扉とびらをノックする音が聞こえた。

「冬夜兄ちゃん、お昼ごはんが……うわあ、なにこれ!?」

　カーテンを閉めて薄暗くした部屋に入ってきたレネが、空中に映し出されていたアニメに目を見張る。一いつ緒しよに入ってきた琥珀も画像を見て驚いていた。まあ、そりゃ驚くか。

「ね、ね、冬夜兄ちゃん、これなに!?」

「うーん、動く紙芝居かな。魔法で映し出しているんだよ」

「へえー」

　キラキラした目でレネは映像に釘くぎ付づけになっている。アニメの内容は動物たちが追いかけっこをするという、かなり昔の外国アニメだ。セリフもほとんどないし、単純な内容なのでわかりやすい。

　レネは椅子に座すわり、夢中になって見ている。これはもう動かない体勢だよなあ。短編だし、十分もせずに終わるからまあいいか。気が付くと琥珀も夢中で見ている。変な虎。

　しかし掃除機とか冷蔵庫とか、多分こっちの人にはわからない物も出てるってのに、気にせず見てるな。「魔法の道具」ってカテゴリーで理解してるのかもしれないが。

　やがて終わりのオチがつきそうなところで、再びコンコンと扉をノックする音がした。あ、やな予感。

「旦だん那な様さまぁ～？　レネちゃんがこっちに……うわあ、なんですかぁ～！　これぇ～！」

　扉を開けたセシルさんが映像を見て、駆け込んでくる。マズい流れだなぁ、これ。案の定、セシルさんもレネの横に座り、アニメを見始めてしまった。

　一話が終わり「次のは？」みたいな顔を二人どころか琥珀にまでされたので、仕方無しに連続再生にしておき、昼食を取りに僕は部屋を出た。スマホを置きっぱなしにしても、アレには【プログラム】してあるので、僕が呼び出せばいつでも手元に戻ってくる。【アポーツ】と【ゲート】の併用だ。一応、盗難対策にね。

　テラスの方ではもうみんな食事を始めていた。今日の昼食はクラブハウスサンドとオニオンスープ、野菜サラダとチーズだ。

　僕は席に着くと、いただきます、と手を合わせてからクラブハウスサンドを手に取り頬ほお張ばった。うん、美う味まい。チキンとトマトのジューシーさがたまらないね。

「レネとセシルはどうしたのでしょうか？」

　僕のグラスに果か汁じゆう水すいを注ぎながら、ラピスさんが一向にやってこない二人に眉をひそめる。このままでは二人が怒おこられてしまいそうなので、ラピスさんも同じ穴のムジナになってもらおう。

「ちょっと僕の魔法の手伝いをしてもらっているんだよ。ラピスさんもここはいいから僕の部屋へ行ってみるといい」

「はあ……？」

　わけのわからない顔でテラスから室内へ戻っていくラピスさん。あれを見たらしばらく動けないだろ。

「冬夜は午後からどうするの？」

　食後の紅茶を飲みながらエルゼが切り出してくる。

「今日は八重の刀が出来上がるからイーシェンに受け取りに行くよ。そう言えば重じゆう兵べ衛えさんと七なな重えさんにはいつ挨あい拶さつに行けばいいかなあ。あ、エルゼとリンゼの叔父さんのとこにも行かないとな」

「あたしたちのところは別に後回しでもいいけど。ベルファストのお姫様と同じところにお嫁よめに行くって知ったら、叔父さんも叔母さんも卒そつ倒とうしかねないし」

　エルゼとリンゼの出身は、ここ、ベルファスト王国のお隣、西に隣接するリーフリース皇国である。二人はその国の東、限りなくベルファストに近い側の小さな町、サレットで農園を営んでいる叔父夫妻に育てられたそうだ。ご両親は幼少の頃ころ、どちらも病気で亡なくなったんだそうで……。

「それでも会いに行かなくちゃ。ご両親のお墓にも報告しないといけないだろ？」

「……ありがとうございます、冬夜さん」

　向かいの席に座るリンゼが嬉しそうに微笑む。

「さて、メイドさんたちの様子を見てきますか」

　食事が終わり、みんなと連れ立って僕の部屋に入ると、予想通り三人とも夢中になってアニメを見ていた。琥珀もレネの膝ひざの上で興奮したように映像を眺めている。

　エルゼたちもその映像に釘付けになり、みんなで一話分見終わったところでアプリを終了した。いや、キリがないし。

　不満タラタラでブーブー言うみんなに、夕食のあとまた上映すると約束してなんとか解散させた。

　相変わらずこの世界の人たちは娯楽というものに飢えているように思う。大人になってからは「遊ぶ」ということをあまりしないのかな。

　まあ、こんな世界じゃ、生きていくためにやることが一杯あって、そんな余よ裕ゆうはないのかもしれないけど。










　八重を連れて製作を頼んだイーシェンの刀鍛冶のところへと転移する。

「すいませーん、刀を受け取りにきましたー」

「おう、来たな。約束通り出来てるぞ」

　店の奥おくから朱塗りの鞘に納められた大小二本の刀を持ち、親方が店先に現れた。

　刀を受けとった八重はその場でスラリと抜き、中身を確かめる。銀の刀身が眩まばゆいばかりに輝かがやき、美しい刃文を覗のぞかせていた。

「軽いでござるな。さすがミスリル」

　ヒュンヒュンと二、三度、確認のために振り回し、八重は納刀した。腰に脇わき差ざしと共に差し、重心を低くしてもう一度居合のように抜刀する。速い。

「問題ござらん。いい刀でござる」

「ありがとよ」

　八重の褒ほめ言こと葉ばに親方がにやりと笑う。どうやら腕うでがいいってのは本当だったようだな。

【ストレージ】を開き、報ほう酬しゆうのミスリルを取り出す。初めにこの刀を作る時に預けたミスリルの二倍の量だ。それを手渡すと、親方が驚いたように僕を見た。

「おいおい、これはもらい過ぎじゃないのか？」

「かまいませんよ。またなにか頼むかもしれませんし、その時はよろしくってことです」

「……なるほど。まあ、それならもらっとくか」

　ミスリルの塊かたまりを手にして、親方が笑った。僕らは親方に別れを告げて、鍛冶屋を後にした。










　夕食が終わるとみんなに早く早くと急かされて、とりあえず三時間だけという約束で動画再生アプリを起動した。

　見やすいように明かりを消した室内に大画面が映し出される。さっきと同じアニメだが、今度のは長篇で一時間くらいある。内容も現代劇ではなく、ファンタジーな話なので、この世界の人たちにも受け入れやすいだろう。

　部屋の中にはエルゼ、リンゼ、八重にユミナと、ラピスさん、セシルさん、レネ、シェスカのメイドさんたちに、フリオさんクレアさん夫妻、ライムさんまでいた。琥珀や珊瑚、黒曜の召しよう喚かん獣じゆうトリオもいる。ちょっとした映画館だな。門番の仕事があるのでトムさんとハックさんだけ仲間外れなのは申し訳ないけど。

　しかしみんな熱心に見てるなあ。こちらの世界には娯楽が少ないとは思っていたけど、ひょっとして野球とかサッカーみたいなスポーツもあまりないのかな。ゲームとか、漫画とかそういった類たぐいのものも。騎士団の人たちなんかが模擬戦とかをやっているけどあれは「訓練」であって「娯楽」ではないよなあ。

　あれ？　スポーツがあまりないって考えると、運動会とかもないのかな、こっちには。「かけっこ」くらいなら町の子供たちもしてたからあるだろうけど、他の競技はあるのかな。リレーとか、パン食い競走とか、障害物競走とか。あ、騎馬戦とかも。いや、リアルな騎馬戦はあるか……。

　いろんな競技を町をあげてやったら面おも白しろいんじゃないかな。紅白に分かれて。

　そんなことを考えながら、僕はアニメの画面に夢中なみんなを眺めていた。








◇　◇　◇









「そうねー、最近景気が悪いわねー。お客さんの数が減っちゃってね。父さんが将しよう棋ぎで町を盛り上げようとしてるんだけど、イマイチ宣伝できなくてね」

　久しぶりにリフレットの「銀月」にやってきて、そんなことをミカさんから聞いた。しばらく顔を出さなかったが、そんなことになっていたのか。

　宿屋が儲かるには客が泊とまらないといけない。それにはこの町に滞在する理由がなけりゃいけないわけで。リフレット自体に名物とか観光名所とかは……ないか。

　温泉とかあったらまた違ちがってたんだろうけどなあ。

　……掘るか？　いやいや火山地帯でもないんだから温泉なんか出るわけがない。

「何かのイベントでもないとダメかな……。祭とか……」

「祭ってなんの祭？」

「なんの……って言われると思いつかないけど。僕が住んでいた国だと雪まつりとか七夕祭りとか？」

「この辺はあまり雪なんて降らないし、七夕ってなに？」

　ダメか。それに祭りで賑わっても一時的なものだよなあ。一年に一回、その期間だけぶわっと客がきても、それ以外は閑古鳥では……。

　常に客を呼び込むためには、なにか「銀こ月こ」にしか無いものを作るしかないよな。やっぱり温泉とかが一番いいんだが……。温泉がある宿ってだけで、集客できるし。

　魔法で水を沸騰させて、人工的に温泉でも作るか？　でも僕が毎日沸騰させるわけにもいかないし、効能とかだってないだろう。だいたいそれじゃ単なるデカい風ふ呂ろだ。他になにか方法は……。ん？

「……できるな。温泉」

「え？」

　うん、できる。しかもかなり簡単に。温泉があるところから、【ゲート】でお湯を引っ張ってきて、掛け流しにし、流れ出たお湯をまた【ゲート】で戻せば問題ない。

「本当に温泉ができるの？」

「できますよ、たぶん。しかもたいして手間もかからず」

「それが本当ならすごく助かるけど……。えっと、どうしたらいいかしら？」

　ミカさんがあたふたとし始めたところに、親父さんのドランさんが帰ってきた。温泉を作るという話にドランさんが飛びつき、内容を確認する。

「つまりはお前さんの魔法で、遠くの温泉とここをつないでしまおうってことか？　そんなことができるのか？」

「ええ、多分。ま、とにかくできるか試してみます」

　スマホを取り出し「温泉」を検けん索さくしてみる。メリシア山脈の外れ、南の方の森の中にあるな。ミカさんに確認してもらったが、こんなところに温泉があるなんて聞いたこともないと言う。秘湯ってやつか。ちょうどいい。

【ゲート】を使い、一いつ旦たん家へ戻ってシェスカを連れ出し、今度は『庭園』へと転移。目的地の秘湯へと向かってもらう。

「マスターがこんな山奥の温泉に連れ出しテまで、私の裸を見たいなンて……。一言命令して下されバ、いつでもスポーンと脱いで差し上げまスのに」

「そんな理由じゃないから。スカート下ろそうとすんな！」

　何かというとセクハラをしてくるロボ子の頭にチョップをかまし、おとなしくさせる。まったくこいつの頭の中は桃もも色いろファンタジー過ぎる。

　やがて『庭園』は目的地に辿り着き、僕は地上へと転移した。おお、この匂におい。まさしく温泉がある気配。

　薮をかき分けていくと、森の中に天然の温泉があった。見た目は水質がよさそうで、そんなに濁ってはいない。近づいて手を入れてみる。若じやつ干かん熱いか？　まあ、ぬるいよりはマシだけど、問題ない熱さだ。

　よく見るとここ以外にも、あちらこちらに源泉があるようで、水量にも問題はなさそうだ。

　ここに【ゲート】をエンチャントしたパイプを設置して、「銀月」へとお湯を導き、また【ゲート】を通してこちらのパイプに戻すようにする。温泉の流れの間に「銀月」を挟むわけだ。

　まずは【ストレージ】からミスリルの塊（鉄だと錆さびそうな気がしたので）を取り出して、直径十センチ、長さ三十センチ程のパイプをいくつか作る。そのパイプをいくつかの源泉に取り付けていく。【モデリング】を使い、流されないように完全に固定した。

「よし、これで準備ＯＫだな」

　じゃあ【ゲート】でリフレットに戻って……って危な！　シェスカのこと忘れてた！　また置いていったら何を言われるかわかったもんじゃない。

　気付いてよかったと安堵しながら、シェスカの待つ『庭園』に【ゲート】で転移した。










「銀月」の裏庭に出て、土魔法を使って深さ三十センチくらいの水路を造る。長さは一メートルほどでいいか。周りを石で固めて水が濁にごらないようにする。

【ストレージ】からミスリルの塊を取り出して、よくあるライオンが口を開けた顔の像を作り、水路の片方の上に設置した。このまま【ゲート】を付与したらお湯がすぐダバダバ出てくるよな……。

【プログラム】を使い、「開放・閉鎖」のキーワードで【ゲート】を開閉できるようにした。一旦「閉鎖」にしておいて、今度は反対側の水路の上の方にミスリルのパイプを埋うめる。こちらのパイプを通ったお湯は再び秘湯のパイプへと戻される仕組みだ。給水管と排水管だ。

「これで大だい丈じよう夫ぶだと思うんですけど」

　ドランさんとミカさんが見ている中、ライオンの像の頭に触れて、「開放」と唱えた瞬間、口からダバババッとお湯が噴ふき出した。

「おおっ!?」

「お湯が出たわ！」

　やがてライオンの口から流れ出たお湯は水路を満たしていき、反対側のパイプの高さに達したところで止まった。排水のパイプへお湯が流れ、秘湯へと戻っていっているのだろう。

　裸足はだしになり、お湯の中へ足を突っ込む。うん、少し熱い気がするけど大丈夫だろ。

「いや……すごいな、これは……」

「でも温泉が出てもウチには露天風呂とかを造る敷地はないわよ？」

　流れるお湯を呆ぼう然ぜんと見つめるドランさんと、現実問題に顔をしかめるミカさん。それについては以前から考えていたことがあった。

「裏手の大きな二軒の家って確か空き家ですよね？」

「そうだが……どうするんだ？」

「買っちゃいましょう」

「「え!?」」

　うん、それが一番手っ取り早い。とりあえず不動産屋のところに行って裏手の家がそれぞれどれくらいの値段で売りに出されているか確認する。どちらも白金貨八枚とのことだったので即金で払はらった。

　ミスリルゴーレムの砕くだけた欠片をある程度売ったら、それだけでとんでもない額になったので、お金には今のところ不自由してないし、あの家はあの家で使い道がある。

　契けい約やく書しよにサインをし、正式に買い取るとそれを持って「銀月」に戻った。

「ホントに買ってきちゃったの!?」

「さて、一気にやってしまいましょうかねー」

　呆あきれたような声を出したミカさんを横目に、まずは【ゲート】を地面に発動させ、裏手の「家全部」を『庭園』に転移させる。すとーん、と二軒の家が地面に沈み、あっという間に消え失せた。

「「うえっ!?」」

　驚く二人をよそに、続けざまに「銀月」との塀へいも同じように消していく。

　土魔法で浴場の形を大まかに整えていく。かなり広めにできるな。そのあと【モデリング】で細かいところを変形させていこう。

「あ、男湯と女湯ってどうします？　完全に分けます？」

「え？　ああ、えっと、分けてもらえるか」

「りょーかーい」

　浴場を完全に分けて、二つ造る。周りを岩壁で囲み、石いし畳だたみで洗い場などを、屋根と柱を檜で作り、男湯と女湯の間も檜の塀で分断する。さらに塀の上には【パラライズ】を付与しておく。覗き野や郎ろうには天てん罰ばつを。

　小さな脱衣場を両方に作り、暖の簾れんをかけて外観はとりあえず完成。

　最後に露天風呂の庇ひさしに【ミラージュ】を【エンチャント】して、上からの視覚を木々の幻影で完全に遮断するようにし、宿の上階からも見えないようにした。逆に風呂側からも宿が見えないように木々の幻影が浮かぶようになっている。人の姿があると気になってしまうからな。

　完全に日本風な露天風呂になってしまったが、なかなかいい出来じゃないかな、うん。

　自分の仕事に満足感を覚え、ひとりうんうんと頷うなずいていると、視界の端はしにポカンとしたミカさんとドランさんが映った。

「いや……もう驚くのに疲つかれたな……」

「あっという間に造っちゃったわね……」

　うーん、ちょっとやりすぎたか。なんか面白くてドンドン造ってしまったけど。桶とか椅い子すとかまで作っちゃったもんな。

「っていうか、この露天風呂を俺たちが商売に使っていいのか？　土地やこの風呂自体はお前さんのものだろう？」

「無期限で貸しますよ。ここを使って儲けが出たら、そのうち買い取って下さってもいいですし。白金貨十六枚ですけど」

　土地の権利書を見せて、買った金額を示す。家は無くなったがその代わり温泉ができたので、差し引きゼロということでどうかと。

「ふむ……悪くないな。宿の売り上げだけでなく、風呂だけの売り上げも有りだしな。なら、ありがたく使わせてもらうか」

　風呂自体が贅沢なこの世界では、貴族や金持ちでもない限り、大概はタライに張ったお湯で身体を拭くのがせいぜいだからな。格安で入れるようにすれば、みんな喜ぶだろう。

「この温泉の効能は病気には効き目がないですけど、身体異常にはかなり効果的ですよ。目が悪いとか、腰こしが痛いとか、毒の後遺症とかなら浸つかっていればやがて治ります」

「そんなに効き目があるの？」

　そりゃあもう。なんせ【リカバリー】を【プログラム】しておきましたからねえ。一気に治ってしまうと騒さわぎになりそうだから、じわじわとお湯に溶けて、ゆっくりと効くようにしてやった。

　とりあえず試運転だ。男湯女湯、どちらも「開放」し、お湯をためていく。その間にミカさんやドランさんが、今日は無料だと知り合いを呼んで来た。

　男湯の方にはドランさんの他に、「武器屋熊八」の店主、バラルさんや、道具屋のシモンさん、「ファッションキングザナック」のザナックさんなどがやって来た。っていうか、男湯のおっさん率が高過ぎる！

　温泉に浸かりながらそんなことを考えていると、洗い場の端に長なが椅い子すを持ち込んで、ドランさんとバラルさんが将棋を指し始めていた。こんなとこまでやらんでも。

　女湯の方にはミカさんの他に喫茶店「パレント」のアエルさんやその従業員さんたち、あと、ウチのシェスカが入っている。ロボ子なのにお湯に浸かって大丈夫なのか？　とも思ったが、あの変態博士のことだ、そこいらへんは抜かりあるまい。

「マスター、お背中流しましょウか？」

「馬ば鹿か言ってないで、黙だまって風呂に入ってろ！」

　壁かべ越ごしに怒鳴りつける。どこまでピンク色なんだ、あいつの頭は！

「まアまア、遠えん慮りよなさらズに」

「ちょ、シェスカちゃん！　なに塀を登ってるの!?」

「フぐッ!?」

　馬鹿を呼び止めるミカさんの声がしたと思ったら、そのあとにくぐもったシェスカの声と、なにか倒れるような音が女湯から聞こえてきた。あいつにも効くんだな、【パラライズ】。生体部品も使ってるって言ってたしな。

「このように塀を登って覗きをしようとすると痛い目に遭うので、気をつけて下さい」

　僕ぼくの説明に男湯のおっさんたちが引きつった笑いを浮かべて、全員素す直なおに頷いた。まさか最初の不ふ埒らち者ものが女湯から出るとは思わなかったが。

　まあ、不安要素が取り除かれた僕は、それからゆっくりとお湯に浸かることができた。あー、いい湯だなー。







幕間劇一　恋はあせらず







「単刀直入に聞きます。みなさん冬とう夜やさんが好きですよね？」

　ユミナがエルゼ、リンゼ、八や重えの三人に思っていることをズバッと切り出す。

　ベルファストの国王陛下から下か賜しされた屋や敷しきを検分中に、三人はユミナに呼ばれ、二階のバルコニーでそう告げられた。

　その言葉に三人が三人とも周しゆう章しよう狼ろう狽ばいして顔を真っ赤に染める。

「あっ、あたしは別に冬夜のことなんか好きじゃないわよ!?　ホ、ホホ、ホラ、冬夜ってなんか頼たよりないし、お人好しじゃない!?　ま、まあ、それが優やさしくていいところだとも思うけども……じゃなくて！」

「でもエルゼさん、冬夜さんに買ってもらった服をいつも嬉しそうに眺めてますよね？　こう、ぎゅーっと抱だきしめたりして」

「うぐっ!?」

　見られてた!?　という思いにますますエルゼの顔が赤くなる。

「リンゼさんもこないだの休日とか、冬夜さんをそれとなく尾つけてましたよね？」

「ふやっ!?　あ、あ、あ、あれは、その、どこに行くのかなって気になって！　娼館とかに行くんじゃないかと思ったら、つい……！」

　しどろもどろになりながら、リンゼが手をブンブンと振る。

「それで一日中尾け回したと？」

「うう……」

　リンゼが手をモジモジしながら俯うつむく。

　そんなことをしてたのか、と双ふた子ごの姉が呆れたような目で見てきた。それに耐えられなかったのか、リンゼが真っ赤になった顔を押おさえてしゃがみこむ。

「八重さんも……」

「せ、拙せつ者しやは別に何もっ……！」

「そうですか？　戦せん闘とうで怪け我がした時とか、必ず冬夜さんに治してもらってますよね？　リンゼさんも回復魔法が使えるのに」

「い、いやそれはっ……」

　そういえば確かに、とリンゼが八重に視線を向けると、わかりやすく目を逸そらされた。

　それに対してユミナはくすっと微笑む。

「別に私はそれを不快に思っているのではありません。むしろ喜ばしく思っています。冬夜さんを心から信じ、支えてくれる仲間が三人もいらっしゃるのですから」

「……変わってるわね。普ふ通つう、嫌いやがるところじゃないの？」

「そうですか？　断言しますが、冬夜さんは近いうちになにか大きなことを成し遂げると思います。そんな人を私一人が独どく占せんする方が不自然です。私一人では支えられないこともたくさんありますから。『独り占めしたい』。そんなつまらない理由であの人を縛りたくはありませんし」

　エルゼの言葉に対して、なんでもないことのようにユミナは答えた。独占欲がないわけではないが、それにより彼かれの可能性を狭めてしまうことをユミナは何よりも恐おそれている。

　それにこの三人なら信じられる。同じ人を愛し、心から彼の支えになってくれるだろう。そう考えたからこそ、彼かの女じよは三人に提案をする。

「なので、みなさんで冬夜さんのお嫁さんになりませんか？」

「「「……え!?」」」








◇　◇　◇









　あたしは妹に対して、劣等感コンプレツクスを持っている。

　妹に比べ、あたしは小さい頃から「乱暴者」だの「女らしくない」だの言われてきた。

　確かに妹は可愛かわいい。双子のあたしがそう言っても自画自賛にしかならないが、容姿だけではなく、妹はその一挙手一投足が「女の子」なのだ。

　少し引っ込み思案で人見知りのきらいはあるが、その点も庇ひ護ご欲よくをそそるので、男受けがいいとも言える。

　料理もできるし、魔法の才能もある。それに、むっ、胸もあたしよりあるし……。同じ双子なのに神様は不公平だと何度も思った。

　少しでも「女の子」らしくしようと髪かみだけは伸のばしているが、中身が伴わない。周りから言われる言葉は「男勝り」とか、「暴力女」とかそんなのばかりだった。

　実際、田舎いなかにいる時も同年代の中じゃあたしが一番強かった。妹を泣かせたヤツなんか容赦なく殴ってたし、「女の子」として見られなかったのも仕方ないと思う。

　そんな風に見られがちなあたしだけど、冬夜は違った。

　あいつは初めて出会ったときからあたしを「女の子」として見てくれていた。田舎にいた男の子と違って優しい。ちょっとしたことに気を遣ってくれるし、心配もしてくれる。

　冬夜が可愛い服を買ってくれたときはとても嬉しかった。男の子に「似合う」と言ってもらえるなんて思ってもみなかったし。そして、それを思い出すたびになぜかニヤニヤとしてしまう自分に戸と惑まどったり。不思議と悪い気持ちじゃなかったのを覚えてる。

　少しずつ気になって。いつの間にか冬夜を視線で追いかけている自分がいた。そのときにはもう手遅れだったんだと思う。

　あたしはたぶん、あいつが好きなんだろう。たぶんっていうのは、今までそんな気持ちになったことがないからだ。

　あたしの周りにいた男の子は、守るべき舎弟か妹をいじめる敵ばかりだったから。

　でもその気持ちに気がついたときにはもうすでにユミナがいて。

　頭が良くて行動力もあり、お姫ひめ様さまで魔法も使えるとか、反則もいいところの「女の子」だった。

　あたしが敵かなう相手じゃない。そんな言い訳を重りにして、その気持ちを心の底に沈しずめていた。

　だからユミナにその気持ちを見抜かれたときには焦った。べっ、別に恋人とか、そういうのにはなれなくても、仲間としてなら傍にいられる。……せっかくそう納なつ得とくしていたのに。

　双子だからか、リンゼが冬夜に「そういう気持ち」を持っているのはなんとなくわかっていたが。八重もそうだったのは少し驚いたけど。

　そしてユミナの提案にあたしは驚きを通り越こして、頭が真っ白になった。

　お嫁さん？　あ、ああ、あたしが冬夜の!?

　それってもしかして、いや、もしかしなくても結けつ婚こんするってことだよね!?

　冬夜のことは好きだけど、いきなりすぎない!?　正直そこまで決めるにはまだ心の準備が……！

　あ、あたしがよくても冬夜の方はどうかわからないし、ど、どうしたらいいんだろ……。








◇　◇　◇









　私は小心者です。

　お姉ちゃんの陰かげに隠れて、言いたいことも言えない。知らない人が相手だったり、緊きん張ちようしてしまうと言葉がたどたどしくなって、うまく話すことができなくなります。

　お姉ちゃんは物怖じしないし、私と違って誰だれとでも打ち解けてすぐ仲良くなる。私は小さいときからそれが羨ましかった。

　双子なのに、なんでこんなに性格が違うんだろうって悩なやんだりもしました。お姉ちゃんが太陽なら私は月。月は太陽がなければ輝くことができない。お姉ちゃんがいなければ何もできない。そんな自分が嫌でした。

　子供の頃、男の子は私のこういう態度にイライラするのか、すぐ大声で怒鳴られたり、いじめられたりしました。大抵の子はそのあとお姉ちゃんに思い切り殴なぐられていたけど。

　そんなこともあって、私は男の人が苦手でした。特に同年代の男の子は何を話したらいいのかわからなくて、すぐに黙りがちになってしまいます。

　初めて冬夜さんに出会ったとき、優しそうな人だな、と思いました。でもやっぱり私はうまく話すことができなくて。

　魔法を教えてほしいと言われた時も、ちゃんと教えられるのか不安の方が大きくて、どうしても緊張し、たどたどしい説明になってしまいました。だけど、冬夜さんは苛いらつく様子もなく、私の話すことを感心しながら聞いてくれたのです。いつの間にか私の気持ちは落ち着いていました。

　それから冬夜さんには驚かされっぱなしです。全属性持ちだとか、アイスクリームとか、すまあとほんだとか。ついには王様の命まで救ってしまう始末。

　そんな彼の傍にいるうちに、私はいつの間にか友人として、彼と普通に接することができるようになっていました。

　ところが、しばらくして、またうまく話せなくなってしまいます。

　冬夜さんと話していて、褒められたりすると変にドキドキしてしまって、どもりがちになってしまいました。なぜなのか自分でもわからなかったのですが、彼がユミナを連れて来た時、胸がチクリと痛みました。そしてやっと私は自分の気持ちに気づいたのです。

　だけどやっぱり私は何もできなくて。ユミナは私なんかとは違って年下なのに行動力や決断力があり、冬夜さんにはピッタリなのかもしれません。

　この想おもいを秘めたまま、私は二人を見守っていくことになるのかな……、と思うと、少し悲しい気持ちになったりして。

　ところがこのユミナという少女は、私が思っていたよりも冬夜さんのことを一番に考えていて、わっ、私にも冬夜さんのお嫁さんになれと言ってきました。

　しかもお姉ちゃんも八重さんも一緒にです。わけがわかりません。

　だけど、もしも……もしもそうなったのなら、とても嬉うれしい。私も冬夜さんの傍にいられるのです。

　だけどお嫁さんということは、結婚するということで……けっ、結婚っ!?　それを意識したとき、顔が真っ赤になったのが自分でもわかりました。

　はわ、はわわ。私と冬夜さんが!?　嬉しいけど、嬉しいけど！

　でもでも、冬夜さんが受け入れてくれるかもまだわからないし。自分自身、心の整理がまったくできてないし。

　本当にいいのかな……。冬夜さんと私が、けっ、結婚っ……はわ。はわわ。はわわわわ。








◇　◇　◇









　拙者は物心ついたときからすでに剣けんを握にぎっていた。

　小さな頃から剣を振ふり、毎日毎日、父上や兄上と共に汗みどろになって稽古に明け暮れたものでござる。

　剣術の修行は楽しい。ひたすら剣を振っていると、気持ちが落ち着くのでござる。自分が研ぎ澄まされた剣と一体となり、無我の境地へと至るその瞬しゆん間かんがたまらなく心地よい。

　まあ、共感してくれるのは父上や兄上だけで、母上や実家の女中である綾あや音ねには、もっと慎ましくしろと言われていたのでござるが。

　やがて修業のためイーシェンをあとにした拙者は、流れ流れてベルファストという国に辿たどり着ついた。

　この国で拙者は冬夜殿どのたちと出会ったのでござる。

　無法者に絡まれていた時に助すけ太だ刀ちされたのがきっかけでござった。最初、同じイーシェン出身かと思ったのでござるが、どうも違うらしく、何かと謎の多い御仁でござったな。

　冬夜殿の剣術は少し変わっているでござる。

　本人も変わっているでござるが……なんというか、素人の構え、素人の剣筋なのにも拘かかわらず、不思議と強い。たぶん基本的な身体の動きと、物を捉とらえる動体視力がズバ抜ぬけているのでござろう。

　その証拠に少し立ち合っただけで、拙者の動きや剣筋を真ま似ねして自分のものにしてござった。素人の剣技と恐るべき天てん稟ぴんの才。なんとも奇き妙みような剣でござる。

　初めはその不均衡な剣術が興味深く、面白いと感じていただけなのでござるが……いつの間にか立ち合うことよりも、冬夜殿と話をすることが楽しみになっている自分がいたのでござる。

　その時拙者は、これはおそらく冬夜殿の好みや考え方などがイーシェンに通じるものが多く、それで親近感を持っただけ……そんな風に自分に言い聞かせていたのでござる。

　冬夜殿はパッと見、お世辞にも強そうには見えぬ。しかし、守りたいもののためには躊躇ためらわず立ち向かう強さを持っている。兄上と同じ心の強さを。

　自分のことよりも他ひ人とのために。困っている人に手を差し伸べることを当たり前のように。そんな冬夜殿の本質に気付いてしまうと、あとはもうダメでござった。

　なんとなく目で追ってしまうし、二人きりで稽古をするのも、話をするのも緊張してしまう自分に、我ながら呆れたものでござる。

　けれど冬夜殿にはユミナ殿という婚こん約やく者しやがすでにいて。拙者のこの想いはたぶん届くことはないと……そう思っていたのでござるが。

　まっ、まさかエルゼ殿とリンゼ殿、みんなまとめて冬夜殿のお嫁さんに、などという話が出るとは。

　こ、これはどうすればいいのでござろう。素直に嬉しいという気持ちと、突とつ然ぜんのことに困惑する気持ちが混じり合って、頭がぐるぐるするでござる！

　お嫁さんということは、拙者が冬夜殿のつ、つ、つ、妻になるということでござって……！　冬夜殿が旦那様……。旦那様って！　い、いきなりそこまで話が進むのはどうなんでござろうか。うむむむむ……。








◇　◇　◇









「い、いきなりそんなこと言われてもさ……」

「えっと、その、あうう～」

「うむむむ……」

　三人とも顔を真っ赤にして視線を泳がせている。嫌がっていないことは一目でわかる反応であった。

　悪くない感かん触しよくにユミナも自然と顔がほころぶ。

「確かにいきなり過ぎますよね。では皆みなさんの気持ちが固まるまで、この話は保留といたしましょうか」

　ユミナが手を叩たたき、今度はそんな提案を述べてきた。強ごう引いんに話を進めて変に意固地になられても困るからである。

「それはそれとして、この屋敷には住んでもらえるんですよね？」

「そ、それはまあ……冬夜がいいって言うなら……」

「大丈夫ですよ。さっき冬夜さんが言ってたじゃないですか。『四人とも同じくらい好きで、家族みたいに思ってる』って。一人の女性ではなく家族みたいなってところが少し残念ですけど」

　ユミナはそう言ったが、行き着くところは夫ふう婦ふで結局家族になるんじゃないかな、とリンゼはふと思った。

　こうして四人による密約が結ばれたのである。








◇　◇　◇






　数ヶ月後。







「さて、これで晴れて全員が冬夜さんのお嫁よめさんになることが決まったわけですが」

　冬夜が四人の気持ちを受け入れたその夜、全員がユミナの部屋に集まり、会議を開いていた。のちにこういった会議のことを「嫁会議」と呼称されるのだが、今は置いておく。

　ちなみに少女たちの想い人はエルゼの一いち撃げきにより昏倒し、自室に運ばれている。

「皆さんも知っての通り、冬夜さんの力は規格外です。冬夜さんはこれからもその力を惜しみなく使い、人々を救っていくことでしょう。しかし、その力を利用しようとする者が現れるかもしれません」

　ユミナがそう切り出すと、八重が腕を組み、深く頷いた。

「確かに。冬夜殿は自分の評価というか価値、そういったことに無む頓とん着ちやくに思えるでござる」

「お人好しだしね。ころっと騙だまされるわよ、あのタイプは」

「そういった手合いは私の魔ま眼がんで看破するので心配はしてないのですが、問題は好意からによる弊害ですね」

　エルゼの言葉にユミナが表情を曇くもらせる。それに対し、リンゼがユミナに問い質ただす。

「……どういう、こと？」

「例えば冬夜さんのことを大好きな女性がいるとしましょう。しかし、この女性の周りにいる人間……実家の両親や、兄弟姉妹、親族、仲間などが、冬夜さんを利用しようとこの女性に無理難題を押し付けたとしたら？　もし、その女性が冬夜さんにその無理難題をお願いしたりしたら？　結果、冬夜さんが傷つくことになっても、冬夜さんは断れないのではないでしょうか」

　ユミナの「看破の魔眼」は人の本質を見抜く魔眼である。本質は善でも、行動も善とは限らない。善意からの行動が余計な災わざわいを招くこともある。

「一番怖こわいのは、そういった人が私たちと同じ立場になることです」

「婚約者……ということでござるか？」

「はい。私はこれからも冬夜さんを想う人は増えていくと思っています。さらに婚約者が増えるかも……いえ、増えるでしょうね。その時に冬夜さんよりも実家の利権や自分の損得を考えるような人ではダメだと思っています」

　貴族の婚姻などは家と家との繋つながりだ。政略結婚などは日常茶飯事、結婚しても相手の家より実家のため、などという嫁はいくらでもいる。

　ユミナはそのような相手を迎むかえ入れる気はさらさらなかった。たとえ彼のことが好きでも、彼を一番に考えられぬようではいずれその者は足あし枷かせとなる。また、そのような相手と仲良くできようもなかった。

　ユミナ自身、ベルファストの王女ではあるが、国王である父からベルファストの利益のため、自分を通じて冬夜に危険な何かをさせようとするなら断固として断る。

「冬夜のことより自分のことや実家のことを優先する女、ね……。貴族とかだとウヨウヨいそうだけど」

「確かにそういったお方とは、うまくやっていける気がしないでござるなあ……にしても、婚約者……さらに増えるでござるか……」

「たぶん増えますよ。スゥなんか二、三年もしたら充じゆう分ぶんにありえますし。あの子なら問題ないとは思いますけどね」

「あー、確かに。冬夜にべったりだもんね。まだ兄と妹って関係っぽいけど」

　スゥが冬夜との婚姻を望むなら、受け入れることはやぶさかでないとユミナは思っている。親であるオルトリンデ公こう爵しやくも、自分の家のために冬夜を利用するようなことはすまい。

　しかしそれ以外の……自家の繁栄を目論み、娘むすめとの婚姻を！　と言い出す貴族がいないとも限らない。なにもベルファストに限った話ではなく、ミスミドやリーフリースのような他国からの縁談の話もあるかもしれないのだ。

　そうなった時に、自分たちがその抑止力となるとユミナは考えていた。しばらくは「もう四人もいますので」という理由で断ることができると思う。しかし、さらに彼の名声が大きくなると、あと数人は増える可能性がある。もちろん、自分たちのように彼を第一に考えてくれるのなら、他国からの貴族の娘だろうと王族の姫だろうと大歓迎だが。

「けれど、しばらくはこの四人で冬夜さんを支えていきましょう。そのためには私たちも力をつけなければなりません。冬夜さんと共に人生を歩くために」

「そうね。あいつ危なっかしいところがあるし」

「がっ、頑張り、ますっ！」

「とはいえ、まずはなにをすればいいのでござろうか？」

　八重が首を捻ひねる。彼のために自分ができること。剣術一筋だった八重には、剣を振ることしか浮うかばない。

「難しく考えることはないと思います。要は冬夜さんにとって大切な存在になればいいのですから。皆さんも婚約者となったわけですし、もっと距きよ離りを近くしていくことからですかね」

「きょっ、きょ、距離というと……」

「手をつないだり、腕うでを組んだり、抱きついたり。まずはスキンシップでしょうか」

　ユミナが放ったその言葉に三人とも顔を火ほ照てらせる。純情ともいえるその反応をユミナは微笑ましく感じた。まあ、ユミナ自身もそこまでベタベタとすることはなく、できるのはスゥくらいのものだ。

　いろいろと前途多難な気もするが、彼女たちとならうまくやっていける。大丈夫、あせらずにいこうとユミナは心に決めた。
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幕間劇二　呪われた海







「けっこうスピードが出るよな」

「『庭園』は他のバビロンと違ちがっテ、余計な施し設せつがありマせんカラ」

　音もなく雲海の上を船のように走る空中庭園。周りに張られた魔ま法ほう障しよう壁へきによって、かなりの速度を出しても『庭園』内はそよ風程度の風しか吹ふかない。

　さらにこの障壁は不思議なことに、正面からぶつかってきた鳥などを後方へと転移させる力もあった。バードストライクがないのはありがたいな。

『庭園』の管理者であるシェスカは、中央に設置された黒いモノリス状の制せい御ぎよ装置を使って『庭園』を操作していた。シェスカがタッチパネルのようにいろんな場所に触れると、赤く光る文字が浮かび上がっては消える。

　それを両りよう脇わきからリンゼとユミナが不思議そうに覗のぞき込んでいた。ふよふよと浮かんだ珊さん瑚ごと黒こく曜ようも、二人と同じくモノリスを眺ながめている。

「これってシェスカさん以外も操作できるのです、か？」

「私以外だト、操作できるのはマスターだけでス。もっとモ操作資格があるというだケで自由自在に、トいうわけにはいかないでしょウが」

　リンゼの質問にモノリスを操作しながら答えるシェスカ。

「『庭園』ってことはここはやっぱり観賞用に作られたのか？」

　僕がシェスカにそう尋たずねると、彼女はため息をついて、チッチッチと指を小さく振り出した。なんだろう、イラッとするな、こんにゃろ。

「『庭園』はタダの庭ではアりませン。例えばマスターの足あし下もとに咲いていルその花」

「ん？　これか？」

　シェスカに言われて視線を足下に向けると、黄色い小さな釣つり鐘がね状じようの花が咲いていた。花の形はサンダーソニアに似てるな。こっちは一輪咲きだけど。

「ソレは月げつ光こう草そうと言って、魔ま力りよく枯渇を回復するポーションの原料になりまス。そして、あちラにあるのが陽よう光こう草そう。体力を回復するポーションの原料にもなる草でス。『庭園』にある草花は全て、なにかしラの特性がある薬草でもあるのでス」

　そりゃすごい。単なる庭じゃなかったのか。そう言われるとすごい庭に見えてくるから不思議だ。ってことはいろんな薬が作れるってことか。

「イエ、調合などの仕方はサッパリわからないのでスが」

「え!?　作れないの!?」

「そっちは『錬れん金きん棟とう』の管轄でス。それか『図書館』でそウいっタ知識を得るしかアりませン。そもそもほとンどのバビロンは単体ではあまり活用できないよウになってましテ」

　そうなのか。都合よくはいかないもんだな。

　そんなことを考えていると、シェスカがモノリスに浮かぶ文字と地図を見て「ム」と小さく唸うなった。

「どうした？」

「妙みような魔力反応がありまス。この下でスね。特殊な魔ま獣じゆうでしょウか？」

「この下ってどこらへんだ？」

「ベルファストといウ国の西の海上でス。少し降りてみましょウ」

　シェスカがそう言うとバビロンの『庭園』は静かに雲海の中へ潜もぐり、その下の海上へと高度を下げていった。

　雲の下はどんよりとした天気で、あたり一面は薄うす暗ぐらく霧きりに包まれている。魔法障壁があるため『庭園』内にまでは入ってこないが。

「ちょっとー、なんかあったの？」

「すごい霧でござるなあ」

　急に高度を下げたバビロンに気付き、向こうで組み手をしていたエルゼと八や重えも琥こ珀はくを伴ってこちらへとやってきた。

「何か変な魔力反応があるんだってさ」

「魔力反応？　ひょっとして、別のバビロンとかでござるか？」

「イイエ。バビロンの魔力は完全に障壁によって遮断されまス。特殊な魔獣か、魔道具アーテイフアクトの可能性が高いでス」

　海の魔獣とかか。海にいるその手のやつってやたら大きいらしいんだよな。クラーケンとかキラーホエールとか。あ、海の魔獣といえば。

「珊瑚に黒曜。なにかわかるか？」

『いえ、いくつかの反応は感じられますが、それほど妙な魔獣はおりませぬ』

『海の中には特に変なコはいないみたいだけどぉ？　空を飛んでるコじゃなぁい？』

　水に棲む魔獣なら珊瑚と黒曜に聞けばわかると思ったのだが。と、すると海の魔獣じゃないのか？　海に流されたなんかの魔道具アーテイフアクトかな。

「と、冬とう夜やさん、あれ！」

『庭園』の端で眼下の海を見ていたユミナが叫ぶ。ちなみに魔力シールドがあるため、バビロンから誤って落ちる心配はない。

　ユミナが指し示す海上を見下ろすと、そこには一隻の船が霧の中に浮かんでいた。

　ところどころ朽ち果てて、フジツボだらけの船体。破れてボロボロの帆がついた三本のマスト。甲板に並べられた錆さびだらけの大たい砲ほう。

　ボンヤリと不気味に光るボロ船が、静かに海上を漂ただよっていた。

　どう見てもまともではない。あんな船が沈まずに航行していること自体が信じられない。

「幽霊船……？」

「ゆっ、ゆうれいせん!?」

　僕のつぶやきに大きな声を上げたのはエルゼだった。その横の八重も青い顔をして、海を覗き込んでいる。

　逆に平然としているのはリンゼだ。顎あごに手を当て、なにやら考え込んでいる。

「幽霊船でしょうか？　単なる漂ひよう流りゆう船せん、では？」

「ま、まあ普通に考えたらそうなんだけど……」

　いくらファンタジーの異世界とはいえ、幽霊船とか……ねえ。でもゴーストとかレイスっていう霊的魔物も普通に存在するよな、この世界……。僕自身、アンデッドと何回か戦っているし。

「魔力反応はアノ辺りからでスね。何かあの船に特殊な魔道具アーテイフアクトでも積んでいルのかもしれませン。普通の魔道具アーテイフアクトではこんな反応はアりませンから」

　なるほど。それを感知したのか。貴重な魔道具アーテイフアクトなら回収しておきたいところだけど、なんとなく不気味な感じがするんだよなあ……。

「降りて、みましょう」

「「うえっ!?」」

　僕よりも先にリンゼが口を開き、その言葉に反応したエルゼと八重が変な声を上げた。旧王都の地下遺い跡せきでも思ったが、この子、妙なところで度胸があるよな……。

「どこかの国の重要な魔道具アーテイフアクトを運んでいた船だったのかもしれません。確かく認にんしておいた方がいいと、思います」

「確かに。危険なものならば回収、もしくは破は壊かいした方がいいですし。それにひょっとしてあれは……。シェスカさん、地図を見せて下さい」

「どウぞ」

　リンゼの考えに同意したユミナがモノリスに浮かぶ地図を確認する。

「やはり……。ここは『魔障海域』です」

「魔障海域？」

「ここを通る船は例外なく沈没すると言われている魔の海域です。そのため、商船などはこの海域を避け、大きく迂う回かいしているんです。ひょっとしたらあの船が原因なのかもしれません」

　沈没って。アレか、サルガッソ海があるバミューダトライアングルみたいな海域なのか。あれはデマとか裏付けのない伝説だって話だけど、異世界だと充分にありえる話だから怖いな。

　本当にあれが原因だとしたら、放っておいたらまた沈没する船が出るかもしれない。

「行ってみるか」

「「うえっ!?」」

　エルゼと八重が再び変な声を漏もらす。【ゲート】を使えばあの船に下りられるし、珊瑚と黒曜がいれば海の上でもなんとかなるだろ。

「ホ、ホントに行くの？」

「無視するわけにもいかないだろ。また沈没させられる船が出るかもしれないんだし」

「そ、それは、そうでござるが……」

　そんな二人をスルーして僕は【ゲート】を開いた。視し認にんできるところなら楽に転移できる。

「琥珀は残っててくれ。シェスカは何かあったら琥珀を通じて連れん絡らくを」

『御意』

「わかりましタ」

　開いた【ゲート】をくぐり、船の甲板に出た。

　足下やそこらからギシギシと船体が軋むような音がして、なんとも不気味な雰ふん囲い気きだ。海は穏やかであるが霧が酷ひどい。

　同じようにリンゼとユミナも【ゲート】から現れて船上の人になる。続いて珊瑚と黒曜が、最後にエルゼと八重が現れた。……なんで君ら手を繋いでるの？

　甲板には船の側面に突つき出た大砲とか、小型ボートなどがあった。もちろん大砲は錆だらけだし、ボートは朽ちていて使い物になんかならない。

　歩くたびに足下がギシギシと音を立てる。腐ってて穴が開いたりしないだろうな……。

「甲板には誰もいないようです、ね」

　リンゼの言う通り、パッと見ただけでも船の甲板上には誰一人としていないことがわかる。

　アレだな、この船ってサン・ファン・バウティスタ号に似てる。

　初代仙台藩主・伊だ達て政まさ宗むねが建造した日本で最初の西洋型軍船。外交使節に任命された支はせ倉くら常つね長なががスペインまで乗船した巨きよ大だい帆船だ。じいちゃんと石巻市で復元船を見たことがある。

　スマホでちょっと調べてみると、こういう船はガレオン船と言うそうだ。

　これと同じような造りだとするならば、後方に船長室があるはず。異世界の船だから何もかも同じなんてことはないだろうけど。

「……おかしいですね。魔力反応が薄うすい気がします。上空からはもっと感じられた気がしたんですけど」

　ユミナの言葉に僕ぼくは立ち止まり、感覚のアンテナを研ぎ澄ませてみる。確かに。さっきより薄い感じがするな。というか、魔力の中心がここじゃないような……。

「とにかく中に入ってみよう。何かわかるかもしれない」

「中に、入る、の？」

「せ、拙者たちはここで見張っているでござるから、お構いなく」

「……まあ、いいけど」

　引きつった笑いを浮かべたエルゼと八重を残して、僕らは後部デッキにある扉とびらを開けた。

　薄暗い通路の側面には大砲が並べられ、砲門は外へと向けられている。この世界、大砲があるとは聞いていたけど、実際に見るとデカいな。

　まあ、大砲を積むより火属性の魔法使いを数人乗せた方が効果的らしいが。っていうか大砲があるということは、この船は軍船なのかな。今さらだけど。

　大砲の横を奥おくへと進むと、その先には床ゆかから太く長い棒が突き出していた。

「なんだこりゃ？」

「船を左右に動かすための舵ですよ」

　これが舵なのか。てっきりあのテレビとかで見る車輪のようなやつかと……。

　しかしその舵もボロボロで、力を入れて押したら折れてしまうんじゃないかと不安になる。いや、押さないけどね？

　さらにその舵の奥に一際目立つ扉があった。美しかったと思われる装飾は剥がれ落ち、古びた金具は錆び付いてはいたが、おそらくはここが船長室の扉だと思う。

　扉が歪ゆがんでいるのか、けっこうな力を入れないと開かない。ギ、ギ、ギ、と少しずつ扉を開けて、僕らは室内へと入った。

　ぶら下げられた古びたランタン、簡素な作りの机や椅い子す、壁かべに掛けられた湾わん曲きよくした刀や斧などが、暗い室内でもなんとなく見える。

「【光よ来たれ、小さき照明、ライト】」

　リンゼが照明の魔法を発動してくれた。

　机の上には海図やコンパス、航海日誌などが置かれている。もちろん海図や日誌はボロボロで、ちょっと力を入れたらすぐに破けてしまいそうだ。

　特に変わったところは無いように思えるが……。

「今さらですけど、この船っておかしいですよね」

「本当に今さらだけど、どうしてそう思う？」

「もしこの船がなんらかの事故で漂流してしまったのだとしたら、乗組員の遺体が無いのはおかしいです。みんな海へと飛び込んでしまったのでしょうか？」

　確かに。ユミナの言う通りこんなになるまで長い間漂流していたのなら、生存者などいないだろう。で、あるならば、その遺体くらいあってもよさそうなものだ。

　まだ見ていない船室にひとかたまりとなって屍しかばねを晒しているのかもしれないが。……発見したくないなぁ、そんなの。

　机に置かれていたボロボロの航海日誌を破かないように開いて読んでみたが、どうもこの船はベルファストの海を荒らしていた海賊船らしい。軍船だと思ったら、奪うばわれて海賊船にされた船だったわけだ。

　しかしそれよりも日誌の日付が気になる。なにせ最後の日付が百年以上前なのだ。つまりこの船は百年以上も海を漂っていたことになる……。

『……ご主人様ぁ、なんか変な音聞こえなぁい？』

「え？」

　ぷかぷかと宙に浮かぶ珊瑚に絡み付いた黒曜が、僕にそう声をかけてきた。

『音というか……歌のような……？』

「歌？」

　珊瑚も黒曜の言葉に同意した。

　僕も耳を澄まし、注意深く辺りを窺う。波の音と軋む船体の音、それとボロボロになった帆がはためく音がわずかに聞こえてくるだけだ。

　歌なんか聞こえないぞ、と口を開こうとした瞬間、それは聞こえてきた。




『……ちゃ……だ　俺おれ……ゃ海……

　……上……いざ……ず

　……上で……け知らず

　……探し……　……ホー　……』




　わずかに聞こえる小ささで、途切れ途切れに聞こえてくるのはまさに歌と言うべきものだった。

　ってことは、誰かこの船の中に生存者がいるってことか!?　百年以上も漂流していた船で!?　ありえない！




『ッきゃ――――――――――ッ!!』




　次の瞬間、僕の思考をぶった切るように船長室まで女性の悲鳴が聞こえてきた。

「お姉ちゃんたち、です！」

「甲板でなにかあったのか!?」

　すぐさま僕らは船長室を飛び出し、砲列甲板を駆け抜ける。エルゼたちが残った外の甲板に近づくにつれて、はっきりとその歌が聞こえてきた。




『俺たちゃ海賊だ　俺たちゃ海賊だ

　陸おかの上ならいざ知らず

　海の上では負け知らず

　お宝探して　ヨーホー　ホー』




　扉を蹴破るように開くと、そこには海賊のような服をまとい、反り身の剣である舶刀カトラスを手にした骸骨兵士スケルトンが甲板いっぱいに溢れていた。

「これは……！」

『ヨーホー！　お客さんが増えたぜ、野や郎ろうども！　丁てい重ちようにお出迎えしてやんなァ！』

『アイアイサー！』

　船首甲板には海賊帽を被り、ロングコートを身につけた船長らしき骸骨と、他の下っ端ぱとは違う服を着た副長らしき骸骨がいた。

　骸骨船長が抜いた剣を天に突き上げると、下っ端の骨海賊どもが僕らへとカトラスを振り上げて襲おそいかかってくる。

「ブレードモード！」

　僕は腰こしの剣けん銃じゆうブリュンヒルドを引き抜き、長剣モードに変形させて、襲いかかる骨海賊を叩き斬きった。

　容易たやすく陶とう器きが割れるようにバラバラになった骨海賊であったが、すぐさま再生が始まり、瞬またたく間まに元通りになってしまう。やっぱりアンデッド相手に普ふ通つうの攻こう撃げきは通じないか。

「【光よ来たれ、輝かがやく連れん弾だん、ライトアロー】！」

　僕が続けざまに放った三本の光の矢が、狙ねらい違わず三体の骨海賊の頭ず蓋がい骨こつを撃うち抜く。

　アンデッドは光属性に弱い。砕かれた骨海賊はそのまま再生せずに塵ちりとなって風に消えた。

『ヒュー！　光の魔法使いたァ恐れ入ったぜ！　このキャプテン・トレパングもビックリだ！』

「……トレパング？」

『そうさ！　情け容赦のない海の悪あく魔ま、トレパング船長とは俺様のことだァ！　ヨーホー！』

　いや、悪魔って……。トレパングって海鼠なまこって意味だぞ、確か。

　顎の骨をカタカタ鳴らして笑うナマコ船長に、どう反応していいやら僕が迷っていると、何かを見つけたユミナが声を上げた。

「冬夜さん、あれ！」

　彼かの女じよが指差した先、そのマストの見張り台からエルゼと八重がロープで縛られて吊るされていた。

「ごめん、捕つかまった～」

「不覚でござるぅ……」

　あちゃー……。二人とも光属性の魔法は使えないし、そんな属性武器も持ってないもんなあ。

「ひゃっひゃっひゃっ！　安心しな、ボウズ。お前めェもすぐにぶら下げてやるからよォ！　もちろんお前めェは首にロープを、ぷがアッ！」

「断る」

　カタカタと笑うキャプテン・トレパングにブリュンヒルドの弾だん丸がんを喰らわす。頭蓋骨を狙ったんだがやや下よりに当たり、首の骨を砕いてその上に乗っていた頭蓋骨が甲板へゴロンと落ちた。

　そのまま波に揺ゆれる甲板の上を、頭蓋骨がゴロンゴロンと転がっていく。

『オオオ、目が回るゥ!?　お前めェら俺様の頭を止めろォォ！　海に落とすんじゃねエェェェ!!』

　首なしの骸骨船長がそう命じると（声は頭蓋骨から出ていたが）、慌あわてて下っ端海賊たちが転がっていく船長の頭を追いかけていく。

　その隙すきに僕は【アクセル】を使ってマストを一気に登り、二人がぶら下げられたロープをぶった切る。

　甲板に着地した二人にリンゼがすぐに駆け寄って、縛られていたロープをナイフで切って解放した。よし、これで遠えん慮りよはいらないな。

『けっ、やるじゃネェか、ボウズ。このキャプテン・トレパングに歯向かうたァ、いい度胸だ！　だがその代償は高くつくぜェ！　カニみてェに三枚におろしてやるから覚かく悟ごしな！』

　ナマコ船長が副長から渡わたされた自身の頭を取り付けながら、僕らにそう怒鳴った。……三枚？

『……副長、カニは三枚にはおろせねえんじゃ……』

『しっ！　黙だまってろ！』

　ボソボソとそんな会話をする下っ端海賊と副長をナマコ船長がジロリと睨にらむ。二人は視線を露骨に逸そらし、そっぽを向いた。

『細けェことはどうでもいい！　野郎ども、一気にやっちまいなァ！』

『アイアイサー！』

　骸骨船長の号令に従い、骨海賊たちがワラワラとこちらへと向かってくる。なかなかに不気味な画えだな。

「【エンチャント／キュアヒール】！」

　僕は自分の武器とエルゼのガントレット、それに八重の刀に光属性の魔法を付ふ与よした。これで彼女たちの武器でもアンデッドを浄じよう化かできるはずだ。

「はあっ！」

　エルゼの右ストレートが迫せまってきた骸骨をぶっ飛ばす。飛ばされた骸骨はそのまま塵となり、船上から消え去った。

　八重も光属性の宿った刀を振るい、迫り来る骸骨を一刀両断にしている。

　僕も負けじと光属性の付与した弾丸で、骸骨どもを次々と撃ち倒たおしていった。リンゼも魔法で光の矢を撃ち出しているし、ユミナは甲板の骨海賊たちを風魔法で牽けん制せいしている。黒曜と珊瑚も水弾を撃ち出していた。

　船上にいた海賊たちが次々と塵となり、風に溶けて消える。

『おおおお!?　な、なかなかにやるじゃねェか!?』

「ひとつ聞きたい。この辺りに近づく船を片っ端から沈しずめているのはお前たちか？」

『ああ？　沈めてなんかいねェよ。一隻もな。なんなら見せてやろうか？』

　そう言うとキャプテン・トレパングは手のひらから青白い人ひと魂だまのような炎を生み出した。大きさはバスケットボールくらいある。

　そして呼び出したそれに呼応するように、深い霧の向こうに同じような青白い炎がぽつぽつと現れ始めた。

　無数の炎が浮かんでいた霧が少しずつ薄れていくと、そこには炎と同じ数の幽霊船が波間に漂っているのが見えた。おいおい、なんだよこれ……。

「まさかこれ全部……」

　目を凝らすと、船は軍船・商船と様々だったが、それぞれの船に同じような骸骨兵士スケルトンが多数乗り込んでいて、剣などを振り上げている。

　こいつらは引き寄せた船を同じような幽霊船に変えていたのか！

『ひゃっひゃっひゃっ！　せいぜい苦しまないように楽に殺してやらァ！　今晩は五臓六腑に沁み渡る美う味めェ酒が飲めそうだ！』

『……副長、俺たち内臓無いッスよね？』

『しっ！　だから黙ってろ！』

　またもや副長と下っ端海賊が囁き合う。この船長の下じゃ苦労してそうだな。

『ケケケ、これだけの数を相手に……って、なにやってんだお前めェ？』

　僕はキョトンとしている（ように見えた）ナマコ船長をよそに、懐ふところから取り出したスマホに検けん索さくをかけていく。もちろん「アンデッド」だ。そうだよ、最初からこうすりゃよかったんだ。

　視認範囲のマップにストトトトッ、とターゲットのピンが次々と落ちていく。それと同時にアンデッドたちの上空に【マルチプル】の小さな魔ま法ほう陣じんが次々と出現した。

　ターゲットロック、完かん了りようっと。

「【光よ穿うがて、輝く聖せい槍そう、シャイニングジャベリン】」

　スマホに向けて魔法を発動すると、アンデッドどもの頭上にある魔法陣から、聖なる光の槍やりが雨のように降り注いだ。

『ぎにゃああああああァァァッ!!』

『ゲヘェええええええェェェッ!!』

『ふごォおおおおおおォォォッ!!』

　海域に無数の断末魔が響ひびき渡る。光の槍に貫かれたアンデッドたちは次々と塵となり、この世から消しよう滅めつしていった。

　もちろんそれは目の前の海賊たちも例外ではなく、光に貫かれたキャプテン・トレパングもサラサラと塵となり始める。

『おおおェえええェ!?　ありえねェェ！　なんじゃこりゃあぁッ!!』

　驚おどろきの声を上げながら、キャプテン・トレパングは消えていった。グッバイ、ナマコ船長。

　アンデッドたちは全て塵と化し、残されたのは波間に漂う無数の幽霊船のみであった。

「よし、と。これで片付いたかな」

　僕がひと息つくとそのタイミングを狙ったかのように、辺りに不気味な声が響き渡った。

『フフフ……。それはどうかな……』

「なに!?」

　再びあの鬼おに火びのような炎が灯り、霧の中から一隻の幽霊船が出現する。

　その船首には腕を組み、キャプテン・トレパングと色いろ違ちがいのコートを身につけた骸骨船長が立っていた。正直に言うと、骸骨なのでそれしか違いがわからない。背後には骨海賊たちが同じようにカトラスを持って控えている。

『キャプテン・トレパングを仕留めたくらいでいい気になってもらっては困る。ヤツはキャプテン四天王の中でも最弱のキャプテンよ。次はこの私、キャプテン・ターバンシェルが相手だ！』

　ターバンシェル……？　ってサザエだっけか？　この海の海賊は揃ってネーミングセンスが悪いのか!?　っていうかキャプテン四天王ってなによ!?

「……どうします、冬夜さん？」

「……【光よ穿て、輝く聖槍、シャイニングジャベリン】」

『ウギャアアアアアァァァッ!?』

　さらばサザエ船長。

　キャプテン・トレパングと同じように光魔法で一掃した幽霊船に向かって敬礼すると、またまた霧の中から青白い炎が浮かび、違う幽霊船が三たび姿を現した。ええ～？　またぁ～!?

『フフフ、我こそはキャプテン四天王が一人、キャプテン・シーホース！　貴様らの、』

「【光よ穿て、輝く聖槍、シャイニングジャベリン】！」

『ふぐわあああァァァッ!!』

　さらばタツノオトシゴ船長。と、すぐさま霧の中から次の幽霊船が、

『フフフ……俺様は、』

「もういいっつうの！」

『ぎょへえええええェェェ!?』

　名乗りも上げられず、（おそらく）四天王最後の船長が塵と消える。キャプテン四天王だかなんだか知らないが、迷めい惑わくな骸骨どもだよ、まったく。

「これで全て片付いたんでしょうか？」

「どうだろ？　その割には魔力の反応が未だに感じられるのがちょっと……」

「と、冬夜殿どの！　あれを！」

　八重が何かに気付き、霧の海上を指し示す。えぇ～、もぅいいよぉ……。

　さすがにクドすぎる。同じネタで笑えるのは三回まで……と……。

　霧の中から現れたのは、やはり今までと同じような幽霊船だった。しかし大きさが違う。かなりデカい。

　僕らが乗っている船のゆうに四倍はあるだろう。しかもあの船は他の幽霊船とどこか違う感じがする。

　船首では真っ赤なマントをはためかせた、新たな骸骨船長が偉そうにふんぞり返っていた。

『久しぶりに活きのいい獲物がやってきたじゃねェか。いいだろう、このキング・オブ・キャプテン、キャプテン・ウォーフローチ様が血祭りに上げてくれる！』

　……ウォーフローチ。よりによってフナムシかよ。フナムシ船長かよ。

　海賊たちのネーミングセンスの無さにいいかげんウンザリしていると、フナムシ船長が手にしていた黒いカトラスを振ふり上げて号令を下した。

『野郎ども、撃ちやがれ！』

　僕らの乗る船に舷げん側そくを向けた巨大な幽霊船は、次々と大砲をぶっ放し始める。

　大砲とはつまるところ、巨大な砲弾を飛ばすものである。当たっても船が破壊されるだけで、爆発するようなことはない。

　しかも、船による砲弾は命中率が低く、めったに当たらなかったと聞く。そのため舷側に大砲を並べ、数撃ちゃ当たるようにしたのだ。

　が、この船は幽霊船、言ってみれば向こうの手の上なわけだ。なんと僕らの乗る幽霊船は向こうの撃つ砲弾の雨に向かって自ら進み始めた。

　砲弾に晒されて、マストが折れ、甲板に穴が開く。もともと沈みかけのボロ船だ。耐たい久きゆう性せいなんかあるわけがない。

「冬夜さん、このままじゃ船ごと沈められてしまいます！」

「くっ、【ゲート】！」

　珊瑚と黒曜がいるから溺れることはないにしても、ここにいるのは危険だ。甲板に【ゲート】を開き、そのまま相手の巨大船に乗り込む。

『なッ!?』

　相手の船の後部甲板に出現し、背後を突いた僕はすぐさまスマホでアンデッドどもをターゲットロック。光の槍を雷のように降らせる。

『フギャアアァアアァァ!!』

　断末魔だけを残して、骨海賊どもが一いつ斉せいに消滅する。塵が立ち込める中、これで終わりだと油断した僕めがけて凶きよう刃じんが振り下ろされた。

「なにっ!?」

　反射的に甲板を転がり、紙かみ一ひと重えでその刃を躱かわす。そこには不気味な黒い刀身のカトラスを手にしたフナムシ船長が立っていた。

『ちっ、惜しい惜しい。このカトラスで死ねばお前も俺様の言いなりだったものをよォ』

「なんだと……？　そのカトラス……まさか魔道具アーテイフアクトか？」

『おうよ。「ソウルリバース」っつう、殺した相手をアンデッドにして従わせる魔道具アーテイフアクトさ。もっとも、持ち主もアンデッドにしちまう呪われた刀だけどなァ！』

　そう言ってフナムシ船長がカタカタと笑う。

　そうか、他の船長たちもあの呪いのカトラスで殺され、アンデッドにされたのだ。そうなると彼かれらも被ひ害がい者しやだったのか。

　呪いのカトラスを振り回し、フナムシ船長が僕に再び襲いかかる。

「【光よ来たれ、輝く連弾、ライトアロー】！」

『無む駄だ無駄ァ！』

　リンゼがフナムシ船長に向けて複数の光の矢を放つ。

　しかし船長が赤いマントを翻しただけで、光弾が全て当たる直前で消え失せてしまった。なんだ今のは!?　ひょっとしてさっきの【シャイニングジャベリン】もあれで弾いたのか!?

『ヒッヒッヒ、このマントも特別製でな。光属性の魔法を打ち消すのよ。つーまーりー！　俺様を消滅させることはできねェのさ！　残念だったなァ！』

　……フナムシ船長が笑いながらタネ明かしを親切にしてくれる。あ、やっぱりこいつら馬ば鹿かだわ。

「……【炎よ来たれ、渦巻く螺旋、ファイアストーム】」

『カッカッカ、馬鹿だろお前！　火魔法も効かねェよ！　アンデッドなんだからなァ！　ちっとばかし熱いが、それだけだ。すぐに再生すらぁ！』

　フナムシ船長を中心に炎の竜巻が発生する。

　短時間で炎の竜巻は消え去り、その後には白い骨を晒した骸骨が平気な顔をして立っていた。少しだけ骨にヒビが入っていたが、それもすぐさま再生する。

『ケッケッケ。どうよ？　これでわかったか？』

「まあ、お前が馬鹿だってことはよくわかった」

『なにィ……？』

「自分の姿をよく見たら？」

　僕の言葉に従って、フナムシ船長が自分の体を見る。手には呪われたカトラス。白い骨の体。以上。

『アッ、アイェァアアア――――――――ッ!?』

　そう。船長服もコートも帽ぼう子しも靴くつも、そして光魔法を弾はじくマントも、全て先ほどの炎で灰と化していた。

　わかりやすくオタオタとするフナムシ船長。まるで骸骨が盆ぼん踊おどりでも踊っているようだ。

　僕はゆっくりと、魔法の詠えい唱しようを始める。

「【光よ来たれ、輝きの追放――――】」

『まっ、待て！　話せばわかる！　わかるったら、わかれられ、られらッ！』

「【バニッシュ】」

『ダハァブェエェ――――――――ッ!?』

　光の浄じよう化か魔ま法ほうにより、フナムシ船長は塵となった。

　カララン、と真っ黒い刀身のカトラスが甲板に落ちる。僕はそれをひょいと拾い上げると、無属性魔法【パワーライズ】を発動させた。

「てやっ」

　強化された腕わん力りよくで、バキンッ！　とカトラスを真っ二つに折ると、それをポイと海に捨てる。貴重なアーティファクトかもしれないけど、呪いの刀なんざ必要ない。

「冬夜殿、霧が……」

　八重の声に顔を上げると、周りを覆っていた霧がだんだんと消えていく。霧さえもあのカトラスの呪いだったわけか。

　空のどんよりとした雲も晴れていく。雲間から太陽が顔を覗かせ、眩まぶしい光を届けてくれた。

「この海域の呪いが解けたんですね」

「たぶんね」

　百年以上、通りかかる船を生いけ贄にえにしてきた呪いの海が、元の静けさを取とり戻もどしたのだ。










「なるほド、呪いのカトラスでスか。呪いのかけラれた魔道具アーテイフアクトの中には、人の生命を吸い取り、自らの力とするタイプのものもありまス。その刀はそういっタたぐいのモノだったのでしょウ。放っておけバ、もっと厄やつ介かいな存在になっテいたかもしれませン」

『庭園』の四阿あずまやでシェスカの説明を聞きながら、血を求める妖刀みたいなもんかと僕は考える。やっぱり折って正解だったな。

　イーシェンで山やま本もと完かん助すけとやらが持っていた宝玉もそのたぐいだった。呪いとアンデッドは切っても切れない関係なんだろうか。

　シェスカが言うには、呪いのアイテムには作る過程で呪いがかけられたものと、作った時は普通のアイテムだったものに、後から呪いがかかったものがあるんだそうだ。

「確かバビロンの『図書館』に呪いの魔法書グリモワールがあったはずでスが」

「物騒なもの置いてんなあ」

　やっぱり危険人物だったんじゃないのか、バビロン博士って。

「呪いを解くには呪いのかけ方を知るのが一番ですカラ。病気、呪じゆ縛ばく、祟り……呪いの種類も様々でスし。そウいえば、なにかと災厄を呼び込む呪いといウのもありましタね」

「災厄の呪いねえ……」

　アレかな、不幸体質とかそのたぐいなのかな。トラブル気質の人っているもんなあ。厄介ごとを呼び込むタイプとか……ん？　なに？　なんでみんなこっちを見てるの!?

「なるほど、災厄の呪いですか……」

「災難を招きやすい、ってのは、当たっている、かも」

「自分から突っ込んでいってる気もするけどね」

「解呪できるんでござろうか……」

　ちょい待ち。どういう意味かな、君たち。この僕が災厄の呪のろい持ちだとでも？　はっはっは、面おも白しろい冗じよう談だんだ。

「自覚がないってのが厄介よねえ……」

　エルゼのつぶやきに四人とも小さくため息をついた。

　あれえ？

　傍にいた琥珀にも目を向けるが、ささっ、と目を逸らされた。おい。

　僕だって好きでトラブルに巻き込まれてるんじゃないぞ、向こうから近寄ってくるんだ。

　うん。そんな呪いになんてかかってない。

　かかってないったら。

　……たぶん。

　そうは思いつつも、一応神様に祈っておいた。それが厄やく払ばらいになるかどうかはわからなかったけれど。







あとがき。







　こんにちは。冬原パトラでございます。

　意図せずにアンデッドだらけとなった第三巻をお届けいたします。どうしてこうなった。

　二巻のときも思いましたが、あっという間に三巻まで来てしまいました。

　この三巻ではのちに活躍するキャラが顔出し程度に多数出てきます。このあとしばらくは出番がないかもしれませんが、記憶の片隅にでも覚えていただければ幸いです。

　この巻で出てくるイーシェンはお分かりの通り、戦国期の日本をモデルとしております。が、登場人物は歴史上の人物と名前が似ていてもまったくの別人であり、関係は一切ございません。あしからず。

　そう言えば、一巻でも触れましたがこの作品はスマートフォンで全て書かれています。担当さんとの原稿のやりとりもスマートフォンですし、「小説家になろう」への投稿も全てこれ一台でやってます。息抜きのゲームもスマートフォンです。

　本当に一日中、スマートフォンを眺めているせいで、目がかなり疲れるようになってしまいました。

　良い目薬を探してます。ブルーベリーでも食べましょうかね。ああ、でもあれは根拠がないって話も……うむむ。

　どうでもいい話はこれくらいにして、今回も謝辞を。

　イラスト担当の兎塚エイジ様。水着シーン最高です。毎回ありがとうございます。

　担当のＫ様、いつも電話対応ありがとうございます。毎度話が脱線してしまって申し訳これなく……。

　ホビージャパン編集部の皆様、本書の出版に関わった皆様方、次もよろしくお願い致します。

　そして「小説家になろう」と本書、読んで下さる全ての読者の方々に感謝の念を。


冬原パトラ
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